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大津登米に付御印書等軸仕立文書（３７.２-１２）

口
絵　

二
木
文
庫　

一



二木家系図（３７.１-１０）

栄操院様等宮腰浜御出之節御仮屋絵図（３７.４-５）

口
絵　

二
木
文
庫　

二



前田利常知行宛行状（３８.１１-１１）

中村弥次郎明組与力召抱申渡状（３８.１２-１）

御仕法につき生徒御免申渡書（３８.３２-５）

加陽武士町細見図（３８.５３-２）屋敷図綴（３８.２５-３）

口
絵　

中
村
石
蘭
亭
文
庫　

一



知行所につき高・百姓仕分け申上書（３８.２２-２）

「起止録」（３８.２７-２）と
「中村養昌一代記」（３８.２７-１）

判印鑑等（左から３８.２１-３１・２８・２４）

書画酬和（３８.４６-１）

口
絵　

中
村
石
蘭
亭
文
庫　

二



　
　
　
　

序

　

こ
の
度
、
二
木
壮
一
氏
お
よ
び
中
村
夏
栄
氏
か
ら
史
料
を
御
寄
贈
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
当
館
の
三
十
七
番
目
と
な
る
「
二

木
文
庫
」、
三
十
八
番
目
と
な
る
「
中
村
石
蘭
亭
文
庫
」
と
し
て
整
理
し
、
保
存
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
「
石
蘭
亭
」

の
名
は
、
中
村
家
の
居
所
名
か
ら
取
っ
た
も
の
で
す
。

　

二
木
文
庫
は
、
旧
宮
腰
町
（
現
金
沢
市
金
石
）
で
町
役
人
を
勤
め
た
銭
屋
市
党
右
衛
門
家
の
文
書
で
す
。
宮
腰
町
は
、
藩
政

時
代
城
下
町
金
沢
の
外
湊
と
し
て
栄
え
た
港
町
で
、
銭
屋
は
後
期
宮
腰
町
の
町
年
寄
な
ど
の
町
役
人
を
勤
め
た
有
力
町
人
で

あ
り
、船
主
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
加
賀
藩
の
藩
米
を
上
方
に
運
送
し
た
大
津
登
米
に
関
わ
る
史
料
は
、加
賀
藩
初

期
の
海
運
政
策
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

中
村
石
蘭
亭
文
庫
は
、
加
賀
藩
の
明
組
与
力
（
知
行
高
百
石
）
で
明
倫
堂
助
教
を
勤
め
た
中
村
知
左
衛
門
（
豫
卿
）
を
始
め

と
し
た
中
村
家
の
文
書
で
す
。
内
容
は
、
役
儀
を
始
め
、
中
村
家
・
学
校
・
学
芸
に
関
わ
る
史
料
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

お
り
ま
す
が
、
豫
卿
が
書
き
記
し
た
「
起
止
録
」
は
、
天
保
九
年
か
ら
明
治
十
七
年
ま
で
の
四
十
六
年
間
に
わ
た
る
日
記
で
、

幕
末
か
ら
明
治
へ
と
変
わ
る
激
動
の
時
代
を
生
き
た
当
時
の
生
活
の
様
子
を
記
述
し
た
史
料
で
す
。

　

二
木
家
お
よ
び
中
村
家
の
方
々
が
長
年
に
わ
た
り
守
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
貴
重
な
史
料
を
、
今
後
も
長
く
保
存
し
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
と
共
に
、
本
目
録
が
、
多
く
の
方
々
に
利
用
・
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
す
る
も
の
で
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
重
な
史
料
を
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
二
木
家
お
よ
び
中
村
家
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

平
成
二
十
四
年
三
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凡　
　
　
　

例

一
、
本
目
録
は
二
木
文
庫
及
び
中
村
石
蘭
亭
文
庫
の
二
つ
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
二
木
文
庫
は
宮
腰
町
役
人
を
勤
め
た
銭
屋
市
郎
右
衛
門
家
の
文
書
で
、平

成
二
十
二
年
度
に
二
木
壮
一
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
村
石
蘭
亭
文
庫
は
加
賀
藩
の
明
組
与
力
で
明
倫
堂
助
教
を
勤
め
た
中
村
家
の
文
書

で
、
平
成
二
十
三
年
度
に
中
村
夏
栄
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
本
館
の
三
十
七
番
目
及
び
三
十
八
番
目
の
特
殊
文
庫
と
な
る
。

一
、
目
録
記
載
は
（
分
類
）
番
号
・（
史
料
）
標
題
・（
作
成
）
年
月
日
・
宛
名
・
形
態
・
墨
付
（
冊
子
の
場
合
）・
点
数
・
差
出
（
作
成
者
名
）
の
順
に
記
し
た
。

標
題
に
つ
い
て
は
原
題
の
ま
ま
の
も
の
、
補
足
し
た
も
の
、
新
た
に
付
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
各
々
注
記
は
し
て
い
な
い
。
史
料
の
作

成
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
記
載
の
な
い
場
合
で
も
推
定
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
（　

）
を
付
し
て
推
定
年
を
記
し
た
。
冊
子
物
の
丁
数
は
白
紙
部
を
除

い
た
墨
付
部
の
丁
数
で
あ
る
。

一
、
二
木
文
庫
の
分
類
は
〔
１ 
二
木
家
〕〔
２ 
御
米
裁
許
登
米
〕〔
３ 
宮
腰
町
〕〔
４ 
御
出
行
御
仮
屋
絵
図
〕〔
５ 
寺
社
・
宗
教
〕〔
６ 
学
芸
〕〔
７ 
歴
史
・
地
理
〕

の
七
分
類
と
し
た
。
中
村
石
蘭
亭
文
庫
は
〔
Ⅰ 
役
儀
〕〔
Ⅱ 
中
村
家
〕〔
Ⅲ 
学
校
等
〕〔
Ⅳ 
学
芸
〕〔
Ⅴ 
藩
政
〕
の
五
分
類
と
し
、
そ
の
下
に
小
分
類
を
施
し
た
。

一
、
史
料
の
配
列
は
分
類
毎
に
編
年
を
基
本
と
し
、
年
代
未
詳
の
場
合
は
干
支
の
あ
る
も
の
、
月
日
の
あ
る
も
の
、
年
月
日
未
詳
の
も
の
の
順
に
配
し
、
年

代
未
詳
史
料
に
つ
い
て
は
大
き
く
江
戸
期
と
明
治
期
以
降
を
区
分
し
配
列
し
た
が
、
明
確
に
判
別
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
、
特
に
江
戸
期
・
明
治
期
な
ど

と
表
記
し
て
い
な
い
。

一
、
標
題
等
に
身
分
上
の
呼
称
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
過
去
の
身
分
制
を
肯
定
す
る
、
あ
る
い
は
差
別
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。
歴
史
上
の
事
実
と

し
て
我
々
の
歴
史
の
中
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
・
時
代
を
認
識
す
る
上
で
隠
し
た
り
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
の
判
断
か
ら
史
料
に
あ
る
が
ま
ま

に
表
記
し
た
。

一
、
二
木
文
庫
目
録
の
作
成
は
宇
佐
美
孝
が
担
当
し
、
編
集
及
び
解
説
は
塩
川
隆
文
が
担
当
し
た
。
中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録
の
作
成
、
編
集
及
び
解
説
は

小
西
昌
志
が
担
当
し
た
。
両
文
庫
の
整
理
及
び
公
開
の
た
め
の
登
録
作
業
は
本
館
職
員
全
員
で
行
っ
た
。
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1　

二
木
家

１ 

形
見
之
義
に
付
書
状 

寛
文　

年
閏
６
月　

日 
切
紙  

�
�
１

１２

２９

（
鶴
屋
）
行
甫
↓
銭
屋
助
左
衛
門

２ 

大
宝
覚　

二
木
家
覚 

天
保
年
調 

長
帳
８
丁  
�
１

３ 

天
正
三
年
以
来
二
木
家
覚
書 

年
未
詳 

続
紙  

�
�
１

４ 

大
谷
家
之
事
并
二
木
家
之
事 

年
未
詳 

続
紙  
�
�
�
１

二
木
助
左
衛
門

５ 

二
木
家
系
図　

二
木
佐
兵
衛 

年
未
詳 

切
続
紙  
�
�
１

６ 

二
木
家
系
図　

二
木
利
右
衛
門 

年
未
詳 

続
紙  
�
�
�
１

７ 

二
木
助
左
衛
門
義
覚
書 

年
未
詳 

切
紙  
�
�
�
１

二
木
良
顕

８ 

二
木
家
万
覚
書
等
綴 

年
未
詳  
�
�
�
�
�
こ
よ
り
綴　

丁
１

２８

９ 

二
木
家
所
蔵
御
印
物
等
目
録 

年
未
詳 

罫
紙
綴
２
丁  
１

良
顕
写

　
 

二
木
家
系
図　

二
木
銭
屋 

年
未
詳 

巻
子  
�
�
�
１

１０
　
 

銭
屋
市
郎
右
衛
門
家
御
印
物
返
還
之
旨
申
達
書 

続
紙
（
継
立
）  

１

１１

御
家
禄
方
↓
加
州
郡
治
局 

明
治
３
年
５
月　

日
２９

　
 

法
事
調
理
等
之
帳 

明
治
４
年
〜　

年 

袋
綴　

丁  
�
１

１２

３７

３９

十
世
覚
信
二
木
市
平
編
集

　
 

二
木
家
葬
儀
・
法
要
覚 

大
正
９
年
〜
昭
和　

年 
罫
紙
綴　

丁  
１

１３

２７

９０

三
代
目
二
木
清
次
郎

　
 

出
征
餞
別
・
葬
儀
覚 

昭
和　

年
〜　

年 

罫
紙
綴　

丁  
１

１４

１２

２８

２８

二
木
氏

 

2　

御
米
裁
許
登
米

１ 

中
納
言
様
御
分
新
川
米
大
津
御
蔵
入
請
取
手
形
之
写 

袋
綴
４
丁  
�
１

 

（
八
三
八
石
余
・
一
二
九
四
石
余
）

小
谷
伝
左
衛
門
↓
銭
屋
助
左
衛
門　

明
暦
元
年
８
月　

日
２１

小
谷
伝
左
衛
門
・
比
良
左
内
・
堀
弥
衛
門
↓　

明
暦
元
年
８
月　

日
２１

２ 

御
両
殿
様
御
米
請
取
蔵
入
之
帳 

承
応
４
年
４
月
吉
日 

袋
綴　

丁  
�
１

３９

３ 

大
津
御
登
米
裁
許
勤
向
に
付
伺
書　

承
応
４
年
３
月　

日 
続
紙  
�
�
�
１

２１

銭
屋
助
左
衛
門
↓
菊
池
大
学
・
伊
藤
内
膳　

十
世
助
次
追
記

４ 

為
登
米
目
録
（
前
欠
） 

承
応
４
年
７
月　

日 

続
紙  

�
�
１

２３

敦
賀
長
見
世
屋
茂
左
衛
門
↓
銭
屋
助
左
衛
門

５ 

加
州
越
中
御
古
米
敦
賀
着
大
津
登
目
録
（
後
欠
） 

続
紙  
�
�
�
１

 

（
六
二
四
石
） 

承
応
４
年
７
月　

日
２８

庄
田
太
郎
左
衛
門
↓
欠

６ 

大
津
為
登
米
目
録
（
九
七
四
九
石
） 
承
応
４
年
８
月
３
日 

続
紙  
�
�
�
１

敦
賀
御
蔵
宿
道
川
九
左
衛
門
・
三
宅
彦
右
衛
門
・
庄
田
茂
右
衛
門
・
俵

屋
彦
兵
衛
・
鍵
屋
太
郎
兵
衛
・
山
岡
彦
兵
衛
・
破
隼
屋
六
兵
衛
・
清
須

屋
吉
兵
衛
・
網
屋
伝
兵
衛
・
河
瀬
四
郎
右
衛
門
・
山
下
七
郎
兵
衛
・
木

綿
屋
藤
兵
衛
・
布
屋
吉
兵
衛
・
長
見
世
屋
茂
左
衛
門
↓
銭
屋
助
左
衛
門

７ 

越
中
新
川
御
古
米
新
道
野
着
大
津
登
御
目
録 

一
紙  
�
�
�
１

 

（
二
一
五
石
） 

承
応
４
年
８
月
６
日

新
道
野
茶
屋
西
村
孫
兵
衛
↓
銭
屋
助
左
衛
門

８ 

大
津
等
為
登
米
目
録
（
前
後
欠
）（
五
四
五
七
石
余
） 

続
紙  
�
�
�
１

 

 

承
応
４
年
８
月
７
日

橋
本
彦
四
郎
・
橋
本
彦
衛
門
・
大
黒
屋
宗
左
衛
門
・
大
黒
屋
弥
兵
衛
↓ 一

二
木
文
庫
目
録

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数



９ 

宮
腰
浦
等
出
・
着
舟
之
義
可
申
越
達
書
（
八
五
〇
五
石
余
）
切
続
紙  
�
�
１

 

 

５
月　

日
１４

伊
藤
内
膳
・
菊
池
大
学
↓
銭
や
助
左
衛
門

　
 

御
米
裁
許
銭
屋
助
左
衛
門
大
津
着
米
等
に
付
申
上
書 

折
紙  
�
�
�
１

１０
　
 
 

７
月
５
日

銭
や
助
左
衛
門
↓（
伊
藤
）
内
膳
・（
菊
池
）
大
学

　
 

加
賀
守
様
御
分
三
ヶ
浦
よ
り
積
登
御
古
米
大
津
御
蔵 

袋
綴
４
丁  
�
１

１１
 

入
御
帳 

明
暦
元
年
５
月

　
 

大
津
登
米
に
付
御
印
書
等
軸
仕
立
文
書 

軸
装  
�
�
�
１

１２
・
三
ヶ
国
古
米
大
津
登
済
に
付
御
印
書 
明
暦
２
年
６
月
４
日

奥
村
因
幡
・
津
田
玄
蕃
・
前
田
対
馬
↓
銭
屋
助
左
衛
門

・
登
米
済
御
印
遣
に
付
達
書 

７
月　

日
２９

算
用
場
↓
銭
屋
助
左
衛
門

・
大
津
登
米
に
付
指
図
達
書 

７
月
９
日

伊
藤
内
膳
・
菊
池
大
学
↓
銭
屋
助
左
衛
門

・
敦
賀
登
り
米
升
廻
に
付
申
渡
書 

４
月
５
日

冨
田
内
蔵
允
・
小
西
次
太
夫
・
川
勝
三
右
衛
門
・
駒
井
主
水
↓
宮
腰
銭

や
助
左
衛
門

　
 

宮
腰
よ
り
敦
賀
為
登
古
米
に
付
申
渡
書
（
後
欠
） 

切
紙  
�
�
�
１

１３
 

 

卯
月　

日
２２

冨
田
内
蔵
允
・
川
勝
三
右
衛
門
・
小
西
次
太
夫
・
駒
井
主
水
↓
欠

　
 

中
納
言
様
分
升
廻
蔵
入
之
覚 

年
未
詳 

袋
綴　

丁  
�
１

１４

２２

　
 

海
津
・
大
浦
出
米
之
覚
（
錯
簡
） 

年
未
詳 

袋
綴
２
丁  
�
１

１５
　
 

寛
文
十
二
年
よ
り
与
右
衛
門
貸
銀
指
引
算
用
書 

切
続
紙  
�
�
１

１６
 

 

延
宝
７
年　

月　

日 

１２

２９

3　

宮
腰
町

１ 

巡
見
上
使
御
尋
之
趣
答
書
控 

延
宝
９
年
６
月　

日 

続
紙  
�
�
�
１

１３

宮
腰
銭
屋
助
左
衛
門
↓
茨
木
伝
右
衛
門

２ 

佐
那
武
明
神
社
よ
り
宮
腰
大
道
迄
之
道
筋
幅
に
付
申
渡
書

　
 
 

貞
享
３
年　

月　

日 

一
紙  
�
�
�
１

１１

２５

村
田
弥
三
郎
↓
寺
中
村
神
主
中

３ 

馬
借
中
御
役
用
銀
借
用
証
文
（
封
入
） 

続
紙  

�
�
１

 

 

天
保
７
年
正
月

馬
借
次
兵
衛
・
十
兵
衛
・
八
郎
右
衛
門
・
安
右
衛
門
・
仁
兵
衛
・
弥

吉
・
次
郎
助
・
甚
兵
衛
・
作
兵
衛
・
市
兵
衛
・
安
兵
衛
・
与
兵
衛
・
勘

七
・
伝
蔵
・
市
左
衛
門
・
四
郎
兵
衛
・
伊
兵
衛
・
次
右
衛
門
↓
伝
馬
肝

煎
他
三
郎　
（
奥
書
）
馬
借
人
七
郎
兵
衛
・
善
六

４ 

年
頭
御
礼
願
聞
届
書
（
封
入
） 

天
保
９
年　

月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

１２

１９

湯
原
平
馬
↓
銭
屋
市
郎
左
衛
門

５ 

町
年
寄
役
等
御
免
願
書 

天
保　

年
２
月 

切
紙  
�
�
�
１

１０

町
年
寄
市
郎
右
衛
門
↓
宮
腰
町
御
奉
行
所

６ 

宮
腰
町
横
目
肝
煎
市
郎
右
衛
門
義
御
扶
持
頂
戴
方
願
書 
折
紙  

�
�
１

 

（
封
入
） 

申　

月
１２

↓
御
用
番

4　

御
出
行
御
仮
屋
絵
図

１ 

基
五
郎
様
等
宮
腰
浜
御
出
之
節
御
仮
屋
絵
図 

一
舗  
�
�
�
１

 

天
保　

年
４
月　

日

１２

２６

２ 

基
五
郎
様
等
宮
腰
浜
御
出
之
節
御
仮
屋
絵
図 

一
舗  
�
�
�
１

 

天
保　

年
３
月　

日

１５

２４

二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

２　

御
米
裁
許
登
米　
　

３　

宮
腰
町　
　

４　

御
出
行
御
仮
屋
絵
図　
　

５　

寺
社
・
宗
教



３ 

御
出
之
節
順
路
并
御
仮
屋
ヶ
所
図 

一
舗  
�
�
�
１

 

弘
化
２
年
３
月

４ 

栄
操
院
様
等
宮
腰
浜
御
出
之
節
御
仮
屋
絵
図 

一
舗  
�
�
�
１

 

弘
化
２
年
４
月
２
日

５ 

栄
操
院
様
等
宮
腰
浜
御
出
之
節
御
仮
屋
絵
図 

一
舗  
�
�
�
１

 

嘉
永
３
年
３
月　

日
２４

６ 

礼
姫
様
等
宮
腰
浜
御
出
之
節
御
仮
屋
絵
図 

一
舗  
�
�
�
１

 

文
久
２
年
５
月　

日
１３

７ 

若
御
前
様
等
宮
腰
浜
御
出
之
節
御
仮
屋
絵
図 

一
舗  
�
�
�
２

 

文
久
３
年
３
月　

日
２９

８ 

御
仮
屋
絵
図 

年
未
詳 

一
舗  
�
�
�
１

９ 

礼
姫
様
等
粟
崎
御
旅
屋
御
出
之
節
御
天
幕
之
図 

一
舗  
�
�
�
１

 

明
治
３
年
５
月　

日
２２

5　

寺
社
・
宗
教

（
佐
那
武
神
社
）

１ 

前
田
利
常
判
物
写
（
社
領
寄
進
状
） 
寛
永　

年　

月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

１５

１２

１１

利
常
↓
佐
那
武
明
神
両
神
主

２ 

佐
那
武
明
神
社
御
能
濫
觴
申
上
書 

罫
紙  
�
�
�
１

 

寛
政
８
年
４
月

河
崎
・
河
崎
↓
宮
腰
町
年
寄
中
山
主
計

３ 

佐
那
武
大
明
神
御
輿
再
営
御
棟
札
（
封
入
） 

続
紙  
�
�
�
１

 

年
未
詳　

寛
永　

年
〜
嘉
永
元
年

１０

４ 

佐
那
武
大
明
神
由
緒
覚 

明
治 

切
紙  
�
�
�
１

神
主
河
崎
和
泉
守

５ 

二
木
市
平
大
野
湊
神
社
氏
子
札 

明
治
６
年
２
月 

木
札  
�
�
�
１

祠
官
永
山
豊
郷
・
祠
掌
河
崎
沙

（
重
胆
寺
）

６ 

竹
薗
抄
借
用
之
義
に
付
書
状 

孟
春
日 

一
紙  
�
�
�
１

重
胆
寺
本
誉
↓
二
木
五
郎
兵
衛

７ 

宮
腰
重
胆
寺
什
物
鉦
鼓
之
覚 

年
未
詳 

切
紙  
�
�
�
１

（
真
宗
・
金
沢
末
寺
）

８ 

御
門
徒
年
中
御
給
仕
御
作
法
書 

延
宝
７
年
正
月 

袋
綴　

丁  
�
１

１３

銭
田
九
兵
衛 

 

９ 

七
夕
立
花
之
義
案
内
書
状 

６
月
５
日 

切
紙  
�
�
�
１

御
末
寺
↓
宮
腰
銭
屋
助
左
衛
門
・
同
鶴
屋
与
兵
衛

　
 

専
光
寺
愚
光
院
御
逝
去
之
節
過
分
御
吊
に
付
礼
状 

一
紙  
�
�
�
１

１０

専
光
寺
↓
銭
屋
助
左
衛
門 

７
月　

日
１８

　
 

御
台
所
不
如
意
に
付
志
納
金
受
納
状　

戌
８
月　

日 

折
紙  
�
�
�
１

１１

１１

う
へ
田
織
部
・
わ
か
林
蔵
人
↓
加
州
宮
腰
銭
屋
妙
由

　
 

御
取
替
之
志
納
金
受
納
書 

閏
８
月
７
日 

折
紙  
�
�
�
１

１２

八
木
監
物
重
継
・
七
里
大
弐
法
橋
↓
加
州
宮
腰
源
左
衛
門

　
 

金
沢
末
寺
七
昼
夜
御
法
事
案
内
状
（
封
入
）　
　

月 

折
紙  
�
�
�
２

１３

１１

東
本
願
寺
金
沢
末
寺
役
所 
↓
銭
屋
市
郎
右
衛
門

　
 

年
中
真
宗
御
給
仕
御
作
法
書 

年
未
詳 

袋
綴　

丁  
�
１

１４

１５

二
木
堂

　
 

蓮
如
上
人
童
形
布
袋
麻
呂
真
影 

年
未
詳 

一
枚
（
木
版
）  

１

１５

石
山
寺 

　
 

ぜ
ゝ
の
ほ
ん
（
正
信
偈
略
本
） 

年
未
詳 

書
冊
（
木
版
）  

１

１６

五
条
は
し
通
あ
ふ
ぎ
や
町
と
り
か
い
や
久
右
衛
門
開
板 

三

二
木
文
庫
目
録



（
大
樹
寺
・
回
向
院
）

　
 

二
木
助
左
衛
門
孫
又
十
郎
大
樹
寺
一
誉
弟
子
入
之
義
に
付
書
状

１７

大
樹
寺
一
誉
↓ 
二
木
助
左
衛
門
尉　

９
月　

日 

折
紙  
�
�
�
１

２５

　
 

弟
子
入
承
諾
之
二
木
又
十
郎
死
去
之
旨
書
状 

折
紙  
�
�
�
１

１８

大
樹
寺
一
誉
↓
二
木
助
左
衛
門　
　

月　

日

１２

１８

　
 

改
年
御
慶
之
義
并
万
潤
和
尚
往
生
之
義
に
付
書
状 

折
紙  
�
�
�
２

１９
 

元
禄
３
年
正
月
９
日

江
戸
回
向
院
隠
居
遺
誉
↓
宮
腰
銭
屋
助
左
衛
門

　
 

助
左
衛
門
様
御
往
生
に
つ
き
悔
状 

折
紙  
�
�
�
１

２０

万
潤
↓
銭
屋
源
左
衛
門 

　

月
４
日

１２

　
 

万
潤
和
尚
来
歴 

年
未
詳 

切
紙  
�
�
�
１

２１
　
 

助
左
衛
門
病
死
に
付
大
樹
寺
弟
子
衆
之
義
等
に
付
書
状 
折
紙  
�
�
�
１

２２
 

正
月
１
日

江
戸
回
向
院
隠
居
遺
誉
↓
宮
腰
銭
屋
源
左
衛
門

　
 

三
州
大
樹
寺
珍
宝
御
宗
門
御
諚 
 

続
紙  

�
�
１

２３

良
顕
写

　
 

徳
川
家
菩
提
寺
成
道
山
大
樹
寺
由
来　

年
未
詳 

一
紙  
�
�
�
１

２４

（
そ
の
他
）

　
 

松
木
神
主
年
賀
詞
并
勧
化
取
持
依
頼
状　

正
月
元
日 

切
続
紙  
�
�
１

２５

松
木
神
主
栄
彦
↓
銭
屋
市
郎
兵
衛
・
酒
屋
平
左
衛
門
・
広
瀬
屋
武
右
衛

門
・
銭
屋
弥
三
兵
衛
・
木
田
屋
豊
右
衛
門

　
 

神
名
書 

年
未
詳 

切
紙  
�
�
�
１

２６
　
 

増
補
八
部
太
祓 

安
政
２
年　

月 

折
本
（
木
版
）  

１

２７

１１

皇
都
経
師
大
和
屋
勘
兵
衛
・
三
河
屋
利
兵
衛
・
経
師
屋
伊
三
郎
版

　
 

東
照
神
君
御
開
運
御
守
本
尊
験
証
拠
既 

袋
綴　

丁  
�
１

２８

１２

二
木
良
顕
写 

年
未
詳

　
 

熊
野
護
符 

年
未
詳 

切
紙
（
木
版
）  
１

２９
　
 

北
野
天
満
宮
之
由
来
記 

年
未
詳 

袋
綴　

丁  
�
１

３０

３１

二
木
銭
屋
録

　
 

北
野
神
社
境
内
絵
図
（
タ
ト
ウ
入
）
明
治　

年
３
月  

�
�
一
舗
（
銅
版
）　

１

３１

２８

北
野
神
社
蔵
版
、
東
涛
舎
霜
鳥
巴
凌
写
、
皆
川
華
岳
彫
刻
、
東
京
青
山
豊

太
郎
発
行

　
 

菅
原
神
社
実
伝
録 

明
治 

罫
紙
綴　

丁  
１

３２

１０

　
 

十
八
願
文
等
経
文
貼
込 

年
未
詳 

続
紙  
�
�
�
１

３３

釈
覚
源
書

　
 

西
国
三
拾
三
番
御
詠
歌
（
後
欠
） 

年
未
詳 

小
本
（
木
版
）  
１

３４

6　

学　

芸

１ 

二
木
久
蔵
自
筆
七
以
呂
波 

慶
長　

年
２
月　

日 

袋
綴
７  
�
�
１

１４

１９

（
二
木
）
久
蔵

２ 

日
野
資
枝
和
歌
短
冊
（
封
入
） 

年
未
詳 

短
冊  
�
�
�
１

日
野
資
枝 

３ 

日
野
資
愛
和
歌
短
冊 

年
未
詳 

短
冊  
�
�
�
１

日
野
資
愛

４ 

堀
越
左
源
次
和
歌
短
冊 

年
未
詳 

短
冊  
�
�
�
１

堀
越
左
源
次

５ 

勃
々
庵
一
枚
摺
物
（
歳
旦
） 

年
未
詳 

切
紙
（
木
版
）  
１

勃
々
庵

６ 

竹
鞆
和
歌
短
冊 

年
未
詳 

短
冊  
�
�
�
３

狩
谷
竹
鞆

四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

５　

寺
社
・
宗
教　
　

６　

学
芸　
　

７　

歴
史
・
地
理　
　

参
考
品



７ 

松
雲
公
題
粟
崎
亭
子
之
詩 

年
未
詳 

一
紙  
�
�
�
１

８ 

善
福
寺
毛
耳
公
亮
漢
詩 

年
未
詳 

切
紙  
�
�
�
１

毛
耳
公
亮

９ 

四
時
季
寄
（
後
欠
） 

寛
政
７
年
４
月
中
旬 

折
本  
�
�
�
１

越
後
巨
鳩
・
長
門
泰
之
・
阿
波
蘭
室
校　

江
戸
須
原
茂
兵
衛
・
京
都
野

田
藤
八
・
野
田
治
兵
衛
梓
行

　
 

季
寄
（
後
欠
） 

年
未
詳  
�
�
�
折
本
（
後
半
木
版
）　

１

１０

良
重
・
良
顕

　
 

西
庵
和
歌
短
冊 

年
未
詳 

短
冊  
�
�
�
１

１１

西
庵

　
 

葛
雨
一
枚
摺
物
（
歳
旦
） 

辰
の
春 

一
枚  
�
� 

１

１２

蕉
語
亭
葛
雨

　
 

夕
涼
之
句 

年
未
詳  
�
�
�
�
軸
装
（
紙
本
墨
書
）　

１

１３

（
竹
内
）
野
□

　
 

牡
丹
図 

年
未
詳  
�
�
�
�
軸
装
（
紙
本
彩
色
）　

１

１４

九
華

　
 

老
松
図 

年
未
詳  
�
�
�
�
軸
装
（
紙
本
彩
色
）　

１

１５

九
華

　
 

水
辺
鷺
図 

年
未
詳  
�
�
�
�
軸
装
（
紙
本
彩
色
）　

１

１６

垣
内
雲
�　

不
竹
斎
、
錦
嶺
と
も
、
弘
化
二
年
飛
騨
の
生
、
大
正
八
年
没

　
 

宋
晁
無
咎
老
子
騎
牛
図
複
製 

年
未
詳  

�
�
�
�
軸
装
（
写
真
版
）　

１

１７

晁
無
咎

　
 

白
山
新
百
首  

�
�
�
�
�
�
明
治
９
年
２
月
１
日
出
版　

袋
綴
（
木
版
）　

１

１８

狩
谷
竹
鞆
出
詠
、真
弓
園
蔵
版
、板
主
奥
村
栄
滋
・
横
山
政
和
・
同
隆
淑

　
 

白
山
比
蘇
神
社
献
詠 

明
治　

・　

・　

年

１９

１７

１８

１９

白
山
比
蘇
神
社
社
務
所  

�
�
�
�
�
�
�
�
書
冊
（
三
冊
合
綴
）　

１

　
 

葛
雨
舎
和
歌 

明
治　

年
睦
月 

切
続
紙  
�
�
１

２０

２５

葛
雨
舎

7　

歴
史
・
地
理

１ 

道
中
独
案
内
（
タ
ト
ウ
入
） 

文
化　

年
２
月
再
版  

一
舗
（
木
版
）　

１

１５

大
坂
吉
文
字
屋
市
左
衛
門
・
江
戸
須
原
屋
平
助
・
名
古
屋
永
楽
屋
東
四

郎
・
京
都
菊
屋
喜
兵
衛
版

２ 

大
坂
図 

天
保　

年
６
月  
�
一
舗
（
木
版
彩
色
）　

１

１３

浪
花
書
林
石
川
屋
和
助
版

３ 

水
野
越
前
守
御
改
革
之
義
に
付
申
渡
之
覚  

�
�
�
罫
紙
・
切
続
紙　

２

 

天
保　

年
閏
９
月　

日

１４

１５

４ 

前
田
家
御
家
譜
暦 

年
未
詳 

一
紙  
�
�
�
１

５ 

御
国
公
家
譜 

年
未
詳 

続
紙  
�
�
�
１

６ 

奥
村
永
福
系
譜 

年
未
詳 

一
紙  
�
�
�
１

７ 

劔
梅
鉢
紋
画 

年
未
詳 

切
紙  
�
�
�
１

８ 

粟
生
よ
り
津
幡
高
松
迄
之
絵
図 

年
未
詳  

�
�
�
�
�
一
舗
（
彩
色
）　

１

９ 

元
金
沢
藩
札
、
元
大
聖
寺
藩
札
新
貨
比
較
通
解
并
新
札
受
取
書

 

明
治
５
・
６
年 

袋
綴
６
丁  
�
１

石
川
県
庁
、
金
石
副
戸
長
二
木
市
平
・
戸
長
酒
井
平
二
郎
↓
石
川
県
出

納
課
交
換
掛
御
中

参
考
品

銭
貨
（
寛
永
通
宝
・
絵
銭
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」・「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」・
吉
田
駒

曵
銭
・
福
神
類
） 

年
未
詳 

銅
銭  

�
�
５五

二
木
文
庫
目
録



六

二
木
文
庫
解
説

（
二
木
文
庫
概
要
）

　

二
木
文
庫
は
総
点
数

一
一
九
点
か
ら
な
る
。

こ
の
う
ち
五
点
は
参
考

品
（
銭
貨
）
で
あ
り
、
こ

れ
を
除
く
と
実
質
一
一

四
点
と
な
る
。

　

史
料
は
七
つ
の
項
目

に
分
類
し
、
必
要
に
応

じ
細
項
目
を
付
し
た
も

の
も
あ
る
。
点
数
的
に

は
「
五　

寺
社
・
宗
教
」
が
三
六
点
と
最
も
多
い
が
、「
二　

御
米
裁
許

登
米
」
の
一
六
点
が
近
世
初
期
大
津
廻
米
の
実
態
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
貴
重
な
史
料
群
で
あ
る
た
め
、
特
殊
文
庫
と
し
て
独
立
さ
せ
る

こ
と
と
し
た
。
そ
の
他
、「
四　

御
出
行
御
仮
屋
絵
図
」
や
「
五　

寺

社
・
宗
教
」
な
ど
に
特
色
の
あ
る
ま
と
ま
り
が
見
ら
れ
る
。

（
二
木
家
）

　
「
天
正
三
年
以
来
二
木
家
覚
書
」（
三
七
・
一
―
三
）
等
に
よ
る
と
、

二
木
家
初
代
の
久
蔵
は
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
に
越
前
で
生
ま
れ
、

大
谷
吉
継
に
仕
え
各
地
を
転
戦
し
た
後
、加
賀
宮
腰
に
移
住
し
、町
人

と
な
り
銭
店
を
営
ん
だ
こ
と
か
ら
、
名
を
銭
屋
助
左
衛
門
と
改
め
た
。

二
木
家
の
歴
代
を
次
に
列
記
す
る
。

集　計項　目

１４１　二木家

１６２　御米裁許登米

６３　宮腰町

１０４　御出行御仮屋絵図

３６５　寺社・宗教

２２６　学芸

１０７　歴史・地理

５参考品

１１９総　計

一
世

二
世

三
世

四
世

五
世

六
世

七
世

八
世

九
世

十
世

十
一
世

（「
二
木
家
系
図
」
よ
り
作
成
）

久
蔵

源
左
衛
門

市
郎
右
衛
門

源
左
衛
門

助
左
衛
門

市
郎
右
衛
門

源
右
衛
門

市
郎
右
衛
門

市
郎
右
衛
門

市
郎
右
衛
門

勘
太
郎

後
助
左
衛
門　

法
名
覚
春　

永
禄
四
年
生
、
寛
永
七
年
死
亡
七
十
才

法
名
春
応　

文
禄
二
年
生
、
寛
永
十
六
年
死
亡
四
十
七
才

童
名
宮
内
、
助
左
衛
門
、
名
乗
吉
重
、
法
名
覚
応　

寛
永
元
年
生
、
明
暦
元
年

大
津
御
米
払
才
許
、
元
禄
二
年
死
亡
六
十
六
才　

本
町
家
蔵
屋
敷
并
横
町
家

共
中
山
伊
左
衛
門
売
、
元
禄
二
年
味
噌
屋
町
利
右
衛
門
家
渡

吉
十
郎
、名
乗
駕
心
、法
名
覚
由　

慶
安
二
年
生
、宝
永
元
年
死
亡
五
十
四
才

童
名
吉
十
郎
、
若
名
平
右
衛
門
、
法
名
覚
了
、
延
宝
六
年
生
、
宝
永
四
年
死
亡

三
十
才

童
名
源
六
郎
、
法
名
覚
周
、
元
禄
八
年
生
、
本
町
肝
煎
、
御
塩
問
屋
、
宝
暦
十

三
年
死
亡
六
十
九
才

法
名
覚
舜　

宝
暦
十
三
年
材
木
仲
買
肝
煎

三
五
郎
、源
左
、法
名
覚
順
、安
永
七
年
横
目
肝
煎
、天
明
三
年
御
塩
問
屋
、同

七
年
本
町
肝
煎
、
寛
政
四
年
批
肝
煎
、
同
年
死
亡
五
十
五
才

（
も
と
源
六
）、
童
名
源
十
郎
、
実
名
良
重
、
号
期
月
、
法
名
覚
源　

寛
政
四
年

相
続
、
醤
油
・
味
噌
・
塩
・
豆
腐
・
油
商
売
、
寛
政
四
年
冬
瓜
町
肝
煎
、
後

加
役
批
肝
煎
、
馬
肝
煎
、
寛
政
十
二
年
本
町
肝
煎
・
横
目
肝
煎
、
後
町
年
寄

並
、
天
保
八
年
町
年
寄
、
天
保
十
四
年
死
亡
七
十
六
才

幼
名
他
三
郎
、
後
助
八
郎
・
市
平
・
良
顕
、
隠
居
助
次
、
字
三
頂　

文
化
二

年
生
、
天
保
十
四
年
相
続
、
伝
馬
肝
煎
・
冬
瓜
町
肝
煎
・
地
子
町
肝
煎
・
本

町
肝
煎
等
、
安
政
六
年
海
禅
寺
町
よ
り
鉄
砲
町
に
移
、
明
治
二
十
七
年
死
亡

七
十
六
才

後
市
平　

実
名
良　

法
名
覚
念
、嘉
永
六
年
生
、明
治
十
四
年
相
続
、湊
町
等

十
八
町
衛
生
委
員
、
明
治
三
十
七
年
小
樽
に
て
死
亡
五
十
二
才

二
木
文
庫
解
説



七

二
木
文
庫
目
録

　

六
代
目
の
市
郎
右
衛
門
以
降
は
本
町
肝
煎
等
の
町
役
人
を
歴
任
し
、
特
に
九
代
目

の
市
郎
右
衛
門
は
宮
腰
の
町
年
寄
を
務
め
る
な
ど
、
町
政
の
中
で
重
き
を
な
し
た
。
な

お
、
宮
腰
の
町
年
寄
を
歴
任
し
た
中
山
家
と
も
職
務
等
を
通
じ
た
付
き
合
い
が
あ
っ

た
よ
う
で
、
中
山
家
文
書
の
中
に
「
二
木
自
分
留
」（
六
四
〇
―
一
、
二
木
助
左
衛
門
著
）

「
年
々
寺
中
御
能
番
組
」（
九
三
〇
―
一
、
銭
屋
市
郎
右
衛
門
著
）
等
、
二
木
家
の
人
び
と

が
作
成
し
た
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
大
津
登
米
）

　

二
木
文
庫
の
中
に
は
、
承
応
四
年
（
一
六
五
五
）
の
大
津
登
米
（
お
お
つ
の
ぼ
り
ま

い
、
為
登
米
〔
の
ぼ
せ
ま
い
〕
と
も
い
う
）
に
関
す
る
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
大
津
登

米
と
は
、
加
賀
藩
が
年
貢
米
を
販
売
す
る
た
め
大
津
へ
米
を
回
送
す
る
こ
と
を
言
う
。

こ
の
時
に
採
ら
れ
た
一
般
的
な
ル
ー
ト
は
、
領
内
か
ら
一
旦
宮
腰
に
集
積
し
た
後
、
敦

賀
を
経
て
、
琵
琶
湖
経
由
で
大
津
へ
運
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
津
登
米
は

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
制
度
化
さ
れ
る
が
、
西
廻
り
航
路
を
用
い
た
大
坂
登
米
が

本
格
化
す
る
一
七
世
紀
後
半
以
降
は
衰
退
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
承
応
四
年
の
大

津
登
米
は
そ
の
最
末
期
の
事
例
で
あ
り
、
大
津
登
米
を
試
験
的
に
行
い
な
が
ら
安
定

的
な
販
売
ル
ー
ト
を
模
索
し
て
い
た
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
自
体
は
、
こ
れ

ま
で
中
山
家
文
書
の
「
二
木
自
分
留
」
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
原
史
料
が
一

括
し
て
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
藩
の
御
用
を
請
け
負
っ
た
銭
屋
（
二
木
）
助
左
衛

門
が
敦
賀
の
蔵
宿
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
藩
米
を
大
津
御
蔵
に
納
め
る
ま
で
の
過
程

を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
巻
末
に
主
な
史
料
の
翻
刻
等
を
付
し
た
の
で
参

照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
二
木
文
庫
の
大
津
登
米
関
係
史
料
の
一
部
が
当
館
所
蔵
の
加
越

能
文
庫
「
河
内
守
様
・
内
匠
様
御
名
御
判
物
等
奉
頂
戴
覚
書
等
」（
一
六
・
四
一
―
三
四
）

及
び
「
町
人
由
緒
帳
」
三
（
一
六
・
六
二
―
一
〇
八
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

（
御
仮
屋
御
用
）

　

二
木
文
庫
の
中
に
は
、
藩
主
家
が
宮
腰
浜
に
「
御
出
」
に
な
っ
た
際
に
設
け
た
「
御

仮
屋
」
に
関
す
る
史
料
が
一
〇
点
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

三
月
二
四
日
に
栄
操
院
（
前
田
斉
広
側
室
）
と
豊
之
丞
（
前
田
利
行
、
前
田
斉
泰
五
男
、

大
聖
寺
藩
一
三
代
藩
主
）
が
宮
腰
浜
へ
「
御
出
」
に
な
っ
た
時
は
、
七
ツ
屋
往
還
か
ら

粟
ヶ
崎
橋
を
渡
っ
て
粟
ヶ
崎
の
御
旅
屋
に
入
り
、
そ
れ
か
ら
宮
腰
浜
に
建
て
ら
れ
た

「
御
仮
屋
」
に
入
り
、
地
蔵
道
か
ら
宮
腰
往
還
を
通
っ
て
金
沢
に
戻
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
（「
栄
操
院
様
等
宮
腰
浜
御
出
之
節
御
仮
屋
絵
図
」、
三
七
・
四
―
五
、
口
絵
参
照
）。

わ
ず
か
一
日
の
出
行
な
が
ら
、
御
仮
屋
を
建
て
る
費
用
や
警
護
す
る
人
び
と
の
宿
舎

の
手
配
等
、
そ
の
負
担
は
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
二
木
家
の
人
び
と
の
信
仰
）

　

二
木
家
の
宗
旨
は
浄
土
真
宗
で
あ
っ
た
。「
法
事
調
理
等
之
帳
」（
三
七
・
一
―
一
二
）

に
よ
る
と
、
初
代
助
左
衛
門
は
東
本
願
寺
門
主
の
教
如
か
ら
「
覚
春
」
の
法
名
と
「
御

剃
刀
」
を
給
わ
り
、
二
代
助
左
衛
門
は
宮
腰
廿
八
日
講
の
取
持
と
し
て
鶴
屋
与
兵
衛
と

と
も
に
常
如
上
人
御
書
を
拝
領
し
た
と
い
う
。「
年
中
真
宗
御
給
仕
作
法
書
」（
三
七
・

五
―
一
四
）
に
は
真
宗
門
徒
と
し
て
の
勤
め
が
年
中
行
事
の
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
二
木
家
は
佐
那
武
社
（
大
野
湊
神
社
）
の
氏
子
で
か
つ
同
社
神
主
の
河
崎
家
と

姻
戚
関
係
に
も
あ
り
、
同
社
の
文
書
の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
二
木
助
左

衛
門
の
孫
、
又
十
郎
が
弟
子
入
り
し
た
大
樹
寺
（
徳
川
家
菩
提
寺
、
浄
土
宗
）
住
職
か

ら
の
書
状
、
近
世
前
期
に
破
却
さ
れ
た
重
胆
寺
住
職
か
ら
の
書
状
等
、
興
味
深
い
史
料

が
見
ら
れ
る
。



八

二
木
文
庫
解
説

二
木
文
庫
史
料
選
（
登
米
関
係
）

１　

中
納
言
様
御
分
新
川
米
大
津
御
蔵
入
請
取
手
形
之
写

（
八
三
八
石
余
・
一
二
九
四
石
余
）　

明
暦
元
・
八
・
二
一

２　

御
両
殿
様
御
米
請
取
蔵
入
之
帳　

承
応
四
・
四
〜

３　

大
津
御
登
米
裁
許
勤
向
に
付
伺
書　

承
応
四
・
三
・
二
一

４　

為
登
米
目
録
（
前
欠
）　

承
応
四
・
七
・
二
三

５　

加
州
越
中
御
古
米
敦
賀
着
大
津
登
目
録
（
後
欠
）（
六
二
四

石
）　

承
応
四
・
七
・
二
八

６　

大
津
為
登
米
目
録
（
九
七
四
九
石
）　

承
応
四
・
八
・
三

７　

越
中
新
川
御
古
米
新
道
野
着
大
津
登
御
目
録
（
二
一
五

石
）　

承
応
四
・
八
・
六

８　

大
津
等
為
登
米
目
録
（
前
後
欠
）（
五
四
五
七
石
余
）　

承
応

四
・
八
・
七

９　

宮
腰
浦
等
出
・
着
船
之
義
可
申
越
達
書
（
八
五
〇
五
石
余
）

　

承
応
四
・
五
・
一
四

　
　

御
米
裁
許
銭
屋
助
左
衛
門
大
津
着
米
等
に
付
申
上
書　

１０
承
応
四
・
七
・
五

　
　

加
賀
守
様
御
分
三
ヶ
浦
よ
り
積
登
御
古
米
大
津
御
蔵
入

１１
御
帳　

明
暦
元
・
五

　
　

大
津
登
米
に
付
御
印
書
等
軸
仕
立
文
書

１２
①
三
ヶ
国
古
米
大
津
登
済
に
付
御
印
書　

明
暦
二
・
六
・
四

②
登
米
済
御
印
遣
に
付
達
書　

明
暦
二
・
七
・
二
九

③
大
津
登
米
に
付
指
図
達
書　

承
応
四
・
七
・
九

④
敦
賀
登
り
米
升
廻
に
付
申
渡
書　

承
応
四
・
四
・
五

　
　

宮
腰
よ
り
敦
賀
為
登
古
米
に
付
申
渡
書
（
後
欠
）　

承
応

１３
四
・
四
・
二
二

　
　

中
納
言
様
分
升
廻
蔵
入
之
覚　

明
暦
元
ヵ

１４
　
　

海
津
・
大
浦
出
米
之
覚
（
錯
簡
）　

年
未
詳

１５

１　

中
納
言
様
御
分
新
川
米
大
津
御
蔵
入
請
取
手
形
之
写

（
八
三
八
石
余
・
一
二
九
四
石
余
）　

明
暦
元
・
八
・
二
一

承
応
弐
年
分
越
中
新
川
古
米
明
暦
元
年
大
津
着
御
蔵
入
之
事

俵
成
高
千
三
百
七
拾
四
石
八
升
六
合

一
、千
弐
百
七
拾
八
石
弐
斗
三
升
五
合
ハ
加
州
斗
升
を
以
壱
石
入

俵
成
高
拾
七
石
五
斗

一
、
拾
五
石
九
斗
壱
升
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

俵
成
高
〆
千
三
百
九
拾
壱
石
五
斗
八
升
六
合
同

 

八
百
九
拾
七
石
ハ
弐
重
俵　
　

 

四
百
九
拾
四
石
五
斗
ハ
壱
重
俵

　
　

合
千
弐
百
九
拾
四
石
壱
斗
四
升
五
合

右　

中
納
言
様
御
分
請
取
御
蔵
へ
入
置
申
所
如
件

　　
　

明
暦
元
年
八
月
廿
一
日　

小
谷
傳
左
衛
門

　
　
　
　
　

銭
屋

　
　
　
　
　
　
　

助
左
衛
門
殿

　
承
応
弐
年
越
中
新
川
古
米
明
暦
元
年
ニ
大
津
着
蔵
入
仕
事

俵
成
高
八
百
九
拾
五
石

一
、八
百
参
拾
壱
石
八
斗
八
升
三
合　

加
州
斗
升
ヲ
以
壱
石
入

俵
成
高
五
石

一
、
四
石
六
斗
六
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
百
四
拾
七
石
五
斗
ハ
壱
重
俵

　

俵
成
高
〆
九
百
石　
　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
百
五
拾
弐
石
五
斗
ハ
二
重
俵

　
　

合
八
百
参
拾
八
石
五
斗
四
升
三
合

（
半
丁
欠
）

御
印
有
之
ニ
付
如
此
候
、
則
俵
数
升
廻 
シ 
以
下
見
届
申
所
如
件

　

i

　
　

未
八
月
廿
一
日　
　
　

小
谷
傳
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比
良
左
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
弥
右
衛
門

２　

御
両
殿
様
御
米
請
取
蔵
入
之
帳　

承
応
四
・
四
〜

卯
月
十
三
日
辰
ノ
刻
着
船  

�
�
�
�
�
�
�
�
船
頭
能
州
鳳
至
村　

一
、
百
七
拾
石
ハ　

宮
腰
出  
�
�
�
�
�
�
�
�
五
郎
兵
衛

  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�　

敦
賀
宿
川
舟　

　
　
　

本
廻
シ
壱
石
壱
合
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
助

敦
賀
廻
シ
九
斗
九
升
弐
合
也
、
但
本
廻
シ
壱
石
壱
合
ニ
付
九

合
か
ん

か
ん
米
   

〆
壱
石
五
斗
三
升
、
此
か
ん
米
船
頭
方
よ
り
請
取
不
申
候

　

仁

　

内
六
拾
八
石
ハ
三
宅
彦
右
衛
門
蔵
入

　

同
三
拾
四
石
ハ
庄
司
太
郎
左
衛
門
蔵
入

　

同
三
拾
四
石
ハ
長
ミ
セ
や
茂
左
衛
門
蔵
入

　

同
三
拾
四
石
ハ
木
綿
や
藤
兵
へ
蔵
入

　（
中
略
）

　
右
是
迄
三
拾
六
艘
宮
腰
出
済
申
候
御
米
合
五
千
六
百
四
拾
弐

石
也 

（
右
同
断

但
今
年
米
撰
出
シ

右
同
断
、
但
シ

今
年
米
撰
出

（
表
紙
）

中
納
言
様
御
分
新
川
米
大
津
御
蔵
入
小
谷
傳
左
衛
門
殿
・

菱
や
源
次
請
取
手
形
之
写

明
暦
元
年
八
月

（
表
紙
）

乙　

承
応
四
年

御
両
殿
様

　

御
米
請
取
蔵
入
之
帳

　
　
　
　
　
（
付
箋
）「
御
登
米
石
高
也
」

未　

四
月
吉
日



九

二
木
文
庫
目
録

　

外
弐
百
四
拾
石

船
頭
加
州
日
角
村
六
右
衛
門
舟
ニ
積
出
ル
分
、
明
暦
元

年
四
月
十
四
日
夜
能
州
大
崎
柴
垣
ノ
間
中
濱
ニ
て
破
損

ニ
付
て
、
出
船
御
奉
行
衆
よ
り
ノ
通
帳
ニ
付
札
御
座
候

ニ
付
、
指
除
申
候

　
　
　

能
州
分

五
月
十
二
日
未
ノ
刻
着　
　
　
　
　

船
頭
能
州
富
来
町

一
、
百
六
拾
三
石
ハ
ち
り
濱
出  
�
�
�
�
�
傳
兵
へ
舟　
　

  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
つ
る
賀
宿
も
め
ん
や
藤
兵
へ　
　

　

本
廻
九
斗
九
升
四
合
也

敦
賀
廻
九
斗
九
升
弐
合
廻
、
但
本
廻
壱
石
ニ
付
弐
合
か
ん
、
右
之
か

ん
米
〆
三
斗
弐
升
六
合
也
、

�

○
右
百
六
十
三
石
三
宅
彦
右
衛
門
蔵
入

（
付
札
）「
岩
瀬
」

　
　
　

越
中
よ
り
御
米
着
船
分

五
月
十
三
日
ノ
巳
ノ
刻
着
舟　
　
　
　
 
小
津 
の
と
や

（
魚
津
）

一
、
九
百
五
拾
石
者　

岩
瀬
出　
　
　
　

船
頭
新
左
衛
門

　
　

内
四
百
七
拾
五
石
者
弐
重
俵
也　
　

敦
賀
宿
川
口
善
兵
へ

　
　

本
廻
シ
五
斗
宛
也

　
　

敦
賀
廻
シ
本
廻
シ
也

○
右
之
内
弐
百
石
者　

綿
や
五
郎
右
衛
門
蔵
入

　

○
同　

弐
百
石
ハ　

冨
森
久
左
衛
門
蔵
入

　

○
同　

四
百
石
ハ　

海
津
や
左
次
右
衛
門
蔵
入

　
　
　
　
　
　
　

二
重
俵

　

○
同
百
五
拾
石
ハ　

山
下
七
郎
兵
へ
蔵
入

　
　
　
　
　
　

内
半
分
ハ
二
重
俵

　（
中
略
）

　　

御
米
合
弐
千
六
百
六
拾
弐
石
也
、
御
帳
ニ
扣
申
候 

此
欠
米
船
頭
よ
り

う
け
と
り
不
申
候

（
付
札
）「
伏
木
」

　
　
　

越
中
伏
木
よ
り
着
船

五
月
十
三
日
未
ノ
刻
着
舟  

�
�
�
�
�
�
�
越
中
伏
木　
　
　
　
　

一
、
百
五
拾
石
ハ　

伏
木
出  
�
�
�
�
�
�
�
船
頭
惣
兵
へ

　
　

本
廻
シ
壱
石
也  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
敦
賀
宿　
　
　
　
　
　

　
　

敦
賀
廻
シ
本
廻
シ
也  
�
�
�
�
�
�
�
�
冨
森
久
左
衛
門

○
右
百
五
拾
石　

道
川
九
左
衛
門
蔵
入

（
中
略
）

　

御
米
合
三
千
九
百
四
拾
四
石
也

　

外
弐
拾
八
石

船
頭
能
州
七
尾
市
郎
右
衛
門
舟
伏
木
浦
よ
り
積
出
ル
米
高
百
九

拾
石
ノ
内
、
明
暦
元
年
四
月
廿
六
日
ノ
夜
打
捨
申
ニ
付
テ
、
近
藤

次
右
衛
門
殿
・
冨
田
次
太
夫
殿
御
改
之
紙
面
ヲ
以
指
除
申
候

四
ヶ
所合

壱
万
弐
千
四
百
拾
壱
石
也

　
　
　
　
　
　
　

裁
許

　
　
　
　
　
　
　
　

銭
屋
助
左
衛
門

３　

大
津
御
登
米
裁
許
勤
向
に
付
伺
書　

承
応
四
・
三
・
二
一

　　
　
　

乍
恐
申
上
候

一
、
敦
賀
ニ
而
船
よ
り
御
米
請
取
様
何
と
可
仕
哉
之
御
事

（
付
札
）「
宮
腰
ニ
而
廻
シ
其
継
目
ヲ
お
く
り
ニ
記
可
遣
候
、
猶

敦
賀
又
廻
シ
請
取
切
手
ニ
其
継
目
ヲ
記
可
越
事
」

一
、
敦
賀
よ
り
大
津
迄
御
米
さ
い
れ
う
人
之
儀
被
為　

仰
付

可
被
下
候
御
事

（
付
札
）「﹇
破
損
﹈
遣
者
さ
い
り
や
う
以
下
被
遣
間
敷
と
の
た
め

ニ
候
、
町
人
共
手
廻
シ
能
候
故
被
遣
事
ニ
候
間
、
可
得

其
意
候
」

一
、
敦
賀
よ
り
道
中
駄
賃
之
直
段
一
日
之
内
ニ
も
度
々
高
下

御
座
候
様
ニ
承
申
候
、
加
様
之
儀
如
何
は
か
ら
い
か
た
く

奉
存
候
御
事

（
付
札
）「
当
地
ニ
而
指
図
難
成
候
、
加
様
之
義
才
覚
次
第
之
物

ニ
候
間
、
随
分
致
才
覚
、
少
も
安
キ
様
ニ
可
仕
候
、
其

段
か
ん
や
う
ニ
候
」

一
、
敦
賀
よ
り
海
津
迄
之
駄
賃
米
并
海
津
よ
り
大
津
迄
運
賃

米
、
同
舟
よ
り
御
蔵
迄
濱
上
賃
米
之
儀
如
何
可
仕
哉
之
御

事

（
付
札
）「
其
御
米
之
内
ニ
而
払
可
申
候
、
運
賃
駄
賃
才
覚
次
第

ニ
安
キ
物
ニ
而
候
間
、
随
分
才
覚
仕
安
キ
様
ニ
可
致

候
」

一
、
山
中
・
し
ん
ど
野
・
海
津
・
大
浦
・
塩
津
ニ
而
御
米
宿
被

為　

仰
付
可
被
下
之
御
事

（
付
札
）「
蔵
宿
之
事
、
跡
々
の
蔵
宿
ニ
少
も
か
ま
い
な
く
聞
立
、

慥
成
宿
ニ
預
ケ
可
申
候
、
火
用
心
已
下
可
然
所
ヲ
見

立
尤
ニ
候
」

一
、
大
津
ニ
て
御
奉
行
衆
へ
御
米
渡
様
之
御
事

（
付
札
）「
大
津
ニ
而
御
米
廻
し
候
而
相
渡
可
申
候
、
其
通
切
手

ヲ
取
可
申
候
」

一
、
御
横
目
衆
被
為　

仰
付
可
被
下
之
御
事

（
付
札
）「
御
横
目
ハ
不
被
遣
候
」

一
、
右
之
御
米
上
着
仕
相
済
申
迄
万
事
御
意
ヲ
う
か
ゝ
い
申

儀
何
方
様
へ
可
申
上
哉
之
御
事

（
付
札
）「
用
之
義
候
者
、
此
方
へ
可
申
越
候
」

（
表
紙
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銭
屋

大
津
御
登
米
才
許
被
為
仰
付
候
付
勤
方  
�
�
�
助
左
衛
門

菊
池
様
伊
藤
様
へ
伺
書
上
申
候
処
、
御
附
札
両  

�
�（
印
）

御
印
ニ
而
被
為
仰
下
候
、
承
応
四
未
年
三
月



一
○

二
木
文
庫
解
説

一
、
自
然
万
一
ニ
も
不
慮
之
火
そ
ん
水
そ
ん
御
座
候
者
、
以
飛

脚
御
注
進
可
申
上
候
御
事

（
付
札
）「
早
速
注
進
可
仕
候
、
若
敦
賀
・
海
津
ニ
而
破
損
有
之
候

者
、
成
次
第
手
間
料
渡
シ
取
上
可
申
候
、
ぬ
れ
米
分
当

座
払
ニ
可
仕
候
、
残
り
米
ハ
の
ほ
セ
可
申
候
」

右
之
通
御
米
之
儀
万
事 
私
共
無
案
内 
ニ
御
座
候
間
、
申
上
候
、

（
以
下
補
筆
）

様
子
共
委
御
一
書
被
為
成
被　

仰
付
可
被
下
候
、
以
上

　

承
応
四
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銭
屋

　
　
　
　

三
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　

助
左
衛
門
判

　
　

菊
池
大
学
様　
　
　
　
　
　
 
右
書 
自
筆
ノ
内
損
壊
分

（
朱
書
）

　
　

伊
藤
内
膳
様　
　
　
　
　
　

扣
ヲ
以
書
添
ヘ
ル
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
世
助
次
（
花
押
）

右
御
付
札
九
通
之
両
御
印
者
、
菊
池
様
・
伊
藤
様
之
由
伝
承
仕

候
、
扣
を
以
損
壊
之
分
書
添
候
也

４　

為
登
米
目
録
（
前
欠
）　

承
応
四
・
七
・
二
三

（
後
略
）

５　

加
州
越
中
御
古
米
敦
賀
着
大
津
登
目
録
（
後
欠
）（
六
二
四

石
）　

承
応
四
・
七
・
二
八

加
州
越
中
御
古
米
敦
賀
着
大
津
登
御
目
録

　

高
六
百
弐
拾
四
石　

蔵
入
仕
候

　
　
　

内

　

一
、九
拾
六
石
五
斗　
　
　
　
　

其
俵
引
〆
ニ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
新
道
野
へ
上
ス

　

一
、四
百
七
拾
三
石
八
斗
四
升　

其
俵
引
〆
ニ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
山
中
へ
上
ス

　
　

弐
口
〆
五
百
七
拾
石
三
斗
四
升　

両
所
江
指
登
ス

　
　

残
而
五
拾
三
石
六
斗
六
升　

敦
賀
小
払
ニ
仕
候

　
　
　
　

升
詰
五
拾
七
石
四
斗
壱
升
六
合
弐
勺　

敦
賀
升
ニ
延
テ
石
七
升
廻

　　
　
　
　
　

此
払
方

　

一
、八
斗
八
升  
�
�
�
�
�
�
�

　

一
、壱
石
三
斗
九
升
七
合
五
勺  
�

　

一
、壱
斗
七
升
五
合  
�
�
�
�
�

　

一
、四
石
弐
斗
三
升
七
合
五
勺  
�

　

一
、壱
石  
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

一
、四
石
七
斗
壱
升  
�
�
�
�
�

　

一
、三
石
五
斗
七
升
五
合  
�
�
�

　

一
、弐
拾
弐
石
四
斗
弐
升
三
合
八
勺 

  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

一
、弐
石
弐
斗
八
升
壱
合
三
升  
�

　

一
、拾
九
石
九
斗
六
升
壱
合
九
勺

  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

一
、壱
斗
壱
升
四
合  
�
�
�
�

　
　
　
　

払
米
〆
六
拾
石
七
斗
五
升
六
合

　
　
　
　
　

内
三
石
三
斗
三
升
九
合
八
勺　

引
か
へ
申
候

　
　
　

一
、弐
斗
弐
升
九
合
八
勺　

木
綿
屋
藤
兵
衛
へ
渡
ス

　
　
　

一
、七
升
四
合
八
勺　
　
　

三
宅
彦
右
衛
門
へ
渡
ス

右
御
登
米
之
内
拾
六
石
之
駄
賃

　

石
ニ
付
五
升
五
合
宛
新
道
野
へ

右
御
登
米
之
内
弐
拾
壱
石
五
斗
駄
賃

　

石
ニ
付
六
升
五
合
宛
新
道
野
へ

右
御
登
米
之
内
弐
石
五
斗
駄
賃

　

石
ニ
付
七
升
宛
新
道
野
へ

右
御
登
米
之
内
五
拾
六
石
五
斗
駄
賃

　

石
ニ
付
七
升
五
合
宛
新
道
野
へ

右
御
登
米
之
内
弐
拾
石
之
駄
賃

　

石
ニ
付
五
升
宛
山
中
へ

右
御
登
米
之
内
七
拾
八
石
五
斗
之
駄
賃

　

石
ニ
付
六
升
宛
山
中
へ

右
御
登
米
之
内
五
拾
五
石
之
駄
賃

　

石
ニ
付
六
升
五
合
宛
山
中
へ

右
御
登
米
之
内
三
百
弐
拾
石
三
斗
四
升
駄
賃

石
ニ
付
七
拾
宛
山
中
へ

右
御
登
米
五
百
七
拾
石
三
斗
四
升
之

〆
賃
、
石
ニ
付
四
合
宛

右
御
登
米
五
百
七
拾
石
三
斗
四
升
之

　

札
庭
米（
刃
）、
石
ニ
付
三
升
五
合
宛

右
御
登
米
五
百
七
拾
石
三
斗
四
升
之

　

切
手
符
紙
印
墨
代
米
、
石
ニ
弐
勺
ツ
ヽ

　
　
　

一
、弐
升
八
合
五
勺　

海
津
屋
佐
次
右
衛
門
へ
渡
ス

　
　
　
　
 
四
口
〆
三
石
六
斗
七
升
弐
合
九
勺　

引
替
申
候

　
　
　
　
　

内
請
取
口

　
　
　

一
、四
斗
六
升
弐
合　
　
　

河
瀬
四
郎
右
衛
門
よ
り

　
　
　

一
、三
斗
四
升
九
合
四
勺　

俵
屋
彦
兵
衛
よ
り

　
　
　

一
、壱
斗
九
升
弐
合
八
勺　

か
ぎ
屋
太
郎
兵
衛
よ
り

　
　
　

一
、三
斗
七
升
弐
合　
　
　

川
口
善
兵
衛
よ
り

　
　
　

一
、弐
斗
五
升
八
合　
　
　

き
よ
す
や
吉
兵
へ
よ
り

　
　
　

一
、七
升
壱
合
壱
勺　
　
　

石
川
九
左
衛
門
よ
り

　
　
　

一
、弐
斗
三
升
九
合
六
勺　

布
屋
吉
兵
衛
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
同　

市
右
衛
門
よ
り

　
　
　

一
、四
斗
壱
勺
五
合　
　
　

山
岡
彦
兵
衛
よ
り

　
　
　

一
、七
升
八
合
弐
勺　
　
　

長
見
せ
屋
茂
左
衛
門
よ
り

　
　
　

一
、四
斗
五
升
四
合
七
勺　

山
下
七
郎
兵
衛
よ
り

　
　
　

一
、三
斗
八
升
七
合
三
升　

わ
た
や
五
郎
右
衛
門
よ
り

　
　
　

一
、弐
斗
壱
升
四
合　
　
　

冨
森
久
左
衛
門
よ
り

　
　
　

一
、七
合
壱
勺　
　
　
　
　

あ
ミ
や
傳
兵
へ
よ
り

　
　
　

一
、四
升
八
合
弐
勺　
　
　

庄
司
茂
右
衛
門
よ
り

　
　
　

一
、壱
斗
弐
升
三
合
三
勺　

き
ふ
や
六
兵
衛
よ
り

　
　
　
　

〆
三
石
六
斗
七
升
弐
合
九
勺　

請
取
相
済
申
上
候

右
之
御
米
少
茂
不
残
山
中
新
道
野
両
所
へ
指
為
登
御
皆
済
申

上
之
儀
仍
如
件

　
　
　

承
応
四
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）

　
　
　
　

未
七
月
廿
八
日　

庄
司
太
郎
左
衛
門
勝
茂
（
花
押
） 

（
表
紙
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敦
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
見
世
屋

敦
賀
着
山
中
新
道
野
両
所
江
上
ケ
大
津
為
登  
�
�
�
茂
左
衛
門

（
表
紙
）

　
　
﹇
破
損
﹈
六
百
弐
拾
四
石

敦
賀
着
山
中
新
道
野
両
所
江
上
ケ
大
津
登
セ  
庄
司
太
郎
左
衛
門



一
一

二
木
文
庫
目
録

６　

大
津
為
登
米
目
録
（
九
七
四
九
石
）　

承
応
四
・
八
・
三

　
（
後
略
）

７　

越
中
新
川
御
古
米
新
道
野
着
大
津
登
御
目
録
（
二
一
五

石
）　

承
応
四
・
八
・
六

越
中
新
川
御
古
米
新
道
野
着
大
津
登
御
目
録

高
弐
百
拾
五
石
者　
　

新
道
野
蔵
入

　
　
　
　
　
　

内

　

弐
百
七
石
三
斗
七
升
弐
合　

塩
津
江
上
﹇
破
損
﹈

残
七
石
六
斗
弐
升
八
合　

新
道
野
小
払
ニ
写

　

此
升
詰
拾
石
壱
斗
壱
升
四
合
七
勺
弐
才  

�

　
　
　
　
　
　

此
払
方

一
、九
石
弐
升
四
合  
�
�
�
�
�
�

　
　

一
、六
斗
壱
升
四
合
八
勺
八
才  
�
�

一
、四
斗
七
升
五
合
八
勺
四
才  

�

　
　
　
　
　

小
払
〆
拾
石
壱
斗
壱
升
四
合
七
勺
弐
才

右
之
御
米
少
も
不
残
塩
津
へ
指
上
遣
出
入
無
御
座
御
皆
済
申

上
所
如
件

但
壱
俵
ニ
付
新
道
﹇
破
損
﹈

升﹇
破
損
﹈六
斗
六
升
三
合
廻

右
御
登
米
之
内
百
九
拾
弐
石
之
駄

賃
、
但
壱
石
ニ
付
四
升
七
合
宛

同
御
登
米
之
内
拾
五
石
三
斗
七
升
弐
合

﹇
破
損
﹈
駄
賃
、
但
壱
石
ニ
付
四
升
宛

右
御
登
米
弐
百
七
石
三
斗
七
升
弐
合
之
新

道
野
庭
米
、
但
壱
石
ニ
付
弐
合
三
勺
宛

　
　
　
　

承
応
四
年　
　
　

新
道
野
茶
屋

　
　
　
　

未
ノ
八
月
六
日　
　

西
村
孫
兵
衛
（
印
・
花
押
）

　
　
　
　
　

銭
屋
助
左
衛
門
殿

８　

大
津
等
為
登
米
目
録
（
前
後
欠
）（
五
四
五
七
石
余
）　

承
応

四
・
八
・
七

　
（
後
略
）

９　

宮
腰
浦
等
出
・
着
船
之
義
可
申
越
達
書
（
八
五
〇
五
石
余
）

　

承
応
四
・
五
・
一
四

尚
々
駄
賃
之
義
何
ニ
て
も
や
す
く
参
着
仕
様
ニ
可
被
精
出
候
、
以
上

当
月
十
日
書
中
同
十
三
日
ニ
到
来
披
見
申
候

一
、宮
腰
出
之
御
米
不
残
着
舟
之
由
珍
重
候
、
此
中
順
風
無
之

故
、
舟
と
た
へ
申
付
、
駄
賃
四
升
宛
ニ
出
し
被
申
由
、
一
段

ニ
候

一
、越
中
能
州
廻
り
舟
未
壱
艘
も
着
船
不
仕
由
被
申
越
候
、
順

風
次
第
近
々
着
舟
可
仕
候

一
、大
津
ニ
て
升
廻
斗
升
之
事
、
御
算
用
場
よ
り
参
候
斗
升
ニ

て
廻
し
可
被
申
旨
、
大
津
へ
被
申
遣
候
由
、
尤
ニ
候
、
御
算

用
場
よ
り
登
申
上
ハ
此
方
よ
り
重
而
為
登
申
ニ
不
及
事
候

間
、
其
升
を
以
升
廻
可
被
相
極
候

一
、宮
腰
浦
積
出
帳
面
并
伏
木
浦
よ
り
積
出
帳
面
以
上
弐
冊

遣
之
候
間
、
此
帳
面
を
以
積
荷
抔
之
面
可
被
致
吟
味
候
、
右

帳
面
之
内
破
損
舟
も
有
之
候
間
、
能
可
被
致
吟
味
候
、
則
破

損
之
所
ニ
付
札
い
た
し
遣
し
被
申
候

一
、岩
瀬
浦
帳
面
・
能
州
浦
帳
面
、
此
分
ハ
跡
よ
り
可
遣
事

　

右
何
も
可
然
様
ニ
才
許
尤
候
、
相
替
事
有
之
候
ハ
重
而
可

被
申
越
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　

伊
藤
内
膳

　

五
月
十
四
日　
　
（
花
押
）

　
　
　
　

菊
池
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　

銭
や

　
　

助
左
衛
門
殿

　
　

御
米
裁
許
銭
屋
助
左
衛
門
大
津
着
米
等
に
付
申
上
書

１０
　

承
応
四
・
七
・
五

乍
恐
飛
脚
を
以
一
筆
申
上
候

一
、
敦
賀
よ
り
御
米
今
日
迄
ニ
五
千
八
百
石
余
大
津
着
仕
候

御
事

（
表
紙
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敦
賀
御
蔵
宿  
�
�（
印
）

御
米
九
千
七
百
四
拾
九
石  
�
�
�
�
�
道
川
九
左
衛
門
等

　
　
　

敦
賀
着
山
中
・
新
道
野
両
所
上
ケ
大
津
御
登
セ　

拾
四
名

（
表
紙
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
道
野
茶
屋

　
　

御
古
米
弐
百
拾
五
石　
　
　
　
　
　

西
村
孫
兵
衛

敦
賀
着

　
　

新
道
野
着
塩
津
上
ケ
大
津
登
セ

（
表
紙
）

御
米
五
千
四
百
五
拾
七
石
壱
斗
壱
升
三
合　

橋
本
彦
四
郎
等

　
　

敦
賀
着　

海
津
・
大
浦
江
上
ケ
大
津
為
登

（
表
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　

銭
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
左
衛
門

大
津
へ
罷
越
居
候
節
、
伊
藤
内
膳
様
・
菊
池
大
学
様
へ
未
七

月
五
日
助
左
衛
門
よ
り
紙
面
上
ケ
申
候
処
、
同
月
九
日
御

指
図
之
趣
御
返
書
被
為
下
、
此
分
者　

御
印
物
等
壱
幅
ニ

認
相
成
申
候
、
依
而
右
五
日
ニ
上
ケ
申
候
扣
之
分
ニ
候
也

　
　
　
　
　
　

十
代
銭
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
郎
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

改
名　
　
　

良
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市　
　
　

平

　
　
　
　
　
　
　
　
　

助　
　
　

次

　
　
　

御
米
裁
許

判
印
鑑　
　

銭
屋
助
左
衛
門
（
印
・
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
重



一
二

二
木
文
庫
解
説

一
、
越
中
新
川
古
御
米
二
千
五
百
四
拾
四
石　

中
納
言
様
御

分
ニ
而
御
座
候
由
、
其
御
地
ニ
て
御
帳
之
写
ニ
御
座
候
へ

共
、
新
川
出
舟
御
奉
行
衆
様
よ
り
被
遣
御
送
状
并 
岡 
廻
り

（
陸
）

御
帳
之
面
ニ
も
御
仕
分
無
御
座
候
付
而
、
乍
憚
無
御
心
元

奉
存
、
幸
北
川
久 
太  
夫
様

      

御
上
京
被
成
候
故
、
御
様
子
御
尋

（
兵
衛
ヵ
）

申
上
候
へ
ハ
、
久 
太  
夫
様

      

も
新
川
米
ハ　

中
納
言
様
御
分

（
兵
衛
ヵ
）

ニ
ハ
在
之
候
へ
共
、
手
前
よ
り
然
と
定
申
渡
義
難
被
成
旨

被
仰
候
ニ
付
而
、
飛
脚
を
以
申
上
候
、
御
様
子
可
被
仰
下
候

御
事

一
、
新
川
御
米
少
宛
大
津
着
仕
候
ニ
付
而
、
大
津
御
奉
行
衆
被

仰
候
ハ
、
新
川
米
ハ　

中
納
言
様
御
分
に
て
在
之
候
哉
、
左

候
者　

中
納
言
様
御
分
御
米
之
内
九
百
石
ハ
大
津
ひ
し
や

源
次
方
へ
可
相
渡
旨　

御
印
有
之
候
之
間
、

　
　

中
納
言
様
御
分

　
　

加
賀
守
様
御
分
仕
分
仕
相
渡
可
申
旨
被
仰
候
へ
共
、

　
　

御
両
殿
様
御
分
御
仕
分
之
儀
慥
成
被
仰
渡
無
御
座
候
故
、

行
当
奉
得
御
意
候
、
新
川
御
米　

中
納
言
様
御
分
ニ
御
座

候
者
、
ひ
し
や
源
次
方
へ
右
之
通
御
米
相
渡
可
申
候
哉
、
御

意
次
第
ニ
奉
存
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　

大
津
罷
在
申
候

　
　
　
　
　
　
　

銭
や
助
左
衛
門

七
月
五
日

内
膳
様

大
学
様 

　
　

加
賀
守
様
御
分
三
ヶ
浦
よ
り
積
登
御
古
米
大
津
御
蔵
入

１１
御
帳　

明
暦
元
・
五

加
賀
守
様
御
分
御
古
米
海
津
・
大
浦
・
塩
津
よ
り
積
登
セ
於

大
津
ニ
御
斗
升
を
以
升
廻
シ
仕
御
蔵
入
之
覚

（
中
略
）

俵
数
合
八
千
五
百
五
石
五
斗
四
升
九
合　

大
津
着

　
　

内
拾
壱
石
弐
斗
壱
升
九
合　

�

残
テ

　

八
千
四
百
九
拾
四
石
三
斗
三
升　

御
蔵
入

升
詰
合
八
千
百
拾
七
石
弐
斗
壱
升
九
合
五
勺

　
　

大
津
登
米
に
付
御
印
書
等
軸
仕
立
文
書

１２①
三
ヶ
国
古
米
大
津
登
済
に
付
御
印
書　

明
暦
二
・
六
・
四

承
応
弐
年
加
州
越
中
能
州
古
米

明
暦
元
年
大
津
登
壱
万
弐
千
四
百
拾
壱
石

右
相
済
所
如
件

明
暦
弐
年
六
月
四
日 

 
奥
村
因
幡（
花
押
）　
　
 

（
庸
禮
、一
二
、四
五
〇
石
、御
家
老
）

（
印
文
「
禎
」） 

 
津
田
玄
蕃（
花
押
） 

（
正
真
、八
千
石
）

 

 
前
田
対
馬（
花
押
） 

（
孝
貞
、二
万
千
石
、御
家
老
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銭
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
左
衛
門

　
②
登
米
済
御
印
遣
に
付
達
書　

明
暦
二
・
七
・
二
九

承
応
弐
年
分
古
米
去
年
其
方
義
才
許
大
津
登
米
敦
賀
ニ
て
升

御
蔵
入
八
千
四
百
九
拾
四
石
三

斗
三
升
ノ
水
上
蔵
入
賃
ニ
渡
ス

廻
、
欠
米
分
者
出
船
御
奉
行
取
立
遂
御
算
用
候
之
処
、
今
度
其

方
へ
済　

御
印
一
所
ニ
被
下
候
付
而
、
出
船
御
奉
行
手
前
書

替
墨
引
被
成
候
間
、
其
方
よ
り
手
形
遣
可
申
候
、
則
案
紙
調
遣

之
候
、
以
上

七
月
廿
九
日　

算
用
場
（
印
）

　
　
　
　
　

銭
屋

　
　
　
　
　
　

助
左
衛
門

③
大
津
登
米
に
付
指
図
達
書　

承
応
四
・
七
・
九

　

書
札
披
見
申
候

一
、
敦
賀
よ
り
御
米
当
月
六
日
ま
て
ニ
五
千
八
百
石
余
大
津

着
之
由
、
尤
ニ
候

一
、
越
中
新
川
登
古
米
之
事
不
残　

中
納
言
様
御
分
ニ
候
之

間
、
左
様
ニ
可
被
相
心
得
候
、
然
者
右
米
之
内
九
百
石
菱
屋

源
次
方
へ
可
相
渡
旨　

御
印
有
之
由
、
左
候
者
相
応
ほ
と

源
次
方
へ
入
可
被
申
候
、
但
其
段
ハ
古
米
事
ニ
て
ハ
有
間

敷
候
、
新
米
大
津
登
り
御
屋
敷
之
御
蔵
と
源
次
蔵
と
割
符

有
之
由
承
候
、
然
共
別
ニ
替
義
無
之
候
者
、
其
分
ニ
尤
ニ
候
、

又
御
積
参
事
ニ
候
者
、
右
之
通
候
、
其
許
奉
行
衆
と
相
談
尤

ニ
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
 
伊
藤
内
膳（
花
押
）　
　
　
　
　
 

（
重
正
、三
千
三
百
石
、御
算
用
場
奉
行
）

七
月
九
日

　
　
　
　

能
州

　
　
　
　
　
 
菊
池
大
学　
　
　
　
　
　
 

（
十
六
郎
直
辰
、三
千
石
、御
算
用
場
奉
行
）

銭
屋

　

助
左
衛
門
殿
へ

④
敦
賀
登
り
米
升
廻
に
付
申
渡
書　

承
応
四
・
四
・
五

今
度
宮
腰
よ
り
敦
賀
登
り
米
升
廻
り
斗
升
同
斗
子
ほ 
う 
と
も

　

塵

（
表
紙
）

　

明
暦
元
年

加
賀
守
様
分

三
ヶ
浦
よ
り
積
登
御
古
米
大
津
御
蔵
入
御
帳

　

未
五
月
吉
日



一
三

二
木
文
庫
目
録

ニ
能
州
散
濱
村
舟
頭
彦
十
郎
ニ
相
渡
し
為
登
申
候
条
、
其
地

ニ
て
請
取
升
ま
わ
し
可
被
申
候
、
い
つ
れ
も
判
形
い
た
し
遣

候
、
以
上

未　
　
　
　
　
 
冨
田
内
蔵
允（
花
押
） 

（
八
百
石
、御
馬
廻
頭
）

　

四
月
五
日　

小
西
次
太
夫
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
 
川
勝
三
右
衛
門（
花
押
） 

（
五
百
石
、御
小
姓
番
頭
）

　
　
　
　
　
　
 
駒
井
主
水（
花
押
）　
 

（
守
重
、二
千
石
、宮
腰
町
奉
行
）

　
　
　
　
　
　

宮
腰
銭
や

　
　
　
　
　
　
　
　

助
左
衛
門
殿

　
　

宮
腰
よ
り
敦
賀
為
登
古
米
に
付
申
渡
書
（
後
欠
）　

承
応

１３
四
・
四
・
二
二

今
度
宮
腰
よ
り
敦
賀
江
積
為
登
申
古
米
高
舟
頭
人
々
積
候
帳

面
ニ
記
置
通
り
以
飛
脚
遣
候
間
、
送
り
引
合
請
取
可
被
申
候
、

以
上

　

卯
月
廿
二
日　

冨
田
内
蔵
允
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

川
勝
三
右
衛
門
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

小
西
次
太
夫
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

駒
井
主
水
（
花
押
）

　
　

中
納
言
様
分
升
廻
蔵
入
之
覚　

明
暦
元
ヵ

１４中
納
言
様
御
分
越
中
新
川
御
古
米
海
津
・
大
浦
・
塩
津
よ
り

積
登
セ
於
大
津
ニ
御
斗
升
を
以
升
廻
シ
仕
御
蔵
入
之
覚

　
（
中
略
）

俵
数
合
千
三
百
九
拾
四
石
六
斗
六
升
四
合

　
　

内
三
石
七
升
八
合  
�

残
而

　
　

千
三
百
九
拾
壱
石
五
斗
八
升
六
合　

御
蔵
入

　
　
　
　

八
百
九
拾
七
石
者　
　
　

弐
重
俵

　
　
　

内

　
　
　
　

四
百
九
拾
四
石
五
斗
者　

壱
重
俵

升
詰
合
千
弐
百
九
拾
四
石
壱
斗
四
升
五
合

　
　
　

菱
や
源
次
蔵
入
之
覚

　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　

弐
百
五
拾
弐
石
五
斗
ハ　

弐
重
俵

俵
数
合
九
百
石　

内

　
　
　
　
　
　
　
　

六
百
四
拾
七
石
五
斗
ハ　

壱
重
俵

升
詰
合
八
百
三
拾
八
石
五
斗
四
升
三
合

　
　

海
津
・
大
浦
出
米
之
覚
（
錯
簡
）

１５
　
（
略
）

人
＊
升
廻
・
・
・
藩
政
の
時
、
御
蔵
入
と
な
っ
た
俵
米
の
実
量
を
検
す

る
を
い
ひ
、
御
詰
米
升
廻
と
出
船
升
廻
と
が
あ
る
。（
中
略
）
出
船
升

廻
と
称
す
る
は
、
江
戸
・
大
坂
へ
廻
米
の
際
、
そ
の
出
船
の
場
所
に

於
い
て
升
廻
を
行
ふ
も
の
で
、ま
た
そ
れ
ぞ
れ
欠
米
補
償
が
あ
っ
た
。

（『
加
能
郷
土
辞
彙
』）

仁
か
ん
か
ん
米
・
か
ん
米
・
・
・（「
か
け
ま
い
（
欠
米
）」
の
変
化
し
た

語
）
近
世
、
年
貢
米
や
商
い
米
を
輸
送
す
る
際
に
生
じ
る
欠
損
米
を

補
充
す
る
た
め
の
付
加
米
。（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）

刃
（
札
）
庭
米
・
・
・
駄
別
札
の
交
付
料
と
し
て
一
駄
を
単
位
に
問
屋

が
荷
主
か
ら
徴
収
す
る
も
の
。
大
津
方
面
へ
登
る
上
り
荷
に
課
せ
ら

れ
た
通
行
税
を
駄
別
銀
と
呼
び
、
駄
別
札
一
枚
と
引
換
え
に
荷
主
が

藩
に
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。（『
福
井
県
史
』通
史
編
三　

近
世
一
）

塵
斗
棒
・
・
・
穀
物
を
量
る
時
に
枡
を
平
ら
に
な
ら
す
棒
。
枡
掻
き
。

と
ぼ
。（『
日
本
国
語
大
辞
典
』） 御

蔵
并
菱
や
源
次
蔵
両
所
之
御
米
俵
高
弐
千
弐
百
九

拾
壱
石
五
斗
八
升
六
合
也
、
水
上
蔵
入
賃
ニ
渡
ス

銭屋助左衛門大津登米関係年表
承応４年（明暦元年）
　３月　銭屋助左衛門、御算用場奉行に大津御登米裁許の勤方につき伺いを立てる（史料３）
　４月　加州米（宮腰出）が敦賀に到着する（史料２）
　　　　富田内蔵允ら、斗升・斗棒及び宮腰出の船頭の帳面を送る（史料１２④・１３）

　５月　御算用場奉行、升廻等につき指示を与える（史料９）
　　　　能州米（散濱出）・越中米（岩瀬・伏木出）が敦賀に到着する（史料２）

　７月　登米５,８００石余が大津に到着する（史料１２③）
　　　　銭屋助左衛門、中納言様分の新川米の取扱いにつき御算用場奉行に伺いを立てる（史料１０）
　　　　御算用場奉行、中納言様分の新川米を菱屋源次蔵に入れるよう回答する（史料１２③）
　　　　敦賀蔵宿の長見世屋茂左衛門ら、山中・新道野経由の大津登米目録を提出する（史料４・５）

　８月　敦賀蔵宿の道川九左衛門ら、山中・新道野経由の大津登米目録を提出する（史料６）
　　　　新道野茶屋の西村孫兵衛、塩津経由の大津登米目録を提出する（史料７）
　　　　橋本彦九郎ら、海津・大浦経由の大津登米目録を提出する（史料８）
明暦２年
　６月　奥村因幡ら３家老、大津登米の済御印を発給する（史料１２①）
　７月　算用場、銭屋助左衛門より出船奉行へ（蔵入請取）手形を送るよう指示する（史料１２②）

（
表
書
）

冨
田
内
蔵
助
様
等
御
四
名
宛
跡
損
壊

卯
月
廿
二
日  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
印
）
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表１－１　敦賀蔵宿収納高一覧
収納高蔵宿船頭積下し高敦賀着船日

＜宮腰出＞
６８三宅彦右衛門鳳至村五郎兵衛１７０４月１３日
３４庄司太郎左衛門
３４長見世屋茂左衛門
３４木綿屋藤兵衛
３５山下七郎兵衛富来市右衛門１７５４月１３日
３５海津屋左次右衛門
３５冨森久左衛門
３５綿屋五郎右衛門
３５鍵屋太郎兵衛
２００道川九左衛門大崎村十兵衛２００４月１５日
１３５山岡彦兵衛大崎村茂右衛門１３５４月１５日
１６５岐阜屋六兵衛大崎村与兵衛１６５４月１５日
１３５清須屋吉兵衛大崎村次郎左衛門１３５４月１５日
１３５布屋市右衛門大崎村長左衛門１３５４月１５日
１６５網屋伝兵衛根布村八郎兵衛１６５４月１５日
１５０布屋吉兵衛川尻村孫右衛門１５０４月１５日
１２０川瀬四郎右衛門宮腰与四右衛門１２０４月１５日
１００俵屋彦兵衛川尻村十二郎１００４月１５日
１００庄司茂右衛門粟ヶ崎村吉兵衛２２０４月１５日
１２０川口善兵衛
９０綿屋五郎右衛門大野村兵三郎１９０４月１５日
１００海津屋左次右衛門
１２０三宅彦右衛門散濱村権兵衛１２０４月１５日
１１０庄司太郎左衛門粟崎村甚右衛門２２０４月１５日
１１０木綿屋藤兵衛
１２０長見世屋茂左衛門散濱村彦十郎２４０４月１５日
１２０山下七郎兵衛
１３０冨森久左衛門風無村三郎兵衛１３０４月１６日
９８鍵屋太郎兵衛風戸村平左衛門９８４月２０日
８５俵屋彦兵衛風戸村彦七郎８５４月２１日
１１５木綿屋藤兵衛湊村兵左衛門１１５４月２１日
１９０海津屋左次右衛門百浦村久右衛門１９０４月２１日
１５５山下七郎兵衛本吉村五右衛門１５５４月２１日
２００布屋吉兵衛粟ヶ崎村善右衛門３７０４月２１日
１７０布屋市右衛門
１００川瀬四郎右衛門富来十兵衛１００４月２１日
１７０山岡彦兵衛富来源右衛門１７０４月２１日
１００綿屋五郎右衛門富来九左衛門２００４月２１日
１００冨森久左衛門
７５海津屋左次右衛門福浦村宇次郎７５４月２１日
９０川口善兵衛富来彦丞９０４月２１日
１６７長見世屋茂左衛門福浦村孫右衛門１６７４月２１日
１００網屋伝兵衛湊村太郎兵衛１５５４月２２日
５５川瀬四郎右衛門
１３０道川九左衛門本吉村庄助２３０４月２２日
１００鍵屋太郎兵衛
９０三宅彦右衛門本吉村仁兵衛２３７４月２２日
８０岐阜屋六兵衛
６７清須屋吉兵衛
５０川瀬四郎右衛門湊村長左衛門５０４月２４日
１５５川瀬四郎右衛門湊村忠右衛門１５５４月２４日
６０木綿屋藤兵衛大崎村太兵衛１２０５月６日
６０布屋吉兵衛
８０川瀬四郎右衛門日角村六左衛門１１０５月６日
３０網屋伝兵衛

宮腰出　計　５,６４２石
＜能州出＞

１６３三宅彦右衛門富来伝兵衛１６３５月１２日
能州出　計　  １６３石

＜岩瀬出＞
２００綿屋五郎右衛門魚津能登屋新左衛門９５０５月１３日
２００冨森久左衛門
４００海津屋左次右衛門
１５０山下七郎兵衛

収納高蔵宿船頭積下し高敦賀着船日
４００海津屋左次右衛門魚津能登屋小市郎６５４５月１３日
２５４綿屋五郎右衛門
６０山下七郎兵衛西岩瀬金五郎６０５月１４日
５７.５庄司茂右衛門東岩瀬藤右衛門５７.５５月１６日
５７木綿屋藤兵衛東岩瀬八左衛門５７５月１６日
１１０庄司茂右衛門放生津清右衛門１１０５月１９日
３００庄司茂右衛門西岩瀬豊右衛門６２０５月２０日
２００木綿屋藤兵衛
１２０冨森久左衛門
１５３.５木綿屋藤兵衛根布村八郎兵衛１５３.５５月２９日

岩瀬出　計　２,６６２石
＜伏木出＞

１５０道川九左衛門伏木惣兵衛１５０５月１３日
１２０庄司太郎左衛門伏木仁兵衛１２０５月１３日
３１７川口善兵衛七尾助兵衛３１７５月１３日
１４０俵屋彦兵衛七尾太左衛門１４０５月１３日
１５０長見世屋茂左衛門七尾善助１５０５月１３日
１１０鍵屋太郎兵衛七尾六郎兵衛１１０５月１３日
２５０岐阜屋六兵衛七尾弥右衛門２５０５月１３日
２１５山岡彦兵衛七尾庄兵衛２１５５月１３日
２００布屋市右衛門七尾久兵衛２００５月１４日
２８０網屋伝兵衛七尾五郎右衛門２８０５月１５日
１２０三宅彦右衛門高岡木町仁兵衛１２０５月１６日
２４０庄司太郎左衛門七尾十左衛門２４０５月１８日
１９０道川九左衛門高岡木町喜蔵１９０５月１８日
２１０鍵屋太郎兵衛六渡寺村助三郎２１０５月１９日
１３０三宅彦右衛門放生津八兵衛１３０５月１９日
１２０俵屋彦兵衛氷見町藤兵衛１２０５月１９日
１２０庄司太郎左衛門六渡寺村清兵衛１２０５月１９日
１４０川口善兵衛高岡木町左次兵衛１４０５月２０日
１２０山岡彦兵衛高岡木町八郎右衛門１２０５月２０日
２００長見世屋茂左衛門七尾弥左衛門２００５月２０日
１３０三宅彦右衛門古府村清左衛門２６０５月２０日
１３０道川九左衛門
１６２川口善兵衛七尾市郎右衛門１６２６月１０日

伏木出　計　３,９４４石
収納高　計 １２,４１１石

表１－２
敦賀蔵宿収納高一覧（蔵宿別）

収納高蔵宿
１２００海津屋左次右衛門
８２９川口善兵衛
８２１三宅彦右衛門
８００道川九左衛門
７２９.５木綿屋藤兵衛
６７９綿屋五郎右衛門
６７１長見世屋茂左衛門
６４０山岡彦兵衛
６２４庄司太郎左衛門
５８５冨森久左衛門
５７５網屋伝兵衛
５６７.５庄司茂右衛門
５６０川瀬四郎右衛門
５５３鍵屋太郎兵衛
５２０山下七郎兵衛
５０５布屋市右衛門
４９５岐阜屋六兵衛
４４５俵屋彦兵衛
４１０布屋吉兵衛
２０２清須屋吉兵衛

１２,４１１総　計

※　「御両殿様御米請取蔵入之帳」（３７.２-２）による。
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社
奉
行
）

　
 

城
方
御
用
定
役
久
々
勤
に
つ
き
目
録
お
よ
び
書
立 

 

一
紙  
�
�
�
２

１２
 

 

（
文
化
３
年
）
５
月　

日 

切
続
紙

２９

①
白
銀
５
枚
、
八
講
布
２
疋　

②
中
村
知
左
衛
門

　
 

城
方
御
用
定
役
勤
功
に
つ
き
白
銀
等
拝
領
礼
状 

 

一
紙  
�
�
�
１

１３
 

 

（
文
化
３
年
）
丙
寅
５
月　

日
２９

中
村
知
左
衛
門
↓
前
田
式
部
・
中
川
清
六
郎
・
竹
田
掃
部
（
寺
社
奉
行
）

一
七

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



　
 

雨
天
行
歩
指
止
に
つ
き
御
用
番
へ
伝
達
申
付
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

１４

本
多
安
房
守
↓
御
城
方
与
力
中 

３
月　

日
１０

　

　
　

敬
忠
（
弥
次
郎
）

13

１ 

文
化
四
〜
十
三
年
皆
勤
に
つ
き
御
意
書　
（
文
化　

年
） 

切
紙  
�
�
�
１

１４

↓
中
村
弥
次
郎　
〔
包
紙
〕「
文
化
十
四
年
丁
丑
三
月
十
五
日
」

２ 

せ
が
れ
文
太
郎
、
延
之
助
様
側
勤
に
つ
き
名
書 

 

切
紙  
�
�
�
１

 

 

（
文
政　

年
）
寅
２
月　

日

１３

２２

中
村
弥
次
郎
↓
前
田
式
部
・
中
川
八
郎
右
衛
門
・
品
川
左
門
（
寺
社
奉
行
）

３ 

御
台
所
御
賄
方
定
加
人
申
渡
書
并
附
札　

天
保
元
年　

月　

日 

１２

１７

篠
原
監
物
（
印
）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
弥
次
郎 

切
続
紙  
�
�
２

４ 

拝
領
目
録
（
銀　

匁
） 

天
保　

年　

月　

日　
 
一
紙  

�
�
１

２４

１０

１２

１１

〔
端
書
〕「
池
之
端
様
（
斉
広
娘
勇
）
よ
り
（
後
略
）」

５ 

拝
領
目
録
（
白
銀
６
両
） 

天
保　

年　

月　

日　
 
一
紙  

�
�
１

１０

１２

２２

〔
端
書
〕「
金
谷
様
（
真
龍
院
）
よ
り
（
後
略
）」

６ 

慶
事
御
用
等
烈
勤
に
つ
き
拝
領
目
録
（　

疋
）　
 

一
紙  

�
�
１

３５０

〔
端
書
〕「
御
次
よ
り
（
後
略
）」 

天
保　

年　

月　

日

１０

１２

２３

７ 

献
進
等
御
用
烈
勤
に
つ
き
拝
領
目
録
（
白
銀
６
両
）　
 

一
紙  

�
�
１

 

 

天
保　

年　

月　

日

１０

１２

２３

〔
端
書
〕「
御
附
方
御
用
部
屋
よ
り
（
後
略
）」

８ 

拝
領
目
録
（
白
銀　

匁
） 

天
保　

年　

月　

日　
 
一
紙  

�
�
１

２４

１０

１２

２３

〔
端
書
〕「
和
田
倉
様
（
斉
広
娘
厚
）
よ
り　
（
後
略
）」

９ 

当
春
以
来
烈
勤
に
つ
き
拝
領
目
録
（　

疋
）　
 

一
紙  

�
�
１

３００

 

 

天
保　

年
４
月　

日

１１

１６

　
 

東
海
道
廻
御
帰
国
御
供
烈
勤
に
つ
き
拝
領
目
録
（　

疋
） 
一
紙  

�
�
１

１０

２００

 

 

天
保　

年
６
月
５
日

１１

〔
端
書
〕「（
前
略
）
従
御
用
部
屋
相
渡
り
候
事
」

　
 

御
参
勤
御
供
御
烈
勤
に
つ
き
拝
領
目
録
（
白
銀
５
両
）　
 

一
紙  

�
�
１

１１
 

 

弘
化
２
年
６
月
７
日

〔
端
裏
書
〕「（
前
後
略
）
従
御
用
部
屋
」

　
 

台
所
御
用
烈
勤
に
つ
き
拝
領
目
録
（　

疋
）　
 

一
紙  

�
�
１

１２

３００

〔
端
裏
書
〕「（
前
後
略
）
従
御
次
」 
弘
化
２
年　

月　

日

１２

１７

　
 

拝
領
目
録
（
白
か
ね　

匁
） 

弘
化
２
年　

月　

日　
 
一
紙  

�
�
１

１３

２４

１２

２０

〔
端
裏
書
〕「
和
田
倉
御
前
様
よ
り
（
後
略
）」

　
 

拝
領
目
録
（
白
銀
６
両
） 

弘
化
２
年　

月　

日　
 
一
紙  

�
�
１

１４

１２

２３

〔
端
裏
書
〕「
真
龍
院
様
よ
り
（
後
略
）」

　
 

筑
前
守
様
御
着
御
用
等
烈
勤
に
つ
き
拝
領
目
録
（　

疋
） 

一
紙  

�
�
１

１５

５００

 

 

（
弘
化
３
年
）
丙
午
４
月　

日
１１

　
 

御
帰
国
御
供
烈
勤
に
つ
き
拝
領
目
録
（
白
銀
５
両
）　
 

一
紙  

�
�
１

１６
 

 

弘
化
３
年
６
月
６
日

〔
端
裏
書
〕「（
前
後
略
）
御
用
部
屋
よ
り
」

　
 

御
仕
法
方
主
附
入
精
に
つ
き
拝
領
目
録
（
白
銀
２
枚
）　
 

一
紙  

�
�
１

１７
 

 

弘
化
４
年　

月　

日

１２

２８

〔
端
裏
書
〕「（
前
後
略
）
渡
瀬
七
郎
大
夫
よ
り
」

　
 

中
村
弥
次
郎
・
小
島
九
右
衛
門
御
台
所
御
用
出
精
に
つ
き
加
恩
之
沙
汰

１８

願
書
写 

嘉
永
元
年
６
月　

日　
 
切
紙  

�
�
１

２２

根
来
木
工
右
衛
門
・
芝
山
忠
左
衛
門
（
御
台
所
奉
行
）
↓

　
 

勤
功
書
下
書 

嘉
永
元
年
６
月　
 

続
紙  

�
�
１

１９

中
村
弥
次
郎

　
 

御
用
烈
勤
に
つ
き
拝
領
目
録
（
小
判
１
両
）　
　

月　

日　
 
一
紙  

�
�
１

２０

１２

２６

〔
端
裏
書
〕「（
前
欠
）
方
御
用
烈
敷
相
勤
（
中
略
）
御
表
よ
り
（
後
略
）」 

一
八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅰ　

役
儀
（　
　

養
昌　
　
　
　

敬
忠　
　
　
　

豫
卿
）

１２

１３

１４



　
　

豫
卿
（
豫
・
文
太
郎
・
知
左
衛
門
・
知
左
）

14

１ 

御
仲
間
名
跡
に
つ
き
案
内
状 

　

月
朔
日　
 

切
封  

�
�
１

１０

南
源
左
衛
門
↓
中
村
文
太
郎

２ 

明
組
与
力
召
抱
に
つ
き
申
渡
書 
 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
嘉
永
３
年
）
庚
戌　

月
２
日

１０

竹
田
市
三
郎
・
中
川
八
郎
右
衛
門
・
山
崎
庄
兵
衛
・
本
多
大
学
・
成
瀬

掃
部
・
前
田
万
之
助
・
前
田
図
書
・
今
枝
内
記
（
家
老
）↓
前
田
内
蔵

助
・
大
音
帯
刀
・
伊
藤
主
馬
（
寺
社
奉
行
）

３ 

上
下
着
用
御
用
に
つ
き
呼
出
書 
（
嘉
永
３
年
）　

月
２
日 

切
紙  
�
�
�
１

１０

前
田
内
蔵
助
（
孝
保　

寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

４ 

御
番
入
に
つ
き
呼
出
書 

（
嘉
永
３
年　

月
）　 

切
続
紙  
�
�
１

１０

前
田
内
蔵
助
（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

５ 

召
出
に
つ
き
御
目
見
の
次
第
申
渡
書　
　
　
　

月
晦
日 

切
続
紙  
�
�
１

１０

前
田
内
蔵
助
（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

６ 

召
出
御
礼
に
つ
き
明
日
一
日
御
番
指
除
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

 

（
嘉
永
３
年
）
庚
戌　

月
晦
日

１０

前
田
内
蔵
助
〔
印
「
菅
原
」〕（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

７ 

御
用
に
つ
き
呼
出
書 

年
未
詳 

切
封  

�
�
１

前
田
内
蔵
助
（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

８ 

役
係
名
書 

（
嘉
永
３
年　

・　

月
） 

切
紙  

�
�
２

１０

１１

①
（
御
先
手
物
頭
林
源
多
郎
手
合
）
生
山
権
之
丞
・
中
村
文
太
郎

②
（
公
事
場
附
御
用
加
人
）
中
村
文
太
郎

９ 

御
用
に
つ
き
呼
出
書 

（
嘉
永
３
年
）　

月
５
日 
切
封  

�
�
１

１１

伊
藤
主
馬
（
正
延　

寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

　
 

馬
術
稽
古
出
精
に
つ
き
袴
地
下
賜
申
渡
及
び
拝
領
目
録 
切
紙  
�
�
�
２

１０
 

 

嘉
永
４
年
２
月
４
日 

一
紙

　
 

御
用
に
つ
き
呼
出
書 

（
嘉
永
４
年
）
２
月
４
日 

切
封  
�
�
�
１

１１

伊
藤
主
馬
（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

　
 

異
国
船
手
当
林
源
多
郎
代
、
人
見
昌
之
進
手
合
御
用
申
付
書

１２
 

（
嘉
永
４
年
）
亥
９
月
８
日 

切
紙  
�
�
�
１

前
田
外
記
（
印
「
菅
原
孝
備
」）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

　
 

打
木
浜
調
練
ま
で
入
江
半
蔵
手
合
御
用
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

１３
 

（
嘉
永
５
年
）
子
閏
２
月
５
日

前
田
外
記
（
印
「
菅
原
孝
備
」）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

　
 

打
木
浜
調
練
方
済
に
つ
き
入
江
手
合
御
用
済
申
渡
書 

切
続
紙  
�
�
１

１４
 

（
嘉
永
５
年
）
子
閏
２
月　

日
２５

前
田
外
記
（
印
「
菅
原
孝
備
」）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

　
 

海
辺
永
続
御
手
当
人
見
昌
之
進
江
戸
詰
に
つ
き
中
村
蔀
手
合
御
用
申
付

１５

書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
（
嘉
永
５
年
）
３
月
５
日

前
田
内
蔵
助
（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎 

切
紙  
�
�
�
１

　
 

打
木
浜
調
練
に
つ
き
拝
領
目
録
（
白
銀
２
枚
）　
 

一
紙  

�
�
１

１６
 

 

嘉
永
５
年
７
月
７
日

　
 

海
辺
永
続
御
手
当
御
用
指
除
申
付
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

１７
 

（
嘉
永
５
年
）
子　

月　

日

１０

１２

前
田
内
蔵
助
（
印
「
菅
原
」）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

　
 

御
用
に
つ
き
呼
出
書 

（
嘉
永
５
年
）　

月　

日

１８

１０

１１

前
田
内
蔵
助
（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎 

切
封  

�
�
１

　
 

公
事
場
附
与
力
中
村
知
左
衛
門
御
用
入
精
骨
折
に
つ
き
白
銀
二
枚
目
録

１９

下
賜
申
渡
及
び
拝
領
目
録 

嘉
永
５
年　

月　

日 

切
続
紙  
�
�
２

１２

２８

 

 

 

 

一
紙

　
 

御
用
に
つ
き
呼
出
書 

（
嘉
永
５
年
）　

月　

日 
切
紙  

�
�
１

２０

１２

２８

本
多
求
馬
佐
（
左
膳　

公
事
場
奉
行
）
↓
中
村
知
左
衛
門

一
九

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



　
 

御
用
に
つ
き
呼
出
書 

２
月
２
日 

切
封  
�
�
�
１

２１

前
田
外
記
（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

江
戸
表
御
用
に
つ
き
用
意
出
来
次
第
発
足
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

２２
 

（
嘉
永
６
年
）
丑
２
月　

日
１７

前
田
外
記
（
印
「
菅
原
孝
備
」）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

御
用
に
つ
き
呼
出
書 

２
月　

日 

切
封  
�
�
�
１

２３

２８

前
田
外
記
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

役
係
名
書 

（
嘉
永
６
年
）　
 

切
紙  

�
�
２

２４

①
（
江
戸
御
式
台
御
帳
附
御
用
田
丸
左
助
代
）
中
村
知
左
衛
門

②
（
江
戸
近
海
異
国
船
渡
来
之
節
余
時
警
衛
詰
御
小
将
頭
手
合
御
用
）
中
村
知

左
衛
門

　
 

病
快
方
に
つ
き
月
代
剃
・
行
歩
願
許
可
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

２５
 

（
嘉
永
６
年
）
丑
７
月
３
日

山
崎
七
郎
左
衛
門
（
印
「
源
範
正
印
」）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

公
事
場
御
用
検
使
控 

（
嘉
永
７
〜
安
政
２
）　
 

横
帳　
　

丁  
１

２６

１０６

中
村
知
左
衛
門

　
 

取
次
方
心
得
（
公
事
場
諸
事
写
） 

年
未
詳　
 

袋
綴　
　

丁  
１

２７

４２

　
 

検
使
格
合
等 

年
未
詳　
 

袋
綴　
　

丁  
１

２８

５３

　
 

療
養
に
つ
き
役
儀
免
除
願
雛
形 
 

 

切
続
紙  
�
�
１

２９

何
与
力　
　

判
↓
三
人
殿 
（
安
政
３
年
）
丙
辰
何
月
日

　
 

公
事
場
附
御
用
定
役
免
除
願
に
つ
き
許
可
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

３０
 

（
安
政
３
年
）
辰　

月　

日

１２

１３

前
田
監
物
（
印
）（
孝
連　

寺
社
奉
行
）
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

異
国
船
手
当
高
畠
守
人
手
合
御
用
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

３１
 

（
安
政
６
年
）
未
２
月　

日
１０

織
田
左
近
（
印
「
益
堅
」）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

御
用
に
つ
き
呼
出
書 

①
３
月　

日　

②　

月　

日 

切
封  
�
�
�
２

３２

２８

１１

１５

品
川
左
門
（
武
好　

寺
社
奉
行
）
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

横
山
故
遠
江
守
跡
組
普
請
役
跡
算
用
御
用
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

３３
 

（
万
延
元
年
）
申　

月
８
日

１２

織
田
左
近
（
印
「
益
堅
」）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

出
勤
書
付
に
つ
き
青
地
左
大
夫
様
へ
取
計
ら
い
願
書 
 

切
封  
�
�
�
１

３４

↓
中
村
知
左
衛
門 

７
月　

日
１６

　
 

役
係
名
書
（
横
山
故
遠
江
守
跡
組
御
普
請
役
裁
許
）　
 

切
紙  

�
�
１

３５

中
村
知
左
衛
門 

（
文
久
元
年
）

　
 

横
山
故
遠
江
守
跡
算
用
御
用
済
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

３６
 

（
文
久
２
年
）
戌
２
月　

日
１３

織
田
左
近
（
印
「
益
堅
」）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

公
事
場
附
御
用
定
役
再
役
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

３７
 

（
文
久
２
年
）
戌
４
月
７
日

篠
原
織
部
（
印
「
篠
原
忠
貞
」）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

異
国
船
手
当
山
崎
頼
母
手
合
御
用
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

３８
 

（
文
久
３
年
）
亥
２
月
９
日

成
瀬
主
税
（
印
）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

勤
功
書
指
出
申
付
人
名
書 

（
慶
応
２
年
）　 

切
紙  

�
�
１

３９
　
 

勤
功
書
下
書 

（
慶
応
２
年
）
寅　

月　
 
切
続
紙  
�
�
１

４０

１２

中
村
知
左
衛
門
↓

　
 

拝
領
目
録
（
白
銀
２
枚
） 

年
未
詳 

一
紙  

�
�
２

４１
　
 

中
村
知
左
衛
門
刑
獄
寮
二
等
承
事
免
除
申
渡
写 

切
紙  
�
�
�
１

４２

↓
生
駒
勘
右
衛
門 

（
明
治
２
年
７
月
）

　
 

横
山
蔵
人
（
政
和
）
申
渡
写
添
状 

７
月
朔
日 

切
紙  
�
�
�
１

４３

生
駒
勘
右
衛
門
（
印
）
↓
中
村
知
左
衛
門

二
○

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅰ　

役
儀
（　
　

豫
卿　
　
　
　

起
請
文
前
書
）　
　

Ⅱ　

家
（　
　

由
緒
・
家
系
・
判
印
鑑
）

１４

１５

２１



　
 

御
用
に
つ
き
呼
出
書 

８
月　

日 

切
封  
�
�
�
１

４４

１５

生
駒
勘
右
衛
門
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

従
四
位
様
（
利
嗣
）
御
次
稽
古
御
用
に
つ
き
申
渡
書
、
同
写

４５
 

（
明
治
２
年
）　

月
５
日 

切
紙  
�
�
�
２

１２

学
政
所
↓
村
田
儀
左
衛
門
・
長
谷
川
�
之
助
・
荒
木
巻
人
・
中
村
知
左

衛
門

　
 

銭
札
差
越
に
つ
き
受
取
依
頼
書 

　

月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

４６

１２

２８

長
谷
川
�
之
助
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

稽
古
御
用
に
つ
き
手
当
金
お
よ
び
名
書　
  
年
未
詳 

切
紙  

�
�
１

４７

長
谷
川
�
之
助
・
村
田
儀
左
衛
門
・
中
村
知
左
衛
門

　
 

四
位
様
（
慶
寧
）
被
下
金
指
上
申
書 

５
月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

４８

１２

　
 

素
読
御
次
御
用
免
除
に
つ
き
申
渡
書 

切
紙  

�
�
２

４９

 

（
明
治
３
年
）
７
月
晦
日

　

①
沢
村
家
令
（
恒
右
衛
門
）
↓
学
政
所

　

②
学
政
所
↓
中
村
知
左
衛
門
・
村
田
儀
左
衛
門

　
 

組
柄
調
に
つ
き
詮
議
所
へ
出
頭
申
付
書 

７
月　

日 

切
封  

�
�
１

５０

１０

太
田
勘
左
衛
門
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

私
組
合
指
加
り
に
つ
き
給
禄
高
指
出
申
渡
書 

 

切
封  
�
�
�
１

５１

富
田
弥
六
（
貞
固
）
↓
中
村
知
左 

正
月　

日
１６

　
　

起
請
文
前
書

15

１ 

寺
社
方
并
組
外
与
力
惣
而
御
用
に
つ
き
起
請
文
前
書 
 

一
紙  
�
�
�
１

 

 

年
未
詳

２ 

乞
食
人
裁
許
に
つ
き
起
請
文
前
書 

 

一
紙  
�
�
�
１

（
養
昌
） 

（
安
永
４
年
）

３ 

御
城
中
諸
事
御
用
に
つ
き
起
請
文
前
書 

 

一
紙  
�
�
�
１

（
養
昌
） 

（
天
明
５
年
）

４ 

買
手
役
に
つ
き
起
請
文
前
書 

（
天
明
６
年
） 

 

切
続
紙  
�
�
１

（
養
昌
）

５ 

江
戸
町
方
に
て
値
段
聞
等
に
つ
き
起
請
文
前
書 

一
紙  
�
�
�
１

（
養
昌
） 

年
未
詳

６ 

諸
事
御
道
具
等
裁
許
に
つ
き
起
請
文
前
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

（
養
昌
）　
　
　
〔
端
裏
書
〕「
天
明
６
年
９
月
晦
日
」

７ 

預
か
り
御
道
具
等
裁
許
に
つ
き
起
請
文
前
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

 

年
未
詳

（
養
昌
）　
　
　
〔
端
裏
書
〕「
別
紙
同
断
」

８ 

道
橋
惣
構
廻
り
申
御
用
に
つ
き
起
請
文
前
書 

 

一
紙  
�
�
�
１

 

 

年
未
詳

９ 

御
台
所
御
賄
方
に
つ
き
起
請
文
前
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

（
敬
忠
） 

年
未
詳

　
 

勇
姫
様
江
戸
表
道
中
御
供
に
つ
き
起
請
文
前
書 

切
続
紙  
�
�
１

１０

（
敬
忠
） 

（
天
保
２
年
）

　
 

役
儀
に
つ
き
天
罰
起
請
文
前
書 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
�
�
１

１１
　

Ⅱ　

家
　
　

由
緒
・
家
系
・
判
印
鑑

21
由　

緒

１ 

先
祖
由
緒
帳 

天
和
３
年
３
月　

日　
 
袋
綴　

６
丁  
１

２３

中
村
庄
兵
衛
↓
青
山
将
監
（
吉
益
）

〔
奥
書
〕
天
明
元
年
閏
５
月
９
日　

中
村
弥
次
郎
貞
廉

二
一

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



２ 

先
祖
由
緒
帳 

元
禄
３
年
８
月
４
日　
 
袋
綴　

６
丁  
１

中
村
庄
兵
衛
↓
岡
島
市
郎
兵
衛
・
不
破
彦
三
（
寺
社
奉
行
）

〔
奥
書
〕
天
明
元
年
閏
５
月
９
日　

中
村
弥
次
郎
貞
廉

３ 

先
祖
由
緒
一
類
附
之
帳 

元
文
３
年
６
月　
 

袋
綴　

７
丁  
１

中
村
喜
大
夫
↓
山
崎
庄
兵
衛
・
本
多
主
水
・
伊
藤
内
膳
（
寺
社
奉
行
）

〔
奥
書
〕
天
明
元
年
閏
５
月
９
日　

中
村
弥
次
郎
貞
廉

４ 

先
祖
由
緒
一
類
附
帳 

宝
暦
３
年　

月　
 

袋
綴　

９
丁  
１

１２

中
村
喜
大
夫
↓
前
田
主
殿
助
・
伴
八
矢
・
不
破
彦
三
（
寺
社
奉
行
）

〔
奥
書
〕
天
明
元
年
５
月　

中
村
弥
次
郎
貞
廉

５ 

先
祖
由
緒
一
類
附
帳 

安
永
２
年
２
月　
 

袋
綴　
　

丁  
１

１１

中
村
久
左
衛
門
↓
寺
西
弾
正
・
永
原
求
馬
・
伊
藤
内
膳
（
寺
社
奉
行
）

〔
奥
書
〕
安
永
９
年　

中
村
弥
次
郎
武
平

６ 

先
祖
由
緒
一
類
附
帳 

天
明
元
年
５
月　
 

袋
綴　

９
丁  
１

中
村
弥
次
郎
（
養
昌
）
↓
中
川
八
郎
右
衛
門
・
三
田
村
内
匠
・
横
山
又
五

郎
（
寺
社
奉
行
）

７ 

先
祖
由
緒
一
類
附
帳 

寛
政
８
年
８
月　
 

袋
綴　
　

丁  
１

１２

中
村
知
左
衛
門
（
養
昌
）
↓
前
田
修
理
・
前
田
内
蔵
太
・
品
川
主
殿
（
寺

社
奉
行
）

８ 

先
祖
由
緒
一
類
附
帳 

文
政　

年
６
月　
 

袋
綴　
　

丁  
１

１２

１５

中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）
↓

９ 

先
祖
由
緒
一
類
附
帳 

嘉
永
２
年
閏
４
月　
 

袋
綴　

９
丁  
１

中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）
↓
前
田
内
蔵
助
・
篠
原
監
物
・
伊
藤
主
馬
（
寺
社

奉
行
）

〔
奥
書
〕
５
月　

日　

青
地
左
大
夫
・
岡
本
三
郎
大
夫
↓
中
村
弥
次
郎

１７

　
 

先
祖
由
緒
一
類
附
帳
（
後
欠
） 

文
久
３
年　
 

袋
綴　

２
丁  
１

１０

中
村
知
左
衛
門
豫
↓

　
 

先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳 

明
治
３
年　

月　
 

袋
綴　

７
丁  
１

１１

１０

中
村
知
左
衛
門
↓
士
族
長

　
 

先
祖
由
緒
一
類
附
帳
（
前
後
欠
） 

（
明
治
５
年
）
壬
申　
 

袋
綴　

２
丁  
１

１２

（
中
村
知
左
平
豫
）
↓

　
 

湯
原
沖
右
衛
門
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳 

 

袋
綴　
　

丁  
１

１３

１２

 

 

文
政
８
年
３
月

湯
原
沖
右
衛
門
↓
篠
島
権
之
助
・
岡
島
長
六
（
定
番
頭
）

　
 

中
村
又
大
夫
先
祖
由
緒
一
類
附
帳　

文
政　

年
閏
３
月  

横
半
帳
７
丁  
１

１４

１３

中
村
又
大
夫
↓
天
野
権
左
衛
門
・
篠
島
権
之
助
（
定
番
頭
）

　
 

近
藤
九
左
衛
門
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳 

 

横
帳　

７
丁  
１

１５

近
藤
九
左
衛
門
↓
宮
崎
蔵
人　

天
保
４
年
７
月

　
 

豊
島
銭
次
郎
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳　

天
保　

年
３
月  

袋
綴　

６
丁  
１

１６

１５

豊
島
銭
次
郎
↓
大
村
友
右
衛
門
（
持
筒
頭
）

家　

系

　
 

中
村
家
先
人
顕
彰
碑
銘
文 

明
和
８
年
７
月　

日　
 
一
紙  

�
�
１

１７

１２

中
村
之
岑
謹
建

〔
端
書
〕「
右
石
碑
泉
野
寺
町
承
証
寺
ニ
ア
リ
」

　
 

中
村
家
系
図 

天
明
４
年
２
月 

袋
綴　

９
丁  
１

１８

中
村
弥
次
郎
貞
廉

　
 

一
門
中
名
前
所
書 

天
明
９
年
正
月
改　
 

長
帳　

５
丁  
１

１９

中
村
養
昌

　
 

家
系
帳 

文
政
９
年
秋　
 

横
帳　
　

丁  
１

２０

２５

中
村
敬
忠

　
 

先
祖
由
緒
一
類
付
帳
同
姓
「
源
」
に
つ
き
書
状 

 

切
続
紙  
�
�
１

２１

中
村
十
三
郎
↓
中　

知
左
衛
門
（
豫
） 

９
月　

日
２７

二
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅱ　

家
（　
　

由
緒
・
家
系
・
判
印
鑑　
　
　
　

知
行
）

２１

２２



　
 

同
姓
の
儀
「
平
」
姓
示
合
せ
に
つ
き
書
状 

 

切
封  
�
�
�
１

２２

中
村
央
↓
中　

知
左
衛
門
（
豫
） 

　

月
８
日

１０

　
 

中
村
家
戸
籍
謄
本 

大
正
４
年　

月
９
日　
 
用
紙
綴
２
丁  
１

２３

１１

石
川
県
鹿
島
郡
七
尾
町
長　

芳
野
貞
成
（
印
）

判
印
鑑

　
 

中
村
・
養
昌
・
貞
廉
等
印
影　
 

年
未
詳 

切
紙  
�
�
�
１

２４

〔
包
紙
〕「
御
用
江
戸
神
田
鍛
治
町
二
丁
目　

御
印
判
師　

佐
々
木
石
見
」

　
 

判
印
鑑 

天
保　

年
８
月　
 

切
紙  

�
�
１

２５

１０

御
賄
方
与
力　

中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）

　
 

判
印
鑑 

天
保　

年
６
月　
 

切
紙  

�
�
４

２６

１１

中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）　

①
↓
寺
社
奉
行　

②
↓
地
遠
蔵
宿　

③
御
台
所

御
賄
方
御
用　

④
御
台
所
御
賄
方
御
用
（
印
鑑
）

　
 

判
印
鑑 

弘
化
３
年
８
月　
 

切
紙  

�
�
１

２７

中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）
↓
野
代
屋
徳
次
（
蔵
宿
）

　
 

家
紋
・
印
鑑 

年
未
詳 

切
紙  

�
�
１

２８

中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）

　
 

判
印
鑑 

嘉
永
３
年　

月　
 

切
紙  

�
�
１

２９

１０

中
村
文
太
郎
（
豫
）
↓
（
与
力
）
才
許
衆

　
 

判
印
鑑 

嘉
永
４
年
６
月　
 

切
紙  

�
�
１

３０

中
村
文
太
郎
（
豫
）
↓
遠
所
蔵
宿

　
 

判
印
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
延
元
年　

月 

切
紙  

�
�
１

３１

１０

中
村
知
左
衛
門
（
豫
）
↓
野
代
屋
徳
次
（
蔵
宿
）

　
 

印
鑑
証
明
書 

大
正
４
年　

月　

日　
 
用
紙  

�
�
１

３２

１１

２７

石
川
県
鹿
島
郡
七
尾
町
長　

芳
野
貞
成
（
印
）
↓
中
村
民
作 

　
　

知
行
（
所
附
・
蔵
宿
等
）

22

１ 

知
行
所
附
高
算
用
書
写 

（
文
化
４
年
）
丁
卯
５
月
日　
 

一
紙  

�
�
１

算
用
場
↓
中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）

２ 

知
行
所
に
つ
き
高
・
百
姓
仕
分
け
申
上
書 

切
紙  
�
�
�
１

 

 

文
化
４
年
５
月

四
十
万
村
肝
煎
三
郎
右
衛
門
・
組
合
頭
市
右
衛
門
・
徳
左
衛
門
・
新
左

衛
門
・
久
右
衛
門
↓
中
村
弥
次
郎
台
所　
〔
奥
書
〕
高
尾
村
茂
八
（
十
村
）

３ 

知
行
所
に
つ
き
高
・
百
姓
仕
分
け
申
上
書 

 

切
紙  
�
�
�
１

 

 

文
化
４
年
５
月

新
庄
村
肝
煎
与
三
次
郎
・
組
合
頭
市
助
・
小
五
郎
↓
中
村
弥
次
郎　

裁

許
人　
〔
奥
書
〕
高
田
村
喜
三
次
（
十
村
）

４ 

鹿
間
屋
久
左
衛
門
蔵
宿
に
つ
き
請
人
証
文 

 

一
紙  
�
�
�
１

 

文
化
４
年
６
月 

包
有

請
人
所
口
町
加
藤
屋
善
右
衛
門
・
鹿
間
屋
忠
右
衛
門
↓
中
村
弥
次
郎　

〔
裏
書
〕
斎
藤
中
務
（
所
口
町
奉
行
）

５ 

越
中
屋
喜
兵
衛
蔵
宿
に
つ
き
請
人
証
文 

 

一
紙  
�
�
�
１

 

文
化
７
年　

月
１２

請
人
所
口
町
多
根
屋
宇
左
衛
門
・
小
栗
屋
清
兵
衛
↓
中
村
弥
次
郎

６ 

新
庄
村
収
納
米
蔵
宿
・
請
人
縮
方
申
渡
願
書 

 

一
紙  
�
�
�
１

 

 

文
化
７
年　

月
１２

中
村
弥
次
郎
↓
斎
藤
中
務
（
所
口
町
奉
行
）　
〔
裏
書
〕
斎
藤
中
務

７ 

知
行
米
預
か
り
証
文 

天
保
７
年　

月 

 

一
紙  
�
�
�
１

１２

所
口
蔵
宿
越
中
屋
久
左
衛
門
↓
中
村
弥
次
郎　
〔
裏
書
〕
中
村
弥
次
郎

８ 

馬
坂
新
町
野
代
屋
徳
次
蔵
宿
縮
方
申
渡
願
書 

 

切
紙  
�
�
�
１

 

 

弘
化
３
年
８
月

中
村
弥
次
郎
↓
町
会
所　
〔
裏
書
〕
町
会
所
（
印
「
金
沢
町
会
」）

二
三

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



９ 

御
蔵
返
米
切
手
御
渡
に
つ
き
呼
出
書 

　

月　

日 

切
封  
�
�
�
１

１１

２４

伊
藤
主
馬
（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

　
 

知
行
仮
所
附
御
渡
に
つ
き
呼
出
書 

 

切
封  
�
�
�
１

１０
 

（
嘉
永
４
年
）
５
月
４
日

小
幡
主
膳
（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎
（
豫
）

　
 

知
行
所
附
高
算
用
書
写　
 

 

一
紙  

�
�
１

１１

算
用
場
↓
中
村
文
太
郎 

（
嘉
永
４
年
）
辛
亥
５
月
日

　
 

酒
屋
喜
兵
衛
蔵
宿
に
つ
き
請
人
証
文　

嘉
永
４
年
５
月  

一
紙  
�
�
�
１

１２

請
人
羽
喰
郡
堀
松
村
喜
三
右
衛
門
・
彦
左
衛
門
・
末
吉
村
又
八
↓
中
村

文
太
郎　

御
収
納
所

　
 

知
行
所
に
つ
き
高
・
百
姓
仕
分
け
申
上
書 

 

一
紙  
�
�
�
１

１３
 

 

嘉
永
４
年
５
月

矢
駄
村
肝
煎
助
十
郎
・
組
合
頭
義
平
・
孫
三
・
惣
兵
衛
・
仁
郎
兵
衛
↓

中
村
文
太
郎　
〔
奥
書
〕
堀
松
村
弥
五
郎
（
十
村
）　
〔
裏
書
〕
板
坂
八
三
郎

（
改
作
奉
行
）

　
 

矢
駄
村
収
納
米
蔵
宿
・
請
人
縮
方
申
渡
願
書 

 

一
紙  
�
�
�
１

１４
 

 

嘉
永
４
年
５
月

中
村
文
太
郎
↓
能
州
御
郡
所　
〔
裏
書
〕
岡
田
喜
内
・
斎
藤
与
兵
衛
・
小

堀
牛
右
衛
門
・
岩
田
眷
蔵
（
能
州
御
郡
奉
行
）

　
 

野
代
屋
徳
次
蔵
宿
縮
方
申
渡
願
書　

慶
応
２
年
２
月 
 

一
紙  
�
�
�
１

１５

中
村
知
左
衛
門
↓
町
会
所　
〔
裏
書
〕
町
会
所

　
 

蔵
宿
預
米
売
渡
に
つ
き
御
渡
依
頼
書　

明
治
２
年　

月  

切
続
紙  
�
�
１

１６

１０

中
村
知
左
衛
門
↓
堀
松
酒
屋
喜
兵
衛　
〔
奥
書
〕
佐
野
屋
小
兵
衛

〔
付
箋
〕（
明
治
３
年
）
午
２
月　

蔵
宿
吟
味
人
中
川
村
丈
太
郎

　
 

御
米
預
証
文 

明
治
２
年　

月 

 

切
紙  
�
�
�
１

１７

１１

堀
松
蔵
宿
酒
屋
喜
兵
衛
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

預
米
売
渡
に
つ
き
御
渡
及
び
代
銭
受
取
依
頼
及
び
下
書 
一
紙  
�
�
�
２

１８
 

明
治
４
年
３
月
２
日  

切
紙

知
左
衛
門
事
中
村
知
左
↓
堀
松
酒
屋
喜
兵
衛

　
 

明
治
二
年
預
米
決
算
に
つ
き
済
証
文
渡
願
書 

 

一
紙  
�
�
�
１

１９
 

 

明
治
４
年　

月
１２

堀
松
蔵
宿
酒
屋
喜
兵
衛
↓
中
村
知
左
衛
門

　
　

遺
書
・
相
続
・
養
子
・
縁
組

23
遺　

書

１ 

中
村
知
左
衛
門
遺
書 

（
享
保　

年
）
庚
戌　

月　

日 

一
紙  

�
�
１

１５

１０

１７

明
組
与
力
中
村
知
左
衛
門
（
花
押
）
↓
生
駒
右
近
・
伊
藤
内
膳
・
成
瀬
内

匠
（
寺
社
奉
行
）

２ 

中
村
知
左
衛
門
遺
書 

（
元
文
３
年
）
戊
午
正
月
５
日 

一
紙  

�
�
１

明
組
与
力
中
村
知
左
衛
門
（
花
押
）
↓
山
崎
庄
兵
衛
・
本
多
主
水
・
伊
藤

内
膳
（
寺
社
奉
行
）

３ 

中
村
喜
大
夫
遺
書 

宝
暦　

年
８
月
６
日　
 
一
紙  

�
�
１

１１

明
組
与
力
中
村
喜
大
夫
（
花
押
・
印
「
直
之
」）
↓
伴
八
矢
・
大
音
七
左
衛

門
・
永
原
求
馬
（
寺
社
奉
行
）

４ 

中
村
弥
次
郎
遺
書 

天
明
６
年
８
月　
 

一
紙  

�
�
１

中
村
弥
次
郎
（
養
昌
）
判
↓
西
尾
隼
人
・
横
山
又
五
郎
・
篠
原
監
物
（
寺

社
奉
行
）　
〔
端
裏
書
〕「
開
闡
院
様
」

５ 

中
村
知
左
衛
門
遺
書 

寛
政
５
年
３
月　
 

一
紙  

�
�
１

中
村
知
左
衛
門
（
養
昌
）
判
↓
前
田
修
理
・
菊
池
大
学
・
品
川
主
殿
（
寺

社
奉
行
）

６ 

中
村
知
左
衛
門
遺
書 

寛
政　

年
８
月　
 

一
紙  

�
�
１

１１

二
四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅱ　

家
（　
　

知
行　
　
　
　

遺
書
・
相
続
・
養
子
・
縁
組
）

２２

２３



中
村
知
左
衛
門
（
養
昌
）
判
↓
前
田
修
理
・
前
田
内
蔵
太
・
品
川
主
殿

（
寺
社
奉
行
）　
〔
端
裏
書
〕「
遺
書
控
」

７ 

中
村
弥
次
郎
遺
書 

天
保
２
年
９
月　

日　
 
一
紙  

�
�
１

１１

中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）（
花
押
）
↓
前
田
式
部
・
篠
原
監
物
・
品
川
左
門
（
寺

社
奉
行
）

８ 

中
村
弥
次
郎
遺
書 

天
保　

年
６
月　
 

一
紙  

�
�
１

１０

中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）（
花
押
）
↓
前
田
式
部
・
篠
原
織
部
・
品
川
左
門
（
寺

社
奉
行
）

９ 

中
村
弥
次
郎
遺
書 

嘉
永
２
年
５
月　

日　
 
一
紙  

�
�
１

１０

中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）
↓
前
田
内
蔵
助
・
篠
原
監
物
・
伊
藤
主
馬
（
寺
社

奉
行
）

　
 

中
村
知
左
衛
門
遺
書 

嘉
永
６
年
３
月　
 

一
紙  

�
�
１

１０

中
村
知
左
衛
門
（
豫
卿
）
↓
前
田
内
蔵
助
・
前
田
外
記
・
山
崎
七
郎
左
衛

門
（
寺
社
奉
行
）

相
続
・
養
子

　
 

庄
吉
幼
少
に
つ
き
相
続
等
内
存
書 
（
天
明
６
年
）
８
月 

切
紙  
�
�
�
１

１１

中
村
弥
次
郎
（
養
昌
）
↓
西
尾
隼
人
・
横
山
又
五
郎
・
篠
原
監
物
（
寺
社

奉
行
）

　
 

弟
又
三
郎
養
子
差
遣
願
書 
（
文
化　

年
）
丙
子
４
月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

１２

１３

２３

明
組
与
力
中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）
↓
津
田
玄
蕃
・
横
山
図
書
・
前
田
織

江
・
前
田
修
理
・
前
田
内
記
・
前
田
権
佐
・
青
山
将
監
・
横
山
右
京
・

竹
田
掃
部

　
 

弟
又
三
郎
養
子
許
可
申
渡
書 

 

 

切
続
紙  
�
�
１

１３
 

（
文
化　

年
）
丙
子
７
月　

日

１３

１３

青
山
将
監
（
印
「
青
山
知
次
」）・
竹
田
掃
部
・
横
山
右
京
（
寺
社
奉
行
）
↓

中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）

　
 

御
子
息
養
子
に
つ
き
書
状 

４
月　

日 

切
封  

�
�
１

１４

２５

中
村
藤
次
郎
↓
中　

知
左
衛
門

　
 

三
男
四
男
養
子
差
出
一
件 

 

 

袋
綴　

３
丁  
１

１５

（
近
岡
家
） 
・
養
子
指
遣
願
写　

明
治
６
年
３
月

 

　

士
族
中
村
予
卿
↓
石
川
県
令
内
田
政
風

 

・
養
子
遣
入
用
留　

明
治
５
年
４
月
６
日

（
向
家
） 

・
養
子
縁
組
証
文　

明
治
６
年　

月　

日

１０

２５

 

　

向
之
政
（
印
）
↓
中
村　
〔
奥
書
〕
請
負
人
桧
田
久
次
郎
（
印
）

縁　

組

　
 

中
村
弥
左
衛
門
妹
、
喜
大
夫
縁
組
願 

 

続
紙  
�
�
�
１

１６

 

（
寛
保
元
年
辛
酉
４
月
２
日
）

野
村
七
兵
衛
（
花
押
）・
溝
口
舎
人
（
花
押
）
↓
横
山
大
和
守
・
本
多
安
房

守
・
前
田
土
佐
守
・
前
田
対
馬
守
・
村
井
主
膳
・
本
多
頼
母
・
横
山
蔵

人
・
前
田
図
書
・
前
田
大
学
・
玉
井
市
正

〔
裏
書
〕
辛
酉　

月　

日　

前
田
土
佐
守
（
印
「
菅
原
直
躬
」）・
玉
井
市
正

１２

１６

（
印
「
玉
井
貞
衛
」）・
前
田
大
学
（
印
「
菅
原
知
久
」）・
前
田
図
書
（
印
「
□
□

貞
直
」）・
横
山
蔵
人
（
印
「
正
従
」）・
本
多
頼
母
（
印
「
藤
印
政
恒
」）・
村
井

主
膳
（
印
「
平
印
長
堅
」）・
前
田
対
馬
守
（
印
「
菅
原
孝
資
」）・
本
多
安
房
守

（
印
「
藤
印
政
昌
」）・
横
山
大
和
守
（
印
「
□
堅
貴
林
」）

　
 

御
子
息
淳
左
衛
門
と
妹
縁
組
示
談
に
つ
き
書
状 

 

切
紙  
�
�
�
１

１７

↓
駒
井
静
右
衛
門 

（
文
政
４
年
）
巳
３
月　

日
１４

　
 

駒
井
静
右
衛
門
せ
か
れ
淳
左
衛
門
と
妹
縁
組
に
つ
き
願
書

１８
 

（
文
政
４
年
）
辛
巳
４
月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

２２

明
組
与
力
中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）
↓
今
枝
民
部
・
津
田
玄
蕃
・
横
山
蔵

人
・
前
田
織
江
・
前
田
中
務
・
前
田
修
理
・
前
田
内
記
・
前
田
権
佐
・

青
山
将
監
・
山
崎
庄
兵
衛
・
冨
田
外
記

二
五

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



　
 

進
上
目
録
（
白
銀
・
御
扇
子
・
御
肴
）　

年
未
詳 

竪
紙  

�
�
１

１９

中
村
弥
次
郎
敬
忠 

　
 

豫
卿
再
縁
に
つ
き
一
類
附 

（
慶
応
２
年
）
寅
９
月 

切
紙  
�
�
�
１

２０

中
村
知
左
衛
門
（
豫
）
↓
荒
井
治
兵
衛
（
横
山
斎
宮
与
力
）

　
 

豫
卿
再
縁
に
つ
き
荒
井
治
兵
衛
一
類
附 

 

切
続
紙  
�
�
１

２１
 

 

慶
応
２
年
９
月

　
 

小
袖
た
ん
す
等
嫁
入
道
具
目
録 
 

 

切
紙  
�
�
�
１

２２

あ
ら
井
↓
中
む
ら 

（
慶
応
２
年
）
９
月　

日
２２

　
 

娘
と
も
結
婚
よ
り
離
縁
ま
で
一
件
写 

 

罫
紙
綴　

丁  
１

２３

１０

豫
卿 

明
治　

年　

月　

日 
　
　
　

２１

１０

１８

　
 

禎
雄
婚
姻
に
つ
き
式
日
料
理
・
輿
入
・
道
具
運
等
覚 

切
紙  
�
�
�
１

２４
 

（
大
正
５
年
６
月
）

　
 

禎
雄
婚
姻
に
つ
き
献
立
書
上 

（
大
正
５
年
６
月
）　
 

切
続
紙  
�
�
１

２５
　
 

婚
姻
に
つ
き
御
土
産
目
録 

年
未
詳　
 

折
紙  

�
�
１

２６
　
 

婚
姻
に
つ
き
御
道
具
目
録 

年
未
詳　
 

一
紙  

�
�
１

２７
　
 

禎
雄
婚
礼
に
つ
き
祝
状 

（
大
正
５
年
）
７
月
２
日 

切
続
紙  
�
�
１

２８

大
島
多
計
比
古
↓
中
村
民
作
・
中
村
禎
雄

〔
封
〕
名
古
屋
市
東
区
東
外
堀
町
大
島
多
計
比
古
↓
金
沢
市
新
竪
町
中
村

民
作

　
 

禎
雄
婚
礼
に
つ
き
祝
状 

大
正
５
年
７
月
４
日　
 
切
続
紙  
�
�
１

２９

頼
太
郎
↓
中
村
民
作
・
同　

禎
雄

〔
封
〕
七
尾
町
字
府
中
奥
田
頼
太
郎
↓
金
沢
市
新
竪
町
中
村
民
作

　
 

目
録
（
三
種
・
酒
・
肴
） 

年
未
詳 

一
紙  

�
�
１

３０
 

　
　

儀
礼
（
出
生
・
元
服
・
改
名
・
法
事
・
年
中
行
事
等
）

24
出
生
・
元
服

１ 

民
之
助
出
生
届
下
書 

（
嘉
永
６
年
）
丑
９
月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

２４

（
豫
卿
）
↓
前
田
内
蔵
助
・
前
田
外
記
・
山
崎
七
郎
左
衛
門
（
寺
社
奉
行
）

２ 

禎
雄
出
生
到
来
物
来
客
等
記 

明
治　

年
８
月 

 

横
帳　
　

丁  
１

１６

１１

３ 

せ
か
れ
文
太
郎
角
入
に
つ
き
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
天
保
９
年
）
戌　

月
８
日

１１

品
川
左
門
（
印
）（
武
住　

寺
社
奉
行
）
↓
中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）

４ 

せ
か
れ
文
太
郎
前
髪
執
に
つ
き
申
渡
書 

 

切
紙  
�
�
�
１

 

（
天
保　

年
）
子　

月　

日

１１

１１

１７

品
川
左
門
（
印
）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）

改　

名

５ 

中
村
氏
考
名 

天
明
元
年
５
月
吉
日　
 
切
紙  

�
�
１

福
岡
昭
順
之
義
謹
識

６ 

考
誌
実
名 

天
明
６
年
５
月　
 

折
紙  

�
�
１

不
鳥
見
幾
↓
中
村
弥
次
郎

７ 

中
村
弥
次
郎
敬
忠　

実
名
書 

文
化　

年
３
月
吉
日　
 
折
紙  
�
�
�
１

１０

藤　

元
知
↓
中
弥
丈　
〔
包
〕「
実
名
并
花
押　

有
叔
斎
」

８ 

改
名
願
聞
届
書 

（
嘉
永
５
年
）
子　

月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

１０

２２

前
田
外
記
（
印
「
菅
原
孝
備
」）（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎
（
豫
）

９ 

実
名
書 

天
保　

年　

月 

折
紙  

�
�
１

１１

１１

西
阪
衷　

撰
（
印
「
西
坂
衷
」「
夢
錫
」）

　
 

嫡
子
民
之
助
改
名
に
つ
き
届
書 
 

 

切
紙  
�
�
�
１

１０
 

（
明
治
３
年
）
庚
午　

月
７
日

１０

中
村
知
左
衛
門
（
豫
）
↓
学
政
所　
〔
貼
紙
〕「
受
書
十
月
学
政
所
」

二
六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅱ　

家
（　
　

遺
書
・
相
続
・
養
子
・
縁
組　
　
　
　

儀
礼　
　
　
　

屋
敷
・
住
所
）

２３

２４

２５



法　

事

　
 

先
祖
代
々
遠
忌
供
養
執
行
記 

（
明
和
５
〜
寛
政　

年
） 
袋
綴　

９
丁  
１

１１

１０

中
村
知
左
衛
門
養
昌

　
 

法
事
執
行
諸
事
覚
帳
（　

件
合
綴
）　
 

長
帳　
　

丁  
１

１２

１０

３６

・
寛
政　

年
９
月　

日　

中
村
知
左
衛
門
養
昌

１０

１７

・
嘉
永
元
年
９
月　

日　

中
村
弥
次
郎
敬
忠

１７

・
嘉
永
元
年　

月
８
日　

中
村
弥
次
郎

１２

・
嘉
永
２
年　

月　

中
村
文
太
郎　

・
嘉
永
３
年
５
月　

中
村
文
太
郎

１２

・
亥
５
月　

日　

・
丑
８
月　

日　

・
丑　

月　

・
卯
５
月　

１４

１９

１２

・（
安
政
４
年
）
巳
８
月

　
 

受
戒
（
実
相
院
妙
薫
日
量
大
姉
）　
 

天
保　

年
６
月　

日 

続
紙  

�
�
１

１３

１０

２４

現
宝
円
源
�
叟 

　
 

（
木
版
・
墨
書
）

　
 

御
尋
に
つ
き
中
村
弥
五
左
衛
門
三
代
院
号
書
上 

 

切
紙  
�
�
�
１

１４
 

年
未
詳

　
 

中
村
六
郎
右
衛
門
等
六
人
忌
日
書
上　

年
未
詳 

 

切
続
紙  
�
�
１

１５
　
 

真
操
院
三
回
忌
諸
事
留 

（
慶
応
４
年
）
辰
４
月 
 

長
帳　

２
丁  
１

１６
　
 

玉
蓮
院
一
周
忌
等
諸
事
留 

明
治　

年
８
月
８
日  

長
帳　

２
丁  
１

１７

１３

　
 

玉
蓮
院
殿
十
三
回
忌
記 

明
治　

年
８
月
２
日  

長
帳　

２
丁  
１

１８

２４

中
村
氏

年
中
行
事
等

　
 

社
参
之
次
第 

天
明
８
年
正
月　

日　
 
折
紙  

�
�
１

１９

２８

野
尻
直
啓
↓
（
中
村
弥
次
郎
）

　
 

神
拝
之
聞
書 

天
明
８
年
正
月　

日　
 
列
帳　

７
丁  
１

２０

２８

中
村
養
昌

　
 

家
事
（
中
村
家
年
中
行
事
等
） 

年
未
詳 

袋
綴　
　

丁  
１

２１

１６

平
中
村
弥
次
郎
貞
廉

　
　

屋
敷
・
住
所

25

１ 

父
跡
屋
敷
拝
領
許
可
申
渡
書 

 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
安
永
７
年
）
戊
戌
７
月　

日
２１

中
川
八
郎
右
衛
門
（
印
「
寄
忠
」）
↓
中
村
弥
次
郎
（
養
昌
）

〔
前
書
〕
金
森
猪
之
助
・
岡
田
八
兵
衛
・
浅
加
隼
人
（
普
請
奉
行
）

↓
中
川
八
郎
右
衛
門
・
三
田
村
内
匠
・
横
山
又
五
郎
（
寺
社
奉
行
）

２ 

居
宅
借
受
に
つ
き
取
決
証
文 

 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
天
明
５
年
）
乙
巳
９
月　

日
２４

井
上
八
十
郎
（
花
押
）
↓
中
村
弥
次
郎
（
養
昌
）

３ 

屋
敷
図
綴
（　

枚
） 

（
天
明
〜
明
治
） 

 

こ
よ
り
綴  
�
１

２２

４ 

中
村
知
左
衛
門
屋
敷
拝
領
願
に
つ
き
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
嘉
永
５
年
）
壬
子　

月　

日

１２

１３

前
田
内
蔵
助
（
印
「
菅
原
」）
↓
中
村
知
左
衛
門
（
豫
）

〔
前
書
写
〕山
森
雄
次
郎
・
岡
田
与
一
・
土
肥
吉
之
丞
・
団
七
大
夫
・
大

藪
織
部（
普
請
奉
行
）
↓
前
田
内
蔵
助
・
前
田
外
記
・
山
崎
七
郎
左
衛
門

（
寺
社
奉
行
）

５ 

家
作
見
計
ら
い
に
つ
き
七
尾
へ
発
足
届
控 

 

切
紙  
�
�
�
１

↓
金
沢
県
庁 

（
明
治
５
年
）
壬
申
正
月　

日
２４

６ 

家
禄
・
身
分
・
居
所
等
届
書 

明
治
７
年　

月 

 

切
紙  
�
�
�
１

１１

中
村
豫
卿

７ 

住
所
寄
留
届 

大
正
５
年　

月 

 

罫
紙  
�
�
�
１

１０

中
村
民
作
↓
金
沢
市
長　

山
森
隆

〔
奥
書
〕
家
主　

杉
本
�
次
郎　

文
案
代
書　

永
田
弥
兵
衛 

二
七

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



　
　

家
計
（
家
計
簿
・
寄
付
・
借
財
等
）

26

１ 

窮
民
救
済
に
つ
き
寄
付
聞
届
申
渡
書 　
（
明
治
３
年
）
３
月　

日
２２

藩
庁
↓
中
村
知
左
衛
門　
〔
端
裏
書
〕「
学
政
所
江
」 

切
続
紙  
�
�
１

２ 

窮
民
救
済
に
つ
き
寄
付
金
受
取
書 

明
治
３
年
３
月 

一
紙  
�
�
�
１

会
計
局
（
印
）
↓
中
村
知
左
衛
門

３ 

金
禄
改
定
布
達
写 

明
治
８
年　

月　

日　
 
罫
紙 

１
丁  
１

１１

２２

石
川
県
権
令　

桐
山
純
孝

４ 

金
禄
御
改
正
御
請
証 

明
治
９
年　

月　

日　
 
罫
紙  

�
�
１

１１

１０

第
七
大
区
小
三
区
所
口
村
新
建
四
番
邸
士
族
中
村
予
卿
↓
石
川
県
権

令
桐
山
純
孝

５ 

金
禄
改
正
に
つ
き
石
円
換
算
・
証
書
返
納
・
請
証
等
留 
罫
紙  
�
�
�
１

中
村
豫
卿 

明
治
９
年

６ 

金
禄
証 

明
治　

年
８
月　
 

切
紙  

�
�
１

１０

石
川
県
大
七
大
区
（
印
）
↓
中
村
豫
卿
（
印
）

７ 

金
禄
公
債
利
子
金
領
収
書
控 

明
治　

年　

月
４
日  

罫
紙
綴
１
丁  
１

２２

１１

鹿
島
郡
七
尾
町
字
亀
山
町　

番
地　

士
族
中
村
民
作
↓
第
十
二
銀
行

７５

七
尾
支
店

８ 

金
銭
入
払
帳 

明
治　

年　

月　

日
〜　

年
１
月 

長
帳　
　

丁  
１

１０

１１

２８

１８

２３４

 

 

 

 
（
合
綴
）

９ 

金
銭
入
払
帳  
第
六 
明
治　

年
２
月
５
日
改
〜　

年
３
月 

長
帳　
　

丁  
１

１８

２３

１４１

中
村 

 

　
 

金
銭
入
払
帳 

明
治　

年
２
月
１
日
〜　

年　

月 

長
帳　
　

丁  
１

１０

２１

２７

１２

４５

　
 

金
銭
収
入
支
出
録 

 

 

横
帳　
　

丁  
１

１１

７１

 

明
治　

年
４
月　

日
〜　

年　

月　

日

４２

２８

４４

１２

２４

桃
軒
子
惇
（
中
村
民
作
）・
独
楽
楼

　
 

金
銭
出
納
簿 

明
治　

年
１
月
改 

横
帳　
　

丁  
１

１２

４５

８７

桃
軒
子
惇 

大
正
３
年
６
月
増
補 
　

　
 

消
耗
費
月
末
統
計 

大
正
９
年
１
月　
 

横
帳　
　

丁  
１

１３

３７

中
村
氏

　
 

金
銭
収
支
日
計
簿 

 

 

横
帳  
�
�
�
２

１４

①
大
正　

年
７
月　

日
〜　

年
６
月　

日 

　
　
　
　

丁　

１０

１３

１２

１４

４１

②
昭
和
２
年
１
月
改
〜
３
年　

月　

日 

　
　
　
　

丁　

１１

２９

３１

桃
林
庵

　
 

呉
服
商
売
仕
切
書
（
錯
簡
仮
綴
り
） 
年
未
詳 

（
長
帳
）  
�
�　

１５

１５

①
１
／
９
〜
１
／　
　

②
２
／
１
〜
２
／　
　

③
３
／　

〜
４
／
４

２４

２５

２５

④
４
／　

〜
５
／　
　

⑤
６
／
２
〜
６
／　
　

⑥
７
／
８
〜
７
／　

１９

２０

２４

３１

⑦
８
／
１
〜
９
／
３　

⑧
９
／
８
〜
９
／　
　

⑨
９
／　

〜　

／　

３０

２８

１０

２９

⑩　

／
１
〜　

／　
　

⑪　

／　

〜　

／
５　

⑫　

／　

〜　

／　

１０

１０

３０

１０

３１

１１

１０

３０

１２

１５

⑬　

／　

〜　

／　
　

⑭　

／　

〜
１
／
５　

⑮
そ
の
他

１２

１７

１２

２４

１２

３１

　
 

門
弟
よ
り
月
謝
お
よ
び
贈
答
品
書
上 

 

罫
紙
綴
４
丁  
１

１６
 

 

明
治　

年
４
月
〜　

年
８
月

２２

２５

　
 

小
遣
帖 

 

 

横
帳　
　

丁  
２

１７

２１

①
明
治　

年
７
月　

②
明
治　

年
１
月 

　
　
　
　

丁　

２７

３３

２０

中
村
氏

　
 

軍
資
金
献
納
承
認
状 

明
治　

年
９
月　

日　
 
一
紙  

�
�
１

１８

２７

１５

海
軍
省
経
理
局
長
海
軍
主
計
総
監
正
五
位
勲
三
等
川
口
武
定
↓
中
村

民
作

　
 

明
治　

・　

年
戦
役
軍
資
金
献
納
に
つ
き
感
謝
状 

一
紙  
�
�
�
１

１９

２７

２８

 

 

明
治　

年
６
月
１
日

３０

石
川
県
知
事
従
四
位
勲
四
等
古
沢
滋
↓
石
川
県
能
登
国
鹿
島
郡
崎
山

村
中
村
民
作

二
八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅱ　

家
（　
　

家
計　
　
　
　

日
記
・
諸
事
留
・
雑
録
等
）

２６

２７



　
 

有
体
動
産
売
渡
証 

 

罫
紙
綴
３
丁  
１

２０

鹿
島
郡
七
尾
町
字
亀
山
町
中
村
民
作
↓
寺
谷
や
い

　
 

有
体
動
産
賃
貸
借
契
約
証 

大
正
４
年
７
月　

日  

罫
紙
綴
４
丁  
１

２１

１０

賃
借
人
鹿
島
郡
七
尾
町
字
亀
山
町
中
村
民
作
↓
寺
谷
や
い
保
証
人
中

村
禎
雄
・
七
尾
町
字
一
本
杉
町
横
川
幸
吉　
〔
奥
書
〕「
確
定
日
付
第
弐
百

八
号
」（
印
「
大
正
四
年
七
月
十
六
日
七
尾
区
裁
判
所
」）

　
 

年
賦
償
還
借
入
請
求
書
等
綴 

大
正
４
年
７
月 

 

罫
紙
他
４
枚  
１

２２

鹿
島
郡
七
尾
町
字
亀
山
町
中
村
民
作
↓
株
式
会
社
石
川
県
農
工
銀
行

頭
取
本
多
政
以

　
 

年
賦
償
還
借
入
請
求
書
等
返
送
に
つ
き
依
頼
書 

 

罫
紙  
�
�
�
１

２３
 

 

大
正
４
年
８
月
６
日　
 
封
筒
有

石
川
県
農
工
銀
行
（
印
）
↓
釣
谷
他
吉

　
 

物
件
延
期
承
諾
書 

大
正
４
年
９
月　

日 

罫
紙
綴
３
丁  
１

２４

３０

鹿
島
郡
七
尾
町
字
富
岡
町
寺
谷
や
ゑ
↓
中
村
民
作

　
 

流
用
貸
借
覚
附
関
係
払
方
及
び
転
宅
入
費
記
録 

横
帳　

９
丁  
１

２５

中
村
氏　
　

石
蘭
亭 

大
正
４
年
９
月　

日
〜
７
年　

月

１９

１１

　
 

借
用
金
証
書
・
承
認
証
・
特
約
依
頼
証 

 

用
紙  
�
�
�
３

２６
 

 

大
正
５
年
５
月　

日
１９

中
村
民
作
（
印
）・
中
村
多
仁
（
印
）・
中
村
禎
雄
↓
南
助
作

　
 

領
収
証 

大
正
５
年
５
月　

日　
 
罫
紙  

�
�
１

２７

１９

金
沢
市
竪
町
南
助
作
（
印
）
↓
中
村
民
作

　
 

借
用
金
三
ヶ
月
賦
表 

年
未
詳　
 

罫
紙  

�
�
１

２８
　
 

返
済
金
不
足
に
つ
き
案
内
書
簡
附
計
算
書　

７
月　

日　
 
切
続
紙  
�
�
２

２９

１５

河
原
町
十
三
番
地
南
助
作
↓
中
村
民
作 

切
紙

　
 

抵
当
権
設
定
に
つ
き
不
動
産
登
記
通
知
書 

 

用
紙  
�
�
�
１

３０
 

 

大
正
６
年
２
月
２
日

七
尾
区
裁
判
所
（
印
）
↓
鹿
島
郡
七
尾
町
字
亀
山
町
中
村
民
作

　
 

有
体
動
産
貸
付
等
請
求
金
額
内
訳
書　

年
未
詳 

 

罫
紙  
�
�
�
１

３１
　
 

利
子
受
取
書
お
よ
び
添
書 

大
正
７
年　

月　

日  

用
紙
他  
�
�
２

３２

１２

１０

株
式
会
社
田
鶴
浜
銀
行
（
印
）
↓
中
村
民
作 

封
筒
有

　
 

貸
付
金
領
収
書 

大
正
８
年
４
月
４
日  

用
紙  
�
�
�
１

３３

七
尾
銀
行
貸
付
係
石
井
和
三
郎
↓
中
村
禎
雄 

封
筒
有

　
 

貸
金
元
利
請
求
書 

大
正
８
年　

月　

日  

用
紙  
�
�
�
２

３４

１１

２８

①
株
式
会
社
田
鶴
浜
銀
行（
印
）↓
亀
山
町
中
村
民
作

②
株
式
会
社
田
鶴
浜
銀
行（
印
）↓
金
沢
市
十
三
間
町
中
町
中
村
民
作

　
 

亀
山
町
宅
地
等
抵
当
権
設
定
に
つ
き
承
諾
書
等
綴
附
測
量
図  
�
�
�
２

３５
 

大
正
９
年
５
月　

日
２４

①
田
鶴
浜
銀
行
取
締
役
永
江
久
常
（
印
）
等 

罫
紙
綴　

丁  
�

１６

②
測
量
者　

天
井
清
之
助
（
印
） 

切
紙

　
　

日
記
・
諸
事
留
・
雑
録
等

27

１ 

中
村
養
昌
一
代
記 

明
和
５
年
３
月
〜
享
和
４
年 

袋
綴　
　

丁  
１

８９

中
養

２ 

起
止
録 

天
保
９
年
〜
明
治　

年 
袋
綴　
　

丁  
５

１７

９４

豫
卿　

石
蘭
亭
主
人　

紹
成
堂
主
人 

　

丁
・　

丁

１３７

１５８

①
天
保
の
巻　

②
弘
化
の
巻　

③
嘉
永
の
巻 

　

丁
・　

丁

１１２

６９

④
安
政
・
文
久
・
元
治
の
巻　

⑤
明
治
の
巻　
 

３ 

独
閑
風
月
遊　

下
之
記
（
水
無
月
）　
 

横
帳　
　

丁  
１

１６

紅
葉
庵　

豫
卿

４ 

三
崎
行
遊
記 

（
明
治　

年
） 

袋
綴　

７
丁  
１

１２

中
村
豫
卿 

二
九

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



５ 

日
録
・
日
誌 

（
明
治
・
大
正
）　
 

罫
紙
綴  
�
�
６

①
石
蘭
亭　
　
　

明
治　

年
４
月
〜　

年　

月

２４

３０

１２

②
石
蘭
亭　
　
　

明
治　

年
１
月
〜　

年
７
月

４２

４４

③（
民
作
）　
　
　

大
正
８
年
１
月
〜　

月
１２

④
静
観
楼　
　
　

大
正
９
年
１
月
〜　

年　

月

１０

１２

⑤
桃
林
庵
主
人　

大
正　

年
１
月
〜　

年　

月

１１

１２

１２

⑥
桃
林
庵　
　
　

大
正　

年
１
月
〜　

年　

月

１３

１４

１２

６ 

掌
略
記 

（
明
治
・
大
正
） 

 

罫
紙
綴　

丁  
２

１３２

静
観
楼
子
惇 

 

　
　
　
　

丁
１５

①
第
三
号　

②
四
号　

明
治　

年　
 

　
　

４３

７ 

園
圃
日
録
（
園
芸
日
誌
） 

大
正
４
年
仲
秋
〜　

年 
罫
紙
綴　

丁  
１

１５

１７

白
桃
園　
 

 

　
　

８ 

住
所
録
等
雑
記
帳 

（
明
治
・
大
正
） 

横
小
帳　

丁  
１

５８

９ 

雑
稿
紙 

昭
和
３
年
９
月 

袋
綴　

３
丁  
１

桃
林
庵

　
　

書
状
・
書
簡

28

１ 

東
武
出
立
に
伴
い
御
国
染
一
反
贈
送
に
つ
き
書
状 

 

切
封  
�
�
�
１

 

（
天
明
６
年
）
９
月　

日
１４

本
多
安
房
守
（
政
行
）
↓
中
村
弥
次
郎
（
養
昌
）

２ 

御
国
染
一
反
拝
領
御
礼
状
控 

（
天
明
６
年
）
９
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

１４

中
村
弥
次
郎
（
養
昌
）
↓
安
房
守
様
御
止
宿
衆
中

３ 

忌
中
見
舞
及
び
素
麺
贈
送
に
つ
き
書
状 

 

切
封  
�
�
�
１

 

（
天
明
８
年
）
８
月
５
日

本
多
安
房
守
↓
中
村
弥
次
郎

４ 

安
房
守
様
御
書
御
礼
及
び
今
日
よ
り
出
勤
に
つ
き
書
状
控

中
村
↓
御
近
習
様
方 

（
天
明
８
年
）
８
月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

１０

５ 

出
産
見
舞
及
び
葛
粉
・
蠣
贈
送
に
つ
き
書
状 

 

切
封  
�
�
�
１

 

（
寛
政
３
年
）
７
月
９
日

本
多
安
房
守
↓
中
村
弥
次
郎

６ 

療
養
見
舞
及
び
烏
賊
鮓
贈
送
に
つ
き
書
状 
　

月
１
日 

切
封  
�
�
�
１

１１

本
多
安
房
守
↓
中
村
弥
次
郎 

７ 

葱
・
鴨
贈
送
に
つ
き
書
状 

　

月　

日 

切
封  
�
�
�
１

１１

２４

本
多
安
房
守
↓
中
村
弥
次
郎

８ 

葱
・
鴨
贈
送
及
び
珍
書
差
越
に
つ
き
書
状 
　

月
７
日 

切
封  
�
�
�
１

１２

本
多
安
房
守
↓
中
村
弥
次
郎 

９ 

東
武
出
立
に
つ
き
見
舞
状 

（
寛
政
５
年
）
３
月　

日 

切
封  
�
�
�
１

１６

本
多
安
房
守
↓
中
村
知
左
衛
門
（
養
昌
）

　
 

疱
瘡
治
癒
見
舞
及
び
干
饂
飩
贈
送
に
つ
き
書
状 

 

切
封  
�
�
�
１

１０

 

（
寛
政
８
年
）
４
月
晦
日

本
多
安
房
守
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

帯
刀
領
の
葱
お
よ
び
鴨
贈
送
に
つ
き
書
状 

正
月　

日 

切
封  
�
�
�
１

１１

２０

（
本
多
安
房
守
↓
中
村
知
左
衛
門
）

　
 

本
吉
鮭
贈
送
及
び
材
木
町
麗
操
院
に
つ
き
書
状 

 

切
封  
�
�
�
１

１２

本
多
安
房
守
↓
中
村
知
左
衛
門 

　

月　

日

１０

２０

　
 

帯
刀
領
の
葱
お
よ
び
鴨
贈
送
に
つ
き
書
状 
　

月　

日 

切
封  
�
�
�
１

１３

１２

２１

本
多
安
房
守
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

来
駕
及
び
漢
詩
加
筆
依
頼
状 

酉
４
月
６
日 

切
封  
�
�
�
１

１４

林
清
次
郎
↓
中　

文
太
郎

　
 

学
問
等
に
つ
き
書
状 

８
月
３
日 

切
続
紙  
�
�
１

１５

佐
藤
元
知
（
印
）
↓
大
俊
傑
中
村
賢
契
・
大
英
傑
豊
島
賢
契

三
○

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅱ　

家
（　
　

日
記
・
諸
事
留
・
雑
録
等　
　
　
　

書
状
・
書
簡
）

２７

２８



　
 

楓
林
之
晩
愛
賞
に
つ
き
稼
亭
よ
り
お
誘
い
案
内
書 

 

切
紙  
�
�
�
１

１６

丹
羽
弟
次
郎
↓
中　

文
太
郎
（
豫
） 

９
月　

日
１７

　
 

新
年
賀
状 

正
月
２
日 

切
紙  

�
�
１

１７

西
坂
�　

衷
（
花
押
）
↓
中　

知
左
衛
門
（
豫
卿
）

　
 

御
住
居
招
待
御
馳
走
御
礼
及
び
池
田
炭
等
に
つ
き
書
状 
切
封  

�
�
１

１８

源
次
右
衛
門
↓
知
左
衛
門 

８
月
８
日

　
 

桃
の
松
鶴
一
幅
出
来
等
に
つ
き
書
状 

子
４
月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

１９

１７

岸
井
孝
次
（
印
「
孝
次
」）
↓
中　

知
左
衛
門
（
豫
卿
）

　
 

拙
画
調
上
に
つ
き
礼
状 

５
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

２０

２２

孝
次
↓
豫
卿

　
 

伊
藤
氏
依
頼
の
一
幅
に
つ
き
伝
達
願
書 

６
月
６
日 

切
紙  
�
�
�
１

２１

孝
次
↓
豫
卿

　
 

越
後
ち
ぢ
み
拝
領
等
に
つ
き
書
状 

６
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

２２

２９

ぬ
い
↓
い
の
は
ら
平
左
衛
門

　
 

転
宅
等
に
つ
き
書
簡 

明
治　

年
３
月
６
日　
 
用
紙  

�
�
１

２３

１１

中
村
豫
卿
↓
民
作

　
 

民
作
転
校
等
に
つ
き
書
簡 

明
治　

年
５
月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

２４

１１

２１

中
村
克
定
（
印
）
↓
中　

豫
卿

　
 

御
令
閨
様
男
子
出
産
等
に
つ
き
書
簡 

 

切
紙  
�
�
�
１

２５

中
村
政
太
郎
↓
中
村
民
作 
（
明
治　

年
）　

月
６
日

１６

１０

　
 

母
の
法
事
等
に
つ
き
休
暇
延
引
依
頼
書
簡
写 

 

罫
紙  
�
�
�
１

２６

（
中
村
外
与
二
郎
）
↓ 

（
明
治　

年
）

１７

　
 

新
年
に
つ
き
賀
状 

明
治　

年
１
月　

日　
 
切
紙  

�
�
１

２７

１８

１０

中
村
克
定
・
中
村
政
太
郎
↓
中
豫
卿
・
中
民
作

　
 

染
物
指
上
等
に
つ
き
書
簡 

（
明
治　

年
）
２
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

２８

１８

２５

中
村
克
定
↓
中　

豫
卿

　
 

帰
省
の
た
め
電
信
報
知
依
頼
状 

明
治　

年
４
月　

日 

罫
紙  
�
�
�
１

２９

１８

１８

中
村
外
与
四
郎
↓
豫
卿

　
 

禎
雄
受
験
に
つ
き
書
簡 

年
未
詳　
 

切
続
紙  
�
�
１

３０

（
横
川
）
謹
一
郎
↓
兄
上
（
中
村
民
作
）・
姉
上

　
 

姉
女
死
去
等
に
つ
き
見
舞
い
状 

明
治　

年
７
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

３１

１２

２７

荒
井
了
我
↓
中
村
豫
卿

　
 

姉
死
去
等
に
つ
き
見
舞
い
状 

（
明
治　

年
）
７
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

３２

１２

２８

久
↓
老
先
生
（
豫
卿
）

　
 

豫
卿
妻
病
死
案
内
に
つ
き
悔
や
み
状 

 

切
続
紙  
�
�
１

３３
 

（
明
治　

年
）
９
月
４
日

１２

近
岡
半
兵
衛
・（
中
村
）
外
与
二
郎
↓
中
村
豫
卿

　
 

新
年
に
つ
き
賀
状 

明
治　

年
１
月　

日　
 
切
続
紙  
�
�
１

３４

１３

３０

近
岡
半
兵
衛
↓
近
岡
儀
助
・
同　

母

　
 

御
令
息
徴
兵
免
役
に
つ
き
返
書 

明
治　

年
９
月　

日  

罫
紙  
�
�
�
２

３５

１６

３０

近
岡
半
兵
衛
↓
中
村
豫
卿

　
 

新
年
に
つ
き
賀
状 

明
治　

年
１
月
３
日　
 
は
が
き  
�
�
１

３６

１７

東
京
都
神
田
区
猿
楽
町
２
番
地
近
岡
半
兵
衛
↓
七
尾
馬
出
町
中
村
豫

卿

　
 

懐
中
時
計
内
金
受
取
に
つ
き
返
書 

 

切
封  
�
�
�
１

３７
 

明
治　

年
１
月　

日

１７

１５

東
京
近
岡
半
兵
衛
↓
七
尾
馬
出
町
中
村
豫
卿

　
 

鱈
子
塩
漬
な
ど
受
取
御
礼
お
よ
び
外
与
二
郎
帰
県
に
つ
き
書
簡

３８

（
近
岡
）
半
兵
衛
↓
実
母 

明
治　

年
３
月　

日　
 
切
続
紙  
�
�
１

１７

２９

　
 

御
礼
に
つ
き
木
綿
縮
送
付
状 

明
治　

年
７
月　

日  

郵
便
用
紙  
�
１

３９

１７

１０

半
兵
衛
↓
中
村

　
 

令
息
外
与
二
郎
帰
省
に
つ
き
書
簡 

 

切
続
紙  
�
�
１

４０
 

（
明
治　

年
）
４
月　

日

１７

２３

半
兵
衛
↓
馬
出
し
村　

中
村

三
一

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



　
 

中
村
外
与
二
郎
帰
県
に
つ
き
書
簡 

 

切
紙  
�
�
�
１

４１

近
岡
半
兵
衛
↓
庄
兵
衛
母 
（
明
治　

年
）
４
月　

日

１７

２３

　
 

外
与
二
郎
二
週
間
暇
願
に
つ
き
書
簡 

 

切
続
紙  
�
�
１

４２

半
兵
衛
↓
中
村
豫
卿 

（
明
治　

年
）
４
月　

日

１７

３０

　
 

外
与
二
郎
帰
省
到
着
通
信
文
に
つ
き
返
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

４３
 

（
明
治　

年
）
５
月　

日

１７

１９

近
岡
半
兵
衛
↓
中
村
外
与
二
郎

　
 

外
与
二
郎
心
得
違
い
に
つ
き
諭
し
依
頼
書 

 

罫
紙  
�
�
�
１

４４
 

（
明
治　

年
）
６
月
１
日

１７

近
岡
半
兵
衛
（
印
「
近
岡
」）
↓
中
村
豫
卿
・
同
御
二
人

　
 

御
厚
情
御
礼
お
よ
び
外
与
二
郎
な
ど
近
況
報
告 

 

切
続
紙  
�
�
１

４５

近
岡
半
兵
衛
↓
中
村
豫
卿 

　

月　

日

１０

３１

　
 

御
肴
料
お
よ
び
外
与
二
郎
小
遣
い
受
取
り
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

４６

近
岡
半
兵
衛
↓
御
馬
出
し　

中
村
豫
卿 　

月
７
日

１２

　
 

八
田
村
亀
井
貸
金
の
義
に
つ
き
依
頼
書 

　

月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

４７

１２

２６

近
岡
半
兵
衛
↓
中
村
豫
卿

　
 

袴
・
羽
織
代
金
等
調
送
に
つ
き
依
頼
書 

　

月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

４８

１２

２６

近
岡
半
兵
衛
↓
中
村
先
生

　
 

横
浜
か
ら
四
日
市
に
帰
宅
に
つ
き
書
簡 

　

月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

４９

１２

１１

青
山
延
寿
↓
中
村
賢
兄　
〔
添
書
〕「
読
史
雑
詠
添
る
」

　
 

鹿
肉
到
来
に
つ
き
礼
状 

　

月　
　
 

切
紙  

�
�
１

５０

１２

井
口
済
↓
中
村
豫
卿

　
 

封
書
・
鹿
肉
受
取
状 

　

月
９
日 

切
紙  

�
�
１

５１

１２

井
口
無
加
之
（
印
）
↓
中
村
豫
卿

　
 

御
馳
走
に
つ
き
御
礼
状 

（
明
治　

年
）　 

罫
紙  

�
�
１

５２

１８

井
口
妙
笑
↓
中
村
豫
卿

　
 

新
栄
の
家
屋
移
住
等
に
つ
き
書
状　

久
酉
４
月 

 

一
紙  
�
�
�
１

５３

梅
村
近
義
↓
中
村
君
立
軒
英
賢 

包
有

　
 

御
馳
走
御
礼
状 

明
治　

年
８
月　

日　
 
切
紙  

�
�
１

５４

２１

１９

江
草
富
喜
（
為
彦
）
↓
中
村
老
翁

　
 

御
二
男
外
与
二
郎
東
京
差
遣
に
つ
き
書
簡 

 

用
紙  
�
�
�
１

５５

 

明
治　

年
７
月　

日

１０

２２

本
郷
前
田
様
御
邸
内
大
島
善
太
郎
↓
中　

豫
卿

　
 

金
沢
在
中
御
厚
情
に
つ
き
帰
名
後
礼
状 

 

切
続
紙  
�
�
１

５６
 

（
大
正
５
年
）
８
月
７
日 

大
島
多
計
比
古
↓
中
村
民
作
・
同　

禎
雄　
〔
封
〕
名
古
屋
市
東
外
堀
町

大
島
多
計
比
古
↓
金
沢
市
新
竪
町
中
村
民
作
・
同
禎
雄

　
 

新
年
に
つ
き
賀
状 

明
治　

年
１
月
１
日 

一
紙  

�
�
１

５７

２１

笠
松
久
太
郎
↓
立
軒
先
生

　
 

揮
筆
等
に
つ
き
書
簡 

７
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

５８

１１

河
波
有
道
↓
中
邨
雅
兄
（
豫
卿
）

　
 

奇
人
特
志
の
人
物
と
会
席
等
に
つ
き
書
簡 

 

切
続
紙  
�
�
１

５９

河
波
有
道
（
椶
園
）
↓
中
村
雅
兄 

７
月　

日
１８

　
 

入
山
間
の
漢
詩
披
露
等
に
つ
き
書
簡 

　

月　

日 

切
封  
�
�
�
１

６０

１０

２１

（
佐
）
藤
暢
↓
立
軒

　
 

家
作
祝
い
と
し
て
紅
魚
五
尾
送
り
状 

　

月
１
日 

切
紙  
�
�
�
１

６１

１１

杉
村
精
一
↓
中
村
豫
卿
・
同　

民
作

　
 

字
典
代
価
に
つ
き
書
簡 

　

月　

日 

切
封  

�
�
１

６２

１１

１４

杉
村
精
一
↓
中
村
先
生

　
 

新
年
に
つ
き
賀
状 

明
治　

年
１
月　

日　
 
切
続
紙  
�
�
１

６３

１８

１８

長
連
孝
↓
中
邨
立
軒
先
生
・
杉
邨
青
渓
先
生
・
松
田
袖
昜
先
生

　
 

提
灯
返
却
お
よ
び
漢
詩
勘
校
願
に
つ
き
書
簡 

 

切
封  
�
�
�
１

６４

三
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅱ　

家
（　
　

書
状
・
書
簡　
　
　
　

事
件
・
そ
の
他
）

２８

２９



土
田
守
直
（
源
四
郎
）
↓
立
軒
先
生 

年
未
詳

　
 

御
令
息
師
範
校
入
授
に
つ
き
返
書 

１
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

６５

１６

豊
島
毅
↓
中
村
豫
卿
・
卯
野
良

　
 

拝
借
書
籍
返
却
猶
予
等
に
つ
き
書
簡 

 

切
続
紙  
�
�
１

６６

外
山
兵
衛
↓ 

（
明
治　

年
８
月
）

２１

　
 

警
官
奉
職
等
に
つ
き
書
簡 

明
治　

年
６
月
５
日  

切
続
紙  
�
�
１

６７

２１

東
京
府
麻
布
警
察
署
勤
務
仲
島
豊
吉
↓
中
村
立
軒
先
生

　
 

新
年
に
つ
き
賀
状 

明
治　

年
２
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

６８

１８

２０

中
野
徳
次
郎
↓
杉
村
精
一
・
中
村
豫
卿

　
 

私
方
に
て
養
生
願
い
等
書
簡 

５
月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

６９

１６

東
方
真
平
（
履
・
芝
山
）
↓
中
村
知
左

　
 

賀
詩
預
か
り
に
つ
き
御
礼
等
書
簡 

３
月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

７０

２６

藤
田
維
正
↓
中
村
賢
台 

　
 

県
庁
へ
願
方
等
書
簡 

　

月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

７１

１０

２８

藤
田
維
正
↓
中
邨
君

　
 

貴
家
滞
在
御
礼
等
書
簡 

（
明
治　

年
）
５
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

７２

２１

２８

藤
原
確
斎
↓
中
村
民
作

　
 

経
書
の
講
蒙
に
つ
き
謝
意
状 

明
治　

年
２
月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

７３

１８

２０

鹿
島
郡
書
記
堀
宗
太
郎
↓
中
村
豫
卿

　
 

祝
筵
不
参
に
つ
き
書
簡 

　

月　

日 

切
封  

�
�
１

７４

１０

１７

松
田
久
平
（
袖
陽
）
↓
中
村
豫
卿

　
 

隠
居
祝
に
つ
き
酒
魚
進
呈
等
書
簡 

　

月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

７５

１１

２２

守
山
陶
吉
↓
中
村
先
生 

　
 

予
卿
子
息
師
範
学
校
入
学
志
願
に
つ
き
書
簡
下
書
（
後
欠
）

７６
 

 

年
未
詳 

切
続
紙  
�
�
１

　
 
「
心
底
香
記
」
返
却
お
よ
び
漢
詩
勘
校
願
書
簡 

 

切
続
紙  
�
�
１

７７
 

８
月
１
日

　
 

前
金
御
渡
依
頼
等
書
簡 

８
月　

日 

切
紙  

�
�
１

７８

１１

和
田
（
野
崎
や
ニ
テ
）
↓
後
藤

　

　
　

事
件
・
そ
の
他

29

１ 

喜
大
夫
倅
庄
兵
衛
、
家
来
手
討
等
留
書 

 

長
帳　

１
丁  
１

 

宝
暦
元
・
２
年

・
中
村
喜
大
夫
↓
河
地
次
太
夫
・
勝
俣
平
蔵
・
坂
井
兵
右
衛
門
・
寺
西

紋
太
夫

・
九
里
治
兵
衛
↓
多
賀
宇
兵
衛
・
横
山
木
工
・
生
駒
内
膳

・
沢
崎
新
右
衛
門
・
勝
俣
平
蔵
・
寺
西
紋
大
夫
↓
池
田
七
蔵

２ 

筑
前
守
様
（
慶
寧
）
学
校
剣
術
御
覧
に
つ
き
出
座
申
付
伝
書

 

（
弘
化
３
年
）
丙
午
正
月　

日 

切
封  
�
�
�
１

２４

山
崎
岩
之
丞
↓
中
村
文
太
郎
（
豫
）

３ 

学
校
出
座
方
（
筑
前
守
様
御
覧
欠
席
）
に
つ
き
呼
出
書 

切
封  
�
�
�
１

 

（
弘
化
３
年
）
丙
午
正
月
晦
日

山
崎
岩
之
丞
↓
中
村
文
太
郎

４ 

筑
前
守
様
学
校
剣
術
御
覧
、
欠
席
に
つ
き
申
立
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
弘
化
３
年
）
正
月
晦
日

中
村
文
太
郎
（
花
押
）
↓
山
崎
岩
丞　
〔
付
箋
〕「
一
条
与
申
義
ハ
何
ノ
事
歟
、

不
相
分
候
間
、
其
訳
合
為
調
可
被
申
候
事
」

５ 

申
渡
義
有
に
つ
き
呼
出
書 
（
弘
化
３
年
）
丙
午
３
月　

日 

切
封  
�
�
�
１

２７

伊
藤
主
馬
（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
文
太
郎

６ 

筑
前
守
様
経
武
館
剣
術
御
覧
、
欠
席
不
心
得
に
つ
き
外
出
指
留
申
渡
写

↓
松
平
玄
蕃
（
寺
社
奉
行
）
等　
（
弘
化
３
年
） 

切
続
紙  
�
�
１

７ 

嫡
子
文
太
郎
義
に
つ
き
呼
出
書 
（
弘
化
４
年
）
５
月
朔
日 

切
封  
�
�
�
１

伊
藤
主
馬
（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
） 

三
三

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



８ 

文
太
郎
外
出
指
留
置
赦
免
に
つ
き
一
件
写
（
後
欠
） 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
弘
化
４
年
）
未
５
月
朔
日

・
伊
藤
主
馬
（
寺
社
奉
行
）
↓
中
村
弥
次
郎

・　
　

↓
松
平
玄
蕃
等

・
中
村
弥
次
郎
せ
か
れ
文
太
郎
↓
松
平
玄
蕃
・
篠
原
監
物
・
伊
藤
主
馬

９ 

文
太
郎
外
出
指
留
置
御
免
に
つ
き
申
渡
書
写 

 

切
紙  
�
�
�
１

↓
松
平
玄
蕃
等 

（
弘
化
４
年
）

　
 

中
村
民
作
弟
外
与
次
郎
徴
兵
免
役
に
つ
き
達
書 

罫
紙  
�
�
�
１

１０
 

明
治　

年　

月
８
日

１６

１０

鹿
島
郡
長
加
藤
�
二
↓
藤
橋
村
等
戸
長
役
場

〔
添
書
〕　

月
９
日　

藤
橋
役
場
（
印
）
↓
中
村
民
作

１０

　
 

父
予
卿
病
気
に
つ
き
帰
省
願 

明
治　

年
４
月 

 

切
紙  
�
�
�
１

１１

１８

会
計
部
第
六
科
管
外
四
等
工
中
村
外
与
次
郎
↓
会
計
部
第
六
科
長
改

田
貞
□

Ⅲ　

学
校
等

　
　

明
倫
堂
・
孝
友
堂

31

１ 

文
太
郎
、
学
校
入
校
許
可
申
渡
書  

 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
天
保
２
年
）　

月　

日

１０

２０

天
野
権
左
衛
門
（
学
校
方
御
用
）
↓
中
村
弥
次
郎
（
敬
忠
）

２ 

都
講
初
見
式
に
つ
き
上
下
着
用
に
て
学
校
へ
出
頭
申
付
書

 

（
天
保
２
年
）　

月　

日 

切
封  
�
�
�
１

１０

２１

天
野
権
左
衛
門
↓
中
村
文
太
郎
（
豫
）

３ 

明
倫
堂
坐
順 

天
保
２
年
〜
９
年　
 

横
小
帳  
�
�
５

①
天
保
２
年　

月
〜
４
年
２
月 

　

丁
・　

丁

１１

２６

２５

②
４
年
６
月
〜
５
年　

月　

③
６
年
２
・
６
月 

　

丁
・　

丁

１１

１０

１１

④
６
年
８
・　

月　

⑤
９
年  

　

丁　
　
　

１１

１１

中
村
文
太
郎　
 

　

４ 

御
用
に
つ
き
学
校
へ
出
頭
申
付
書 

４
月　

日 

切
封  
�
�
�
１

１３

天
野
権
左
衛
門
↓
中
村
文
太
郎

５ 

御
仕
法
に
つ
き
生
徒
御
免
申
渡
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
天
保　

年
）
２
月　

日

１０

１７

古
屋
甚
兵
衛
（
学
校
方
御
用
）
↓
中
村
文
太
郎

６ 

御
用
に
つ
き
学
校
へ
出
頭
申
付
書 

　

月　

日 

切
封  
�
�
�
１

１０

２７

大
田
小
助
（
経
武
館
督
学
）
↓
中
村
文
太
郎

７ 

講
義
録
・
来
客
簿
等
諸
覚 

天
保　

年
〜
弘
化
４
年 
横
帳　
　

丁  
１

１０

２８

８ 

書
籍
出
納
簿 

（
天
保　

〜
慶
応
元
年
） 

横
帳  
�
�
�
２

１０

立
軒　

①
「
借
用
」
天
保　

年
よ
り 

　
　
　

９
丁

１１

　
　
　

②
「
蔵
」
弘
化
４
年
晩
秋
改　
 

　
　
　
　

丁
１１

９ 

或
問
�
之
説
（
論
語
）
云
々
之
章
講
義
録 

 

袋
綴　

３
丁  
１

丹
羽
弟
次
郎　

謹
講 

天
保　

年　

月　

日

１２

１０

１２

　
 

授
業
出
席
簿 

天
保　

年　
 

長
帳　

８
丁  
１

１０

１３

孝
友
堂

　
 

起
止
簿
（「
史
記
・
漢
書
」
等
素
読
記
録
） 

横
帳　
　

丁  
１

１１

２７

 

（
天
保　

年
）
壬
寅
秋
７
月
〜
卯
正
月

１３

　
 

素
読
等
人
々
名
書 

（
明
治
２
年
）
巳
２
月
〜　

月 

長
帳　
　

丁  
１

１２

１２

１２

　

　
　

明
倫
堂
〜
西
校
（
明
治
初
年
）

32

１ 

三
等
文
学
教
師
加
り
任
命
書 

（
明
治
２
年
）
巳
８
月 

切
紙  
�
�
�
１

三
四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅱ　

家
（　
　

事
件
・
そ
の
他
）　
　

Ⅲ　

学
校
等
（　
　

明
倫
堂
・
孝
友
堂　
　
　
　

明
倫
堂
〜
西
校　
　
　
　

鹿
島
郡
小
学
校
）

２９

３１

３２

３３



学
政
寮
↓
中
村
知
左
衛
門
（
豫
）

２ 

御
用
に
つ
き
藩
庁
内
学
校
方
へ
出
頭
申
付
書 

 

切
紙  
�
�
�
１

学
校
↓
中
村
知
左
衛
門 

（
明
治
２
年
）　

月　

日

１１

２９

３ 

漢
学
助
教
任
命
辞
令 

（
明
治
２
年
）　

月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

１１

２９

大
参
事
↓
中
村
知
左
衛
門

４ 

漢
学
助
教
拝
命
に
つ
き
届
下
書 
（
明
治
２
年
）　

月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

１１

３０

中
村
知
左
衛
門
↓
士
族
長
御
中

５ 

嫡
子
民
之
助
義
御
用
に
つ
き
学
政
寮
へ
出
頭
申
付
書 
 

切
封  
�
�
�
１

太
田
勘
左
衛
門
↓
中
村
知
左
衛
門 

７
月
９
日

６ 

�
注
館
漢
学
御
用
兼
帯
任
命
書 
 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
明
治
３
年
）
庚
午
７
月
晦
日

学
政
所
↓
山
岸
藩
掌
・
中
村
知
左
衛
門

７ 

藩
庁
申
渡
に
つ
き
添
状 

 

 

切
紙  
�
�
�
１

 

（
明
治
３
年
）
庚
午
閏　

月
７
日

１０

学
校
↓
中
村
知
左
衛
門

８ 

文
学
副
教
師
解
職
辞
令 

 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
明
治
３
年
）
庚
午
閏　

月
７
日

１０

金
沢
藩
↓
中
村
知
左
衛
門

９ 

御
用
に
つ
き
学
校
へ
出
頭
申
付
書 

 

切
紙  
�
�
�
１

 

（
明
治
３
年
）
庚
午
閏　

月　

日

１０

１８

学
校
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

学
校
掛
使
部
任
命
辞
令 

（
明
治
３
年
）
庚
午
閏　

月 

切
続
紙  
�
�
１

１０

１０

金
沢
藩
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

学
政
一
新
、
中
学
東
校
に
て
与
楽
宴
開
催
に
つ
き
案
内
書

１１

学
校
掛
↓ 

（
明
治
３
年
）　

月 

切
続
紙  
�
�
１

１１

　
 

与
楽
宴
開
催
に
つ
き
御
用
申
渡
書 

 

切
封  
�
�
�
１

１２

 

（
明
治
３
年
）　

月
３
日

１２

学
校
記
録
掛
↓
寺
西
啓
太
郎
・
中
村
知
左
衛
門

　
 

金
沢
藩
中
学
西
校
規
則 

（
明
治
３
年
）
庚
午　

月 

袋
綴　
　

丁  
１

１３

１１

１１

 

 

 

 
（
木
版
）

　
 

辞
令
御
渡
に
つ
き
学
校
へ
出
頭
申
付
書 

 

切
封  
�
�
�
１

１４

 

（
明
治
３
年
）　

月　

日

１２

２８

戸
田
清
六
郎
↓
中
村
知
左
衛
門

　
 

中
学
西
校
寄
宿
生
掛
兼
務
辞
令 
（
明
治
３
年
）
庚
午　

月 

切
紙  
�
�
�
１

１５

１２

学
校
↓
学
校
掛
出
仕
分
課
蔵
書
懸
り
中
村
知
左
衛
門

　
 

御
用
に
つ
き
学
校
掛
へ
出
頭
申
付
書 

７
月
９
日 

切
続
紙  
�
�
１

１６

学
校
掛
↓
中
村
知
左 

　
 

文
学
四
等
教
師
加
人
任
命
辞
令 
（
明
治
４
年
）
辛
未
７
月 

切
続
紙  
�
�
１

１７

金
沢
藩
↓
中
村
知
左

　
 

分
課
紀
伝
掛
任
命
辞
令 

（
明
治
４
年
）
辛
未
７
月 

切
紙  
�
�
�
１

１８

学
校
↓
中
村
知
左

　
 

学
校
在
勤
に
つ
き
官
禄
支
給
辞
令 

 

切
紙  
�
�
�
１

１９

金
沢
県
庁
↓
中
村
知
左 

（
明
治
４
年
）
辛
未　

月
１０

　
 

湯
治
願 

（
明
治
４
年
）
辛
未　

月 
罫
紙  

�
�
１

２０

１０

西
校
文
学
四
等
教
師
加
り
中
村
知
左
（
花
押
）
↓
金
沢
県
庁
（
印
「
学
校
」）

　
 

文
学
四
等
教
師
加
人
解
職
辞
令 
 

 

切
紙  
�
�
�
１

２１

金
沢
県
↓
中
村
知
左 
（
明
治
４
年
）
辛
未　

月
８
日

１０

　

　
　

鹿
島
郡
小
学
校

33

１ 

御
用
に
つ
き
所
口
支
庁
へ
出
頭
申
付
書 

 

切
続
紙　
 

１

 

（
明
治
６
年
）
癸
酉
１
月
９
日

第
二
区
会
所
（
印
）
↓
中
村
豫
卿

 

三
五

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



２ 

能
登
国
第
二
区
区
学
校
読
書
教
授
任
命
辞
令 

 

切
紙  
�
�
�
１

典
事
↓
中
村
豫
卿 

明
治
６
年
１
月　

日
１０

３ 

八
幡
小
学
校
任
命
辞
令 

明
治
６
年
７
月　

日  

切
紙  
�
�
�
１

２３

「
学
校
係
印
」（
印
）
↓
中
村
豫
卿

４ 

学
資
金
献
納
に
つ
き
感
謝
状 

明
治
７
年
６
月　

日  

切
紙  
�
�
�
１

１８

石
川
県
↓
小
学
校
四
等
出
仕
中
村
豫
卿

５ 

七
尾
小
学
校
へ
転
任
辞
令 

明
治
８
年
２
月　

日  

切
紙  
�
�
�
１

１４

石
川
県
庶
務
課
↓
中
村
豫
卿

６ 

学
資
金
献
納
に
つ
き
感
謝
状 

明
治　

年
８
月　

日  

切
紙  
�
�
�
１

１０

２４

石
川
県
↓
五
等
訓
導
補
中
村
豫
卿

７ 

五
等
訓
導
補
解
職
辞
令 

明
治　

年
５
月　

日  

切
紙  
�
�
�
１

１１

３０

石
川
県
↓
中
村
豫
卿

８ 

前
田
斉
泰
よ
り
学
資
金
附
与
に
つ
き
廻
達
依
頼
写 

 

罫
紙
綴
２
丁  
１

 

 

明
治　

年
１
月　

日

１２

１１

大
橋
永
学
↓
鹿
島
郡
各
町
村
居
住
旧
金
沢
御
藩
士
族
御
中

〔
奥
書
①
〕
明
治　

年　

月　

大
野
木
克
正
・
安
武
就
義
↓
旧
御
藩
士
族

１１

１２

御
中

〔
奥
書
②
〕
明
治　

年　

月　

前
田
斉
泰
↓
旧
藩
士
族
中

１１

１０

９ 

優
等
表
彰
状 

明
治　

年
８
月
５
日 

切
紙  

�
�
１

１５

有
成
小
学
校
（
印
「
有
成
小
学
校
印
」）
↓
中
村
か
し
く

　
 

鹿
島
郡
七
尾
小
学
校
五
等
訓
導
辞
令 

 

一
紙  
�
�
�
１

１０
 

 

明
治　

年　

月　

日

１５

１２

１２

石
川
県
大
書
記
官
従
六
位
勲
五
等
園
田
安
賢
↓
中
村
民
作

　
 

中
村
民
作
履
歴
書 

（
明
治　

年
）
３
月 

罫
紙  

�
�
１

１１

１６

士
族
中
村
民
作

　
 

鹿
島
郡
尋
常
科
豊
田
小
学
校
長
兼
訓
導
辞
令 

 

一
紙  
�
�
�
１

１２

石
川
県
↓
中
村
民
作 

明
治　

年
４
月
１
日

２０

　
 

八
等
俸
給
辞
令 

明
治　

年
４
月
１
日　
 
一
紙  

�
�
１

１３

２０

石
川
県
↓
校
長
兼
訓
導
中
村
民
作

　
 

七
等
俸
給
辞
令 

明
治　

年　

月　

日　
 
一
紙  

�
�
１

１４

２０

１０

１８

石
川
県
↓
訓
導
中
村
民
作

　
 

鹿
島
小
学
校
建
築
費
寄
附
に
つ
き
感
謝
状 

 

一
紙  
�
�
�
１

１５
 

 

明
治　

年
６
月
１
日

２２

石
川
県
知
事
従
四
位
勲
三
等
岩
村
高
俊
↓
石
川
県
士
族
中
村
民
作

　
 

小
学
校
教
員
免
許
状 

明
治　

年
５
月
８
日　
 
一
紙  

�
�
１

１６

２８

石
川
県
知
事
正
五
位
勲
三
等
三
間
正
弘
↓
石
川
県
師
範
学
校
卒
業
生

石
川
県
士
族
中
村
民
作

　
 

年
功
加
俸
証
書 

明
治　

年　

月
１
日　
 
一
紙  

�
�
１

１７

２９

１０

石
川
県
知
事
正
五
位
勲
二
等
三
間
正
弘
↓
鹿
島
郡
三
室
尋
常
小
学
校

訓
導
中
村
民
作

　
 

鹿
島
郡
外
尋
常
小
学
校
訓
導
辞
令 

 

一
紙  
�
�
�
１

１８
 

 

明
治　

年
４
月　

日

３０

１６

石
川
県
↓
鹿
島
郡
三
室
尋
常
小
学
校
訓
導
中
村
民
作

　
 

八
級
下
俸
給
辞
令 

明
治　

年
４
月
６
日　
 
一
紙  

�
�
１

１９

３１

石
川
県
↓
鹿
島
郡
外
尋
常
小
学
校
訓
導
中
村
民
作

　
 

八
級
上
俸
給
辞
令 

明
治　

年
４
月　

日　
 
一
紙  

�
�
１

２０

３２

１８

石
川
県
↓
鹿
島
郡
外
尋
常
小
学
校
訓
導
中
村
民
作

　
 

中
村
禎
雄
二
等
漕
手
任
命
書 

明
治　

年
９
月　

日  

一
紙  
�
�
�
１

２１

３５

１１

石
川
県
立
第
三
中
学
校
之
余
会
長
奥
田
頼
太
郎（
印
）
↓
第
五
年
級
生
徒

中
村
禎
雄

　
 

校
費
受
払
簿 

明
治　

・
大
正
２
・
３
年
度

２２

４５

子
惇
氏
重
民
（
中
村
民
作
） 
 

横
帳　
　

丁  
１

２８
三
六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅲ　

学
校
等
（　
　

鹿
島
郡
小
学
校
）　
　

Ⅳ　

学
芸
（　
　

学
問
・
武
芸
）

３３

４１



　
 

複
式
教
授
法
講
習
終
了
証
明
書 

大
正
元
年
８
月　

日  

一
紙  
�
�
�
１

２３

１７

石
川
県
↓
鹿
島
郡
清
水
平
尋
常
小
学
校
訓
導
兼
校
長
中
村
民
作

　
 

年
功
加
俸
年
額
金
支
給
証
書 

大
正
２
年
９
月　

日 

罫
紙  
�
�
�
１

２４

３０

石
川
県
↓
鹿
島
郡
清
水
平
尋
常
小
学
校
訓
導
中
村
民
作

　
 

起
稿
冊
（
校
費
予
算
等
） 

大
正
２
・
３
年
度 

罫
紙
綴　

丁  
１

２５

１７

静
観
楼
（
中
村
民
作
） 

 

　
　
　

　
 

年
功
加
俸
年
額
金
支
給
証
書 

大
正
３
年
９
月　

日 

罫
紙  
�
�
�
１

２６

３０

石
川
県
↓
鹿
島
郡
清
水
平
尋
常
小
学
校
訓
導
中
村
民
作

　
 

年
功
加
俸
年
額
金
支
給
証
書 

大
正
４
年
５
月　

日  

罫
紙  
�
�
�
１

２７

２５

石
川
県
↓
鹿
島
郡
越
路
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
中
村
民
作

　
 

退
職
辞
令 

大
正
４
年
７
月　

日 

一
紙  

�
�
１

２８

２７

石
川
県
↓
鹿
島
郡
越
路
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
中
村
民
作

　
 

八
級
下
俸
給
辞
令 

大
正
４
年
７
月　

日　
 
罫
紙  

�
�
１

２９

２７

石
川
県
↓
鹿
島
郡
越
路
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
中
村
民
作

　
 

教
員
退
隠
料
証
書
お
よ
び
但
書
写 

 

一
紙  
�
�
�
２

３０
 

大
正
４
年
９
月　

日
２２

石
川
県
知
事
正
五
位
勲
四
等
太
田
政
弘
・
石
川
県
内
務
部
長
従
五
位　

勲
五
等
夏
秋
十
郎
↓
元
石
川
県
鹿
島
郡
越
路
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導

中
村
民
作

　
 

教
員
退
隠
料
請
求
書
下
書 

大
正
４
年　

月　

日  

罫
紙  
�
�
�
２

３１

１０

２０

中
村
民
作
↓
石
川
県
知
事
太
田
政
弘

　
 

退
隠
料
請
求
に
つ
き
委
任
換
書
類
提
出
依
頼
お
よ
び
委
任
換
届

３２
 

大
正
５
年　

月　

日 

罫
紙　
  
�
�
２

１２

１４

①
石
川
県
庁
学
□
係
↓
中
村
民
作　

②
中
村
民
作
↓

　
 

色
図
釈　

全 

年
未
詳 

袋
綴　

６
丁  
１

３３

中
村
民
作
所
持

Ⅳ　

学　

芸

　
　

学
問
・
武
芸

41
学　

問

１ 

検
地
積　

全 

文
化　

年
写 

袋
綴　

７
丁  
１

１０

中
村
敬
忠　

写　
「
浅
尾
よ
り
借
用
」

２ 

売
買
之
算
法　

全 

文
化　

年
写 

袋
綴　
　

丁  
１

１０

１３

中
村
敬
忠　

写　
「
浅
尾
よ
り
借
用
」

３ 

数
あ
そ
び　

写 

年
未
詳　
 

袋
綴　
　

丁  
１

１３５

４ 

明
君
家
訓　

全　
 

享
和
３
年
写　
 

袋
綴　
　

丁  
１

３０

中
村
平
養
昌
写　

巻
１
・
２

５ 

木
村
長
門
守
書
状
写 

（
元
和
元
年
）
４
月
６
日 

切
続
紙  
�
�
１

木
村
長
門
守
（
重
成
）
↓
猪
飼
野
左
馬
之
助

６ 

法
眼
鬼
一
書
状
写 

寿
永
３
年
２
月
日　
 

一
紙  

�
�
１

法
眼
鬼
一
↓
源
九
郎

７ 

水
戸
前
黄
門
御
歌
写 

年
未
詳 

切
紙  

�
�
１

８ 

地
毬
全
図
略
説 

寛
政
（
５
年
）
癸
丑
正
月 

中
本　
　

丁  
１

２７

東
都　

江
漢
司
馬
峻　

春
波
楼
蔵
刻　
 

（
木
版
）

９ 

蒙
求
拾
遺　

巻
中
（
前
後
欠
） 

宝
暦
２
年
版 

大
本　
　

丁  
１

７１

大
江
広
保 

 

（
木
版
）

　
 

淡
海
抜
粋　

天
地　

写 

年
未
詳 

袋
綴　

４
丁  
１

１０
　
 

通
義　

巻
之
一　

写 

年
未
詳 

袋
綴　
　

丁  
１

１１

４１

頼
嚢
子
成
（
頼
山
陽
）
著　
〔
裏
表
紙
〕「
機
在
於
言
路
」

　
 

日
本
外
史
箋
釈 

年
未
詳 

小
本
（
木
活
）  
１

１２
　
 

国
史
纂
論　

十
巻 

弘
化
２
年 

中
本　
　

丁  
５

１３

７６

山
縣
半
七
禎
著　
　

長
門
明
倫
館
蔵
版 

（
木
版
） 

三
七

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



　
 

近
古
史
談　

巻
一
〜
四 

慶
応
４
年 

 

小
本　
　

丁  
１

１４

１３５

著　

東
奥　

大
槻
清
祟
（
磐
渓
） 

（
木
版
）

跋　

乙
卯
（
安
政
２
）
夏
六
月　

楷
堂
学
人　

木
村
毅 

　
 

大
日
本
史
輯
解　

上
下 

明
治　

年
７
月 

小
本　
　

丁  
２

１５

１４

４３

金
沢
出
羽
町　

岡
島
正
直　

著 

�

　

丁
４８

竹
月
堂
蔵
版　

序　

藤
田
維
正　
 

　
 

大
日
本
史
目
次 

年
未
詳 

罫
紙　
　

丁  
２

１６

６８

①
第
１
〜　

巻　

②
第　

〜　

巻 

　
　
　
　

丁

１０５

１０６

２４３

５１

　
 

稼
堂
叢
書 

昭
和
６
・
７
年 

書
冊
（
印
刷
）  
８

１７

黒
本
植　

稼
堂
叢
書
刊
行
会  

①
稼
堂
叢
書
総
目
録　

②
③
本
辞
古
事
記
評
釈

④
神
楽
評
註
・
後
百
人
一
首
二
種
・
催
馬
楽
標
註
・

自
讃
歌
註
・
万
葉
百
首
短
評
・
刪
修
君
臣
歌

⑤
勢
語
評
註
・
桧
垣
嫗
家
集
考
・
三
部
抄
評
釈

⑥
⑦
⑧
三
州
遺
事　
 

　
　
　

　
 

家
訓
集 

明
治　

年
１
月　

日 

罫
紙
綴　

丁  
１

１８

２２

２０

１１

豫
卿
識　
 

 

　
　

　
 
「
真
修
養
と
新
活
動
」
他
書
誌
解
題
等　

大
正
６
年 

横
帳　

５
丁  
１

１９

子
惇
（
中
村
民
作
）　
〔
表
紙
〕「
書
見
紅
紙
代
」

武　

芸

　
 

天
狗
芸
術
論　

全　
（
写
） 

年
未
詳 

袋
綴　
　

丁  
１

２０

４６

享
保　

年　

佚
斎
樗
山　

述　

巻
１
〜
４

１３

　
 

武
道
初
心
書 

安
永
２
年
３
月 

横
帳　
　

丁  
１

２１

１３

堀
自
謙　

中
村
武
平
（
養
昌
）
写

（
木
版
）

　
 

甲
陽
軍
鑑
城
取
奥
秘
免
状 

寛
政
２
年
４
月　

日  

折
紙  
�
�
�
１

２２

２８

有
沢
才
右
衛
門
↓
中
村
弥
次
郎
（
養
昌
） 

包
有

　
 

孫
子
十
三
篇 

文
化
７
年
写 

袋
綴　
　

丁  
１

２３

３４

享
保
４
年
有
沢
武
貞
改
正
点　

中
村
倫
連
敬
忠
写

　
 

乗
馬
作
法
抜
書 

弘
化
２
年
３
月 

横
帳　
　

丁  
１

２４

１２

今
村
正
堅

　
 

精
進
太
刀
伝
授
之
時
禁
戒
法 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
�
�
１

２５
　
 

美
笑
流
活
華　

う
い
手
引 

年
未
詳 

袋
綴　

６
丁  
１

２６

十
一
世
家
元　

美
笑
翁
一
水  

（
木
版
）

　
 

能
目
録　

文
化
二
丑
年
改 

天
保
９
年
６
月
写
置 

折
紙  
�
�
�
１

２７

中
村
文
太
郎
（
豫
）
所
持

　
 

橋
弁
慶
な
ど
能
番
組 

明
治　

年　

月　

日 

切
紙
（
木
版
）  
１

２８

１８

１１

１４

於
：（
金
沢
）
博
物
館
御
舞
台  

〔
端
書
〕「
長
・
笠
松
・
中
山
・
大
村
ト
共
ニ
覧
観
ス
」

　
 

謄
写
謡
曲
本
に
つ
き
大
島
多
計
比
古
等
の
事 

 

切
紙
（
罫
紙
）  
１

２９

七
十
翁
中
村
予
卿
併
書 

明
治　

年　

月 

２５

１０

　
 

鵜
祭
（
謡
曲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
未
詳 

袋
綴　
　

丁  
１

３０

１３

　
 

紫
式
部
石
山
遊　

投
扇
競 

年
未
詳 

 

一
枚
（
木
版
）  
１

３１

京
都　

け
う
ゑ
や
製　

電
話
弐
八
八
壱
番 

　

×　

㎝

３７

５０

　

　
　

文　

学

42

１ 

随
筆　

附
右
権
中
将
公
正
和
歌 

年
未
詳 

切
紙  
�
�
�
１

２ 

河
波
有
道
和
歌
二
首 

年
未
詳　
 

半
切  

�
�
１

椶
園
河
波
有
道

３ 

土
田
守
直
和
歌
二
首 

年
未
詳　
  
�
�
�
� 

 
２

①
石
蘭
亭
主
人
を
祝
い
て 
 

一
紙

三
八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅳ　

学
芸
（　
　

学
問
・
武
芸　
　
　
　

文
学　
　
　
　

宗
教
）

４１

４２

４３



②
長
氏
寓
居
の
牡
丹
を
み
て　

守
直　
 

切
紙

４ 

中
村
家
百
五
十
年
贈
答
歌
（
和
歌
） 
年
未
詳 

切
紙  

�
�
１

真
興 

５ 

土
田
君
賀
筵
に
て
詠
歌
（
和
歌
）　
 
年
未
詳 

切
紙  

�
�
１

袖
陽
（
松
田
久
平
）

６ 

翠
外
・
春
水
俳
句
二
首 

年
未
詳 

切
紙  

�
�
１

翠
外
（
横
川
文
蔵
）　

春
水
（
横
川
仲
蔵
）

７ 

源
氏
物
語
・
越
前
万
歳
東
海
道
五
十
三
継
写 

年
未
詳 

袋
綴　
　

丁  
１

２５

８ 

赤
城
義
臣
伝
（
四
十
六
臣
伝
）
叙
〜
十
四 

大
正
５
年 

大
本
（
木
版
）  
５

深
淵
子
武
矩
識　

享
保
四
年
版
慶
応
四
年
補
刻 

　

丁
・　

丁

８０

７６

①
叙
〜
二　

②
三
〜
五　

③
六
〜
八 

　

丁
・　

丁

６９

５９

④
九
〜
十
一　

⑤
十
二
〜
十
四　
 

　

丁
６０

９ 

安
保
宇
具
佐 

年
未
詳 

袋
綴　
　

丁  
１

３９

立
軒　

中
邨
豫
卿
述　

骨
董
戯
筆
集

　
 

山
海
奇
事
録 

（
明
治　

年
） 

袋
綴　
　

丁  
１

１０

３１

２９

北
鼎
（
横
川
仲
蔵
）〔
横
川
巴
人
朱
注
〕「
恰
モ
父
北
鼎
ノ
東
上
シ
居
シ
ト
キ

也
」

　
 

山
海
奇
事
談 

年
未
詳 

袋
綴　
　

丁  
１

１１

３１

北
鼎

　
　

宗　

教

43

１ 

童
蒙
日
本
魂　

全 

文
政　

年
刊 

中
本　
　

丁  
１

１３

４０

出
雲
守
従
五
位
下
平
（
葛
原
）
秀
藤　
 

（
木
版
）

２ 

玉
襷　

一
〜
八
巻 

年
未
詳 

 

大
本（
木
版
）  

８

平
田
篤
胤
著　
〔
序
〕
嘉
永
３
年
３
月
神
祇
伯
資
敬
王
・

天
保
２
年
６
月　

日
本
居
太
平
伊
吹
廼
屋
先
生
講
本  

�
�
�
�
�
�

１８

（
九
・
十
巻
欠
）

３ 

首
書
増
補　

臨
済
慧
照
禅
師
録 

元
禄　

年
６
月
吉
日  

大
本　
　

丁  
１

１２

９６

花
洛
書
林　

調
進
所　

書
林
松
柏
堂
出
雲
寺
文
次
郎 
（
木
版
）

〔
印
〕「
石
蘭
書
屋
蔵
」

４ 

永
平
二
世　

光
明
蔵
三
昧　

全 

明
和
３
年
版 

 

大
本　
　

丁  
１

２３

弘
安
元
年　

孤
雲
懐
弉 

 

（
木
版
）

貝
葉
書
院
（
各
宗
御
本
山
及
諸
学
校
御
用
書
林
）

５ 

艸
山
要
路
会
註　

全 

天
明
２
年
６
月 

 

大
本　
　

丁  
１

４８

 

 

 

（
木
版
）

延
宝
４
年
成　

艸
山
沙
門
日
燈
叙　

天
明
２
年
６
月
艸
山
瑞
光
寺
識

〔
序
〕
天
明
元
年
艸
山
嗣
法
寿
考　
　

書
林　

平
楽
寺
村
上
勘
兵
衛

６ 

冠
註
永
平
元
禅
師
清
規　

乾
・
坤　

寛
政
６
年
春 

 

大
本　
　

丁  
２

５９

道
元
撰　

永
平
精
舎
蔵
版　

原
版　

寛
文
７
年
夏 

（
木
版
）　

丁
７１

京
師
書
林　

柳
枝
軒
発
行　

小
川
多
左
衛
門
刻

７ 

浄
土
要
略
鈔　

全 

文
化
９
年　

月 

大
本　
　

丁  
１

１１

４９

鳳
誉
鸞
洲
識　

無
量
山
蔵
板  

（
木
版
）

８ 

標
註
八
宗
綱
要　

全 

明
治　

年
４
月　

日
御
届  
大
本　
　

丁  
１

１８

２２

５８

東
大
寺
凝
然
大
徳
述　

黒
田
真
洞
標
註
・
編
輯 

（
木
版
）

出
版
人　

鴻
盟
社
今
村
金
次
郎　
〔
印
〕「
石
蘭
書
屋
蔵
」

９ 

翻
刻　

天
台
四
教
儀　

完 

明
治　

年
７
月　

日  

大
本　
　

丁  

１

１８

２５

４４

 

 

（
木
版
）

沙
門
諦
観
撰　

翻
刻
人
西
村
九
郎
右
衛
門　

発
行
所
護
法
館

　
 

冠
註
一
鹹
味　

全 

明
治　

年
４
月　

日  

大
本　
　

丁  

１

１０

１９

１５

４７

木
宮
恵
満
編
輯　

京
都
書
林
出
雲
寺
蔵 

（
木
版
）

〔
序
〕
伊
達
春
山
・
山
岡
鉄
舟

・
坐
禅
儀　

・
十
牛
図　

・
信
心
銘　

・
証
道
歌 

三
九

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



　
 

増
冠
宏
智
禅
師
頌
古　

乾
・
坤 
 

大
本　
　

丁  
２

１１

７０

 

明
治　

年
６
月　

日
刻
成 
（
木
版
）　

丁

１９

１０

５７

編
輯
人　

古
田
梵
仙 

出
板
人　

矢
野
平
兵
衛　
（
印
）「
中
村
禎
雄
」

　
 

大
乗
起
信
論
科
註　

全 

明
治　

年
６
月　

日 

大
本　
　

丁  
１

１２

２７

２０

５０

松
本
恵
秀
編 
京
都
書
林
護
法
館
西
村
九
郎
右
衛
門
版 
（
木
版
）

　
 

夢
中
問
答　

天
・
地
・
人
（
帙
入
）  

 

大
本
（
木
版
）  

３

１３
 

 

大
正　

年　

月 

　

丁
・　

丁

１１

１１

５１

５２

京
都
市
貝
葉
書
院　

正
保
４
年
５
月
霊
亀
山
天
竜
寺
蔵
板 

　

丁
４９

　
 

天
徳
院
蔵
版　

鐡
笛
倒
吹 

 

 

書
冊　
　

丁  
１

１４

１０１

 

 

昭
和
３
年
７
月　

日 

（
印
刷
）

１０

発
行　

池
善
書
店　
　

明
治
８
年
「
増
補
鐡
笛
倒
吹
」（
村
上
玄
楼
著
述
平

風
外
著
語　

細
注
者
諸
嶽
奕
堂
蔵
版
）

（
印
）「
中
村
」・「
石
蘭
書
屋
蔵
」

　
 

白
隠
法
語
集　

全 

昭
和　

年　

月 

書
冊　
　

頁  
１

１５

１０

１２

２２０

 

 

（
印
刷
）

三
教
書
院　

・
夜
船
閑
話　

・
遠
羅
天
釜

・
辺
鄙
以
知
吾　

・
さ
し
藻
草

　
　

漢
学
（
写
・
撰
・
漢
籍
等
）

44

１ 

題
孔
子
真　

写 

年
未
詳 

切
紙  

�
�
１

（
享
保
５
年
）
庚
子
５
月
日
本
国
夷
人　

物
茂
卿
（
荻
生
徂
徠
）

２ 

愛
菊
説 

享
保　

年　
 

続
紙  

�
�
１

１７

森
十
左
衛
門
妻
（
多
賀
信
濃
直
方
女
）
述
作

３ 

滑
川
談 

寛
政
６
年
写 

袋
綴　
　

丁  
１

６１

寛
政
３
年　

塚
田
虎
（
多
門
）
述　

東
都
雄
風
館
蔵　

中
村
養
昌
写

４ 

事
始
聞
書　

全 

文
化
元
年
写 

袋
綴　
　

丁  
１

８８

貝
原
好
古
編
「
中
華
事
始
」
抜
書　

中
村
養
昌　

写

５ 

麟
経
中
以
字
訓
解　

全 

天
保
９
年
写 

袋
綴　
　

丁  
１

１１

天
保
３
年
孟
春　

謙
山
西
坂
衷
識

天
保
９
年
孟
春
写
之　

丹
羽
政
之 

６ 

信
州
に
て
狼
の
害
に
つ
き
漢
詩
写 

 

切
続
紙  
�
�
１

県
令
岡
本
茂 

天
保
９
年
冬

７ 

河
三
亥
漢
詩
（
写
） 

天
保　

年　

月 

一
紙  

�
�
１

１２

１２

河
三
亥
（
市
河
米
庵
）

８ 

観
蓮
説 

（
天
）
保　

年
６
月　

日 
一
紙  

�
�
１

１３

２５

中
村
徳
胤

９ 

佐
々
主
殿
論
・
上
杉
謙
信
論 

弘
化
３
年
８
月 

 

袋
綴　

４
丁  
１

中
村
豫
卿　

朱
筆　

永
山
平

　
 

紀
事 

　

月 

一
紙  

�
�
１

１０

１０

中
村
豫　
「
希
顔
堂
席
上
」

　
 

紀
事
稿 

　
 

袋
綴　

３
丁  
１

１１

中
村
民
之
助
再
拝 

明
治
３
年
９
月　

日
よ
り

１９

　
 

漢
詩　

二
十
四
孝 

明
治
９
年　

月
３
日
写 
袋
綴　

７
丁  
１

１２

１０

「
元
本
木
村
鈔
吉
郎
之
冊
子
也
」

　
 

読
史
雑
詠　

乾
・
坤 

明
治　

年　

月 

 

小
本　
　

丁  
２

１３

１１

１２

４７

著　

青
山
延
寿　

甲
府
書
林　

内
藤
伝
右
衛
門 

�

　

丁
４７

序　

慶
応
元
年
９
月　

昌
平
学
儒
員　

塩
谷
世
弘

題
辞　

安
政
４
年　

愚
兄
延
光　
 

　
 

唐
詩
七
絶
三
十
六
家
選 

年
未
詳 

原
稿
用
紙  
�
１

１４

中
村
豫
卿
編
撰 

　
 

　
　
　
　

枚
３３

　
 

詠
詩
題
楠
公 

年
未
詳　
 

切
紙  

�
�
１

１５

（
印
刷
）

四
○

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅳ　

学
芸
（　
　

宗
教　
　
　
　

漢
学　
　
　
　

漢
詩
）

４３

４４

４５



　
 

催
詩
楼
記
（
大
槻
磐
渓
）
等
写 

年
未
詳 

 

罫
紙
綴
３
丁  
１

１６
　
 

張
良
四
面
楚
歌
写 

年
未
詳 

罫
紙　

１
丁  
１

１７
　
 

家
康
公
駿
府
在
城
避
雷
之
事
他
説
話
等　

年
未
詳 

 

袋
綴　

９
丁  
１

１８
　
 

武
人
座
像
画
讃 

年
未
詳　
 

切
紙  

�
�
１

１９

漢　

籍

　
 

分
類
補
註
李
大
白
詩　

二
十
五
巻　

首
巻 

 

大
本
（
木
版
）  　

２０

１１

山
脇
重
顕　

校
点 

延
宝
７
年
３
月
吉
辰
開
板 
　

　
 

四
書
大
全
説
約
合
参
正
解 

元
禄　

年
１
月
吉
日  

大
本
（
木
版
）  　

２１

１０

３０

丹
陽
呉
�
�
右　

彙
輯 

 

平
安
城
書
林
天
王
寺
屋
市
郎
兵
衛
好
廷　

蔵
梓

１
・
２
大
学　

３
〜
５
中
庸　

６
〜　

論
語　
　

〜　

孟
子

１５

１６

３０

　
 

改
正
音
訓 

天
明
７
年
正
月 

 

大
本
（
木
版
）  
９

２２

後
藤　

点　

平
安
書
林　

北
村
四
郎
兵
衛 

①
②
詩
経　

上
・
下　

③
④
書
経　

上
・
下

⑤
春
秋　

⑥
〜
⑨
礼
記　

一
〜
四

　
 

陸
宣
公
全
集
註　

二
十
四
巻 

寛
政
２
年
４
月　

日  

大
本
（
木
版
）  　

２３

２８

１０

尾
張　

石
川
安
貞　

註　

江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
他 

　
 

尺
木
堂
綱
鑑
易
知
録　

九
十
二
巻　

首
巻　

年
未
詳 
 

中
本
（
木
版
）  　

２４

４８

浪
花　

篠
崎
概　

校　
（
６
・
７
巻
欠
） 

　
 

李
忠
定
公
集
鈔　
　

巻
一
奏
議　

巻
二
雑
文
詩 

 

大
本　
　

丁  
２

２５

６９

頼
山
陽　

選　

頼
氏
蔵
板 

文
久
３
年
６
月 

�

　

丁
４７

　
 

魏
叔
子
文
選
要　

上
中
下 

文
久
４
年
正
月
新
刻  

中
本　
　

丁  
３

２６

４８

魏
禧
永
叔　

著　

桑
原
忱
有
終　

選 

�

浪
華
書
林　

岡
田
群
玉
堂 
 

　

丁
・　

丁

４５

４９

　
 

続
魏
叔
子
文
選
要　

上
中
下 

明
治
３
年 

 

中
本　
　

丁  
３

２７

５１

桑
原
忱
有
終　

選 

　
 

�

　

丁
５３

（
木
版
）

（
木
版
）

（
木
版
）

 

 

　
　
　
　

丁
４４

　
 

宋
李
�
江
文
抄　

富
国
策
・
強
兵
策
・
安
民
策 

 

大
本　
　

丁  
３

２８

２２

 

 

慶
応
２
年　

月
刻
成　
 
�

　

丁

１１

１８

杉
原
心
斎　

校
閲　

江
戸
書
林　

文
苑
閣
鱸
氏
翻
彫 　
　
　
　

丁
１７

　
 

訂
正
資
治
通
鑑 

明
治　

年
４
月
刻
成  

大
本
（
木
版
）  
７

２９

１７

山
名
留
三
郎　

訓
点　

鳳
文
館　

蔵
梓
（
第
８
〜　

冊
欠
）

７０

　
 

朱
子
静
坐
説　

全 

大
正
４
年
秋 

 

大
本　
　

丁  
１

３０

４８

柳
川
剛
義　

輯　
（
京
都
）
聖
華
房 

（
木
版
）

（
印
）「
中
村
」・「
石
蘭
書
屋
蔵
」　
（
享
保
２
年
板
の
再
版
）

　

　
　

漢　

詩

45

１ 
「
奉
�
南
涯
雅
友
」・「
秋
日
遊
山
」 
年
未
詳 

 

横
帳
断
簡  
�
１

養
昌
稿 

 

　
　
　

１
丁

２ 
「
遊
瑞
雲
禅
龕
、
聴
松
声
有
感
」 

年
未
詳 

 

切
紙  
�
�
�
１

豫
卿
草

３ 

白
渓
・
高
里
へ
の
答
詩 

初
秋 

一
紙  

�
�
１

立
軒
邨
豫
卿
（
印
「
子
順
」「
風
流
消
□
」）
↓
（
西
坂
猪
之
助
・
関
正
辞
）

４ 

紹
成
堂
詩
稿 

明
治　

年
３
月　

日 

罫
紙
綴　

丁  
１

１６

１６

１８

立
軒
中
村
豫
卿 

 

　
　
　

５ 

紹
成
堂
詩
鈔 

大
正　

年　

月　

日 

中
本　
　

丁  
１

１４

１１

２１

１７

著　

中
村
豫
卿　

編　

中
村
民
作　

校　

禎
雄 

（
印
刷
）

６ 

古
戦
場
等
に
つ
き
漢
詩
〔
前
欠
〕　
 
明
治　

年
９
月　

日 

切
紙  

�
�
１

１８

２２

立
軒
豫
卿
稿　

朱
筆
藤
田
維
正

７ 

中
村
立
軒
漢
詩
集
写 

年
未
詳 

 

罫
紙
綴　

丁  
１

１４

中
村
立
軒 

 

（
木
版
）

四
一

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



８ 

拾
綴
集 

明
治　

年
１
月　

日 

袋
綴　
　

丁  
１

１６

２３

５９

石
蘭
亭
子
編 

 

９ 

雑
詩
別
集 

年
未
詳 

袋
綴　
　

丁  
１

４０

（
中
村
豫
卿
編
）・「
同
僚
篇
」・「
友
人
篇
」・「
近
人
篇
」・「
古
人
篇
」

　
 

鶏
肋
集 

大
正
５
〜
昭
和
４
年 

袋
綴　
　

丁  
１

１０

３５

桃
林
庵
主 

 

罫
紙
綴
（
合
綴
）

朱
筆　

藤
田
維
正
・
豊
島
毅
・
永
山
平
太
・
瀬
尾
貫
・
山
田
長
宣

　
 

桃
軒
詩
鈔 

昭
和　

年　

月　

日 

一
枚
（
印
刷
）  
１

１１

２９

１１

２３

中
村
民
作　
（
序
）
中
村
禎
雄  

　
 

中
村
立
軒
翁
伝　

並　

古
詩
三
篇 

 

一
枚
（
印
刷
）  
１

１２

嫡
孫　

中
村
禎
雄 

昭
和　

年
７
月
吉
祥
日

３５

　
 

七
言
絶
句
唱
酬 

年
未
詳　
 

切
続
紙  
�
�
１

１３

弓
街
勝
・
喬
嶺
・
遷
堂
善
（
大
島
）・
立
軒
豫

　
 
「
立
軒
老
兄
久
在
登
抄
」 

（
明
治
）
９
年
４
月
３
日 
切
続
紙  
�
�
１

１４

善
（
大
島
善
太
郎　

印
「
善
」）

　
 
「
菅
公
祀
前
観
梅
」 

年
未
詳　
 

一
紙  

�
�
１

１５

善

　
 
「
慶
中
村
雅
兄
厦
屋
落
成
」 

年
未
詳 

 

一
紙  
�
�
�
１

１６

河
波
有
道
「
未
定
稿
」

　
 
「
妙
観
院
暮
鐘
」 

年
未
詳　
 

切
紙  

�
�
１

１７

椶
園
（
河
波
有
道
）

　
 
「
立
軒
君
之
芳
韻
兼
寄
」 

年
未
詳 

切
紙  

�
�
１

１８

佐
藤
暢
（
花
押
）

　
 

五
言
絶
句
二
点 

年
未
詳 

切
紙  

�
�
１

１９

沢
・
遇
徳

　
 
「
初
秋
十
一
夜
訪
立
軒
君
不
遇
帰
」
初
秋 

 

切
紙  
�
�
�
１

２０

関
正
辞

　
 
「
初
秋
十
一
夜
訪
軒
君
不
遇
帰
」 

初
秋 

 

切
紙  
�
�
�
１

２１

西
坂
猪
之
助

　
 
「
恭
呈　

立
軒
君
閣
下
」 

仲
春
（
２
月
）　

日  
�
�
�
�
�
�
�
１

２２

２３

丹
信
（
印
）　

丹
羽
履
信
↓
立
軒
賢
兄

　
 
「
雪
中
早
梅
」
二
点 

 

切
紙  

�
�
２

２３

袖
陽
（
松
田
久
平
） 

①
（
文
久
元
）
辛
酉
新
年

　
 

詠
庭
樹
花 

　
 

切
紙  

�
�
１

２４

中
村
先
生
宅　

袖
陽 

（
明
治　

）
己
丑
年
４
月　

日

２２

１８

　
 
「
至
日
小
集
」・「
雪
中
早
梅
」 

年
未
詳 

 

切
紙  
�
�
�
１

２５

（
袖
陽
）

　
 
「
岡
崎
君
寓
居
俄
二
十
八
字
」
等 

年
未
詳 

 

切
紙  
�
�
�
１

２６

袖
陽

　
 
「
冬
至
」 

年
未
詳　
 

切
紙  

�
�
１

２７

袖
陽

　
 
「
帰
展
詩
稿
」・「
熱
海
客
作
」
等
漢
詩
集　

年
未
詳 

 

罫
紙
綴　

丁  
１

２８

３０

山
田
新
川
・
豊
島
洞
斎
・
桃
軒
重
民　

他　
 

　
　

　
　

書　

画

46

１ 

書
画
酬
和
（
二
点
一
軸
装
） 

 

巻
子  

�
�
１

①
中
村
立
軒　

大
島
稼
亭 

弘
化
３
年
正
月
３
日 

②
立
軒
・
列
樹
・
福
寿
卦
・
孝
次

２ 

青
葉
笛
歌 

明
治　

年
８
月
下
旬 

軸
装  
�
�
�
１

１９

立
軒
豫
卿
（
印
「
中
村
豫
卿
」「
子
順
氏
」）

〔
箱
書
〕「
立
軒
先
生
青
葉
笛
歌　

桂
香
園
石
陰
書
屋
蔵
」

四
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅳ　

学
芸
（　
　

漢
詩　
　
　
　

書
画
）　
　

Ⅴ　

藩
政
（　
　

藩
主
家
）

４５

４６

５１



３ 

孫
誕
生
等
に
つ
き
詠
詩 

明
治　

年
８
月 

軸
装  
�
�
�
１

１６

立
軒
予
卿　

併
書

４ 

不
用
紙
墨
習
字
捷
径 

（
明
治　

年
）
４
月 

続
紙  
�
�
�
１

１９

六
十
四
年
河
波
有
道

５ 
「
石
蘭
居
」
扁
額 

年
未
詳 

額
装  
�
�
�
１

□
□
（
印
「
木
崎
孝
印
」）
↓
中
邨
先
生

６ 

尚
斎
書　

題
「
立
軒
先
生
之
詩
」 

年
未
詳 

半
切  

�
�
１

尚
斎
録
（
印
「
風
流
消
□
」）

７ 

西
江
書　

題
「
歳
除
雑
感
」 

年
未
詳　
 

半
切  

�
�
１

西
江
老

８ 

西
江
書　

題
「
七
尾
紀
事
豫
卿
中
村
君
清
嘱
」 

 

全
紙
聯
落  
�
１

西
江
漁
史
（
印
） 

年
未
詳

９ 

杉
村
精
一
書 

（
明
治　

）
癸
未
年
元
日 

半
切  

�
�
１

１６

青
渓　
　
「
団
葉
迄
歳
慰
心
灰
・
・
・
」

　
 

杉
村
精
一
書 

年
未
詳 

　

×　

㎝  
�
１

１０

６３

１１０

青
渓　
　
「
諫
柳
平
蕪
落
鳥
飛
・
・
・
」

　
 

杉
村
精
一
書　

題
「
新
年
」 

年
未
詳　
 

　

×　

㎝  
�
１

１１

３３

７０

青
渓

　
 

杉
村
精
一
書　

題
「
夏
日
偶
来
」 

年
未
詳　
 

半
紙  

�
�
１

１２

青
渓

　
 

長
連
孝
書　

題
「
恭
寿
立
軒
先
生
六
十
初
度
」 

 

半
切  
�
�
�
１

１３

淡
所
連
孝 

（
明
治　

年
）

１６

　
 
「
秋
圃
先
生
新
居
に
集　

席
上
」
五
点　

年
未
詳 

 
　

×　

㎝ 

１

１４

３２

８１

長
連
孝
淡
所
・
永
野
正
路
愛
水
・
赤
川
一
翠
・
秋
圃
謙

　
 

松
田
久
平
書　

題
「
寿
立
軒
中
村
先
生
六
十
初
度
」 
 

全
紙  
�
�
�
１

１５

袖
陽
松
田
（
印
） 

明
治　

年 
１６

　
 

松
田
久
平
書　

題
「
於
冬
夜
石
蘭
亭
」 

 
　

×　

㎝  
�
１

１６

１８

８６

袖
陽 

年
未
詳

　
 

松
田
久
平
書　

題
「
今
茲
聞
菅
翁
梅
樹
移
他
処
説
有
感
」 　

×　

㎝  
�
１

１７

２１

１３８

袖
陽 

年
未
詳

　
 

松
田
久
平
書　

題
「
宣
居
」 

年
未
詳 

半
切  

�
�
１

１８

袖
陽
「
青
渓
・
立
軒
二
先
生
清
鑑
乞
和
」

　
 

書
断
簡
（
下
欠
） 

年
未
詳 

 
　

×（　

）㎝
１

１９

５５

２９

　
 

中
村
豫
卿
書 

明
治　

年
元
旦 

軸
装  
�
�
�
１

２０

２６

立
軒
豫
卿
（
印
「
中
村
豫
卿
」「
子
順
氏
」）

Ⅴ　

藩　

政

　
　

藩
主
家

51

１ 

謙
徳
院
四
十
九
日
忌
に
つ
き
讃
及
び
捧
歌 

 

切
続
紙  
�
�
１

百
合 

宝
暦
３
年
中
夏

２ 

高
徳
院
様
二
百
回
忌
法
事
拝
礼
願
書 

 

一
紙  
�
�
�
１

 

（
寛
政　

）
戊
午
正
月　

日

１０

２１

中
村
知
左
衛
門
（
養
昌
）
↓
前
田
修
理
・
前
田
内
蔵
太
・
品
川
主
殿
（
寺

社
奉
行
）

３ 

拝
礼
願
に
つ
き
達
書
添
状 

正
月　

日 

 

切
紙  
�
�
�
１

２３

鈴
木
彦
大
夫
・
植
松
平
左
衛
門
↓
中
村
知
左
衛
門

４ 

亀
万
千
（
斉
広
）
様
家
督
・
婚
姻
・
入
国
等
年
月
日
書
上 
切
続
紙  
�
�
１

 

年
未
詳

５ 

前
田
家
系
譜 

文
化
２
年
２
月 

袋
綴　
　

丁  
１

２８

中
村
平
養
昌
写

 

四
三

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録



６ 

御
日
柄
（
将
軍
・
藩
主
一
族
等
院
号
・
忌
日
書
上
） 

横
帳　
　

丁  
１

１２

養
昌 

年
未
詳

７ 

藩
主
等
忌
日
・
院
号
・
菩
提
寺
覚
書 

 

切
紙  
�
�
�
１

（
高
徳
院
〜
金
龍
院
）

　
　

藩　

政

52

１ 

由
井
正
雪
自
害
穿
鑿
の
た
め
箱
根
・
碓
井
関
不
通
に
つ
き
達
書

 

（
利
常
公
御
書
写
） 

（
慶
安
４
年
）
７
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

２８

肥
前
利
常
↓
本
多
安
房
守
・
前
田
三
左
衛
門
・
前
田
丹
波
・
前
田
出

雲
・
前
田
対
馬
・
長
九
郎
左
衛
門
・
奥
村
河
内
・
津
田
玄
蕃
・
小
姓
馬

廻
与
頭
中

２ 

禁
中
并
公
家
中
諸
法
度
写 

寛
文
４
年
６
月
３
日  

切
続
紙  
�
�
１

３ 

朝
鮮
国
訳
官
使
遭
難
に
つ
き
申
上
書 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
元
禄　

年
）
８
月　

日

１６

１３

立
川
兵
大
夫
・
安
村
左
大
夫
↓
本
多
安
房
守
・
前
田
駿
河
守
・
横
山
山

城
守
・
長
九
郎
左
衛
門
・
奥
村
主
水
・
村
井
又
兵
衛

〔
使
者
〕
宗
対
馬
守
殿
使
者
古
川
忠
右
衛
門

４ 

御
定
書
抜
書 

年
未
詳 

 

袋
綴　
　

丁  
１

５６

５ 

喧
嘩
捌
之
一
巻 

安
永
７
年
６
月
写 
 

横
小
帳　

丁  
１

１０

６ 

天
明
飢
饉
に
つ
き
御
領
国
凶
作
引
免
一
巻 

 

横
帳　
　

丁  
１

１３

中
村 

天
明
３
年

７ 

微
妙
公
逝
去
、
殉
死
者
竹
田
市
三
郎
辞
世
句
等 

 

切
紙  
�
�
�
１

 

 

年
未
詳

８ 

近
藤
岩
五
郎
、
薩
摩
藩
士
殺
害
に
つ
き
書
状
写 

 

切
続
紙  
�
�
１

 

 

慶
応
２
年
９
月　

日
１４

近
藤
岩
五
郎
信
成
↓
父
上
様

９ 

近
藤
岩
五
郎
遺
言
并
辞
世
写 

慶
応
２
年
９
月　

日  

切
続
紙  
�
�
１

１４

近
藤
岩
五
郎
信
成

　
 

近
藤
岩
五
郎
長
崎
に
て
割
腹
に
つ
き
加
増
等
申
渡
写 
 

切
続
紙  
�
�
１

１０

 

（
慶
応
２
年
）
丙
寅　

月　

日

１０

１３

↓
（
近
藤
兵
作
・
近
藤
斤
四
郎
）

　
 

大
野
木
仲
三
郎
辞
世
句
写 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
�
�
１

１１

大
野
木
仲
三
郎
克
敏

　
 

殉
難
諸
士
辞
世
句
写 

年
未
詳　
 

続
紙  

�
�
１

１２

福
岡
惣
助
義
比
・
小
川
幸
三
忠
篤
・
青
木
新
三
郎
秀
枝

〔
裏
書
〕「
殉
難
諸
士
」

　
 

藩
治
職
制
表 

年
未
詳 

 

切
続
紙  
�
�
１

１３

　
　

記　

録

53

１ 

可
観
小
説　

一
・
二
（
写
） 

年
未
詳 

袋
綴　
　

丁  
２

６０

正
徳
５
年　

俊
新
斎
主
人
青
礼
幹
謹
識　
 

　
　
　
　

丁
５１

２ 

加
陽
武
士
町
細
見
図 

寛
政
元
年
写　
 

袋
綴　
　

丁  
１

４５

享
保　

年　

桃
水
軒
有
沢
平
武
貞　

中
村
氏
平
養
昌
写

１９

３ 

下
学
老
談　

上
・
下 

文
化　

年
写 

袋
綴　
　

丁  
１

１２

４７

文
化
６
年　

富
田
景
周　

著　

中
村
敬
忠　

写

４ 

松
梅
語
園　

上
中
下
合
本 

年
未
詳 

 

袋
綴　
　

丁  
１

９１

春
求
信
精　

述

５ 

大
窪
大
工
顕
彰
碑
銘
文
写 

（
明
治　

年
建
立
） 

 

切
紙  
�
�
�
１

１９

富
山
県
下
射
水
郡
長
坂
村
神
官
中
講
義
上
水
友
之
撰　

上
水
友
清
書 四

四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

Ⅴ　

藩
政
（　
　

藩
主
家　
　
　
　

藩
政　
　
　
　

記
録
）　
　

中
村
石
蘭
亭
文
庫
解
説

５１

５２

５３



四
五

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録

中
村
石
蘭
亭
文
庫
解
説

　
　
　

概　

要

中
村
石
蘭
亭
文
庫
は
、
藩
政
期
に
知
行
百
石
を
拝
領
し
た
明
組
与
力
中
村

家
の
文
書
で
あ
る
。
史
料
総
数
は
五
七
一
件
七
八
五
点
、明
和
期
か
ら
明
治
期

の
史
料
が
そ
の
主
体
を
占
め
る
。

中
村
家
は
、
由
緒
帳
等
に
よ
れ
ば
、
柴
田
勝
家
に
仕
え
た
与
左
衛
門
武
全
を

祖
と
し
、
そ
の
嫡
子
九
八
郎
は
初
代
藩
主
利
家
に
、
二
男
弥
五
左
衛
門
能
直
は

二
代
利
長
に
召
出
さ
れ
た
。
能
直
は
兄
九
八
郎
の
死
後
、兄
の
知
行
を
合
わ
せ

三
百
石
を
拝
領
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
能
直
の
二
男
三
左
衛
門
が
分
家
し
、
次

郎
右
衛
門
正
吉
・
正
住
と
続
く
。
正
住
の
二
男
庄
兵
衛
政

勝
は
万
治
２
年
（
一
六
五
九
）
五
代
藩
主
綱
紀
に
、
堀
与
左
衛

門
与
力
と
し
て
召
出
さ
れ
百
石
拝
領
し
て
い
る
。
政
勝
は

そ
の
後
青
山
将
監
の
与
力
と
な
り
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）

に
は
明
組
与
力
と
な
っ
て
い
る
。
以
後
中
村
家
は
知
左
衛

門
・
喜
大
夫
直
之
・
知
左
衛
門 
養  
昌 
・
弥
次
郎 
敬  
忠 
・
知

ヤ
ス 
ア
キ 

ヒ
ロ 
タ
ダ

左
衛
門 
豫  
と

     

藩
政
期
末
ま
で
知
行
百
石
の
明
組
与
力
家
と

ア
キ
ラ

し
て
続
い
て
い
る
。
与
力
と
し
て
の
勤
方
の
一
方
、
知
左

衛
門
豫
は
藩
校
明
倫
堂
や
私
塾
孝
友
堂
に
学
び
学
問
を
追

究
し
て
い
っ
た
。
な
お
、
宗
旨
は
日
蓮
宗
、
菩
提
寺
は
卯
辰

本
光
寺
で
あ
る
。
ま
た
、
定
紋
は
剣
片
喰
で
、
替
紋
に
は
祇

園
守
な
ど
が
あ
る
。

明
治
以
降
は
、
知
左
衛
門
豫
こ
と
中
村 
豫
卿 
は
明
治
２

ヨ
ケ
イ

年
明
倫
堂
の
漢
学
助
教
に
任
命
さ
れ
、
明
治
５
年
（
一
八
七

二
）
七
尾
へ
転
居
後
も
七
尾
小
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
そ

れ
以
後
民
作
・
禎
雄
も
教
育
に
従
事
し
、
中
村
家
は
昭
和

に
至
る
ま
で
教
育
者
の
家
系
で
あ
っ
た
。

な
お
、
文
庫
名
と
し
た
「
石
蘭
亭
」
に
つ
い
て
は
、
豫
卿
が
主
に
使
用
し
て

い
る
が
、
民
作
・
禎
雄
も
「
石
蘭
」
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
三
代
の
居
所
の

名
称
で
あ
る
。

ま
た
、
本
目
録
に
お
け
る
差
出
お
よ
び
宛
名
の
後
に
（
寺
社
奉
行
）
と
記
し

た
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
役
職
に
つ
い
て
は
本
来
「
与
力
裁
許
」
と
す
べ
き
で
あ

る
が
、
寺
社
奉
行
が
兼
帯
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
役
職
を
記
し
た
。
な
お
、

本
解
説
中
の
史
料
名
の
後
の
（　

）
内
に
記
し
た
数
字
群
は
史
料
番
号
で
あ
り
、

　

か
ら
始
ま
る
数
字
群
は
本
文
庫
で
あ
る
中
村
石
蘭
亭
文
庫
の
史
料
で
あ
り
、

３８文
庫
名
を
省
い
て
い
る
。
ま
た
、所
蔵
を
明
記
し
て
い
な
い
場
合
は
近
世
史
料

館
所
蔵
で
あ
る
。

点数件数Ⅰ　役儀　（１０３件　１２４点）分類番号
１７７養昌以前３８.１１
１６１４養昌３８.１２
２１２０敬忠３８.１３
５９５１豫３８.１４
１１１１起請文前書３８.１５

Ⅱ　家　　（２４２件　２７９点）
３５３２由緒・家系・戸籍・判印鑑３８.２１
２０１９知行３８.２２
３０３０遺書・相続・養子・縁組３８.２３
２１２１儀礼３８.２４
７７屋敷・住所３８.２５
５７３５家計３８.２６
１９９日記・諸事留・雑録等３８.２７
７９７８書状・書簡３８.２８
１１１１事件・その他３８.２９

Ⅲ　学校等　（６６件　７４点）
１７１２明倫堂・孝友堂３８.３１
２１２１明倫堂～西校（明治初年）３８.３２
３６３３鹿島郡小学校３８.３３

Ⅳ　学芸　（１３５件　２８２点）
４４３１学問・武芸３８.４１
１６１１文学３８.４２
２６１５宗教３８.４３
１４７３０漢学３８.４４
２９２８漢詩３８.４５
２０２０書画３８.４６

Ⅴ　藩政　（２５件　２６点）
７７藩主家３８.５１
１３１３藩政３８.５２
６５記録３８.５３

７８５５７１計

中村石蘭亭文庫　分類と点数



四
六

　
　
　

代　

々

庄
兵
衛
政
勝
は
元
禄　

年（
一
六
九
九
）に
没
し
た
。
嫡
男
知
左
衛
門
は
、幼
名

１２

丹
四
郎
、
後
平
助
、
実
名
は
不
明
で
、
宝
永
３
年
（
一
七
〇
六
）
相
続
、
元
文
３
年

（
一
七
三
八
）
に
没
し
て
い
る
。
こ
の
知
左
衛
門
の
記
し
た
史
料
は
遺
書
（　

・　
３８

２３

‐
１
・
２
）
２
点
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
喜
大
夫
直
之
は
、
人
持
組
前
田
主

殿
助
家
の
陪
臣
田
中
判
大
夫
の
子
で
、
享
保　

年
（
一
七
三
四
）
知
左
衛
門
の
娘

１９

へ
婿
養
子
と
な
り
、
元
文
４
年
相
続
し
、
寛
保
３
年
（
一
七
四
三
）
に
没
し
て
い
る
。

中
村
弥
左
衛
門
妹
と
の
縁
組
願
（　

・　

‐　

）
が
あ
る
が
、
直
之
が
関
係
し
た

３８

２３

１６

次
郎
右
衛
門
正
吉 

与
左
衛
門
武
全 

久
左
衛
門
吉
之 

庄
兵
衛
政
勝 

女
子 

弥
五
左
衛
門 

次
郎
右
衛
門 

弥
五
左
衛
門
能
直 

九
八
郎 

日
蓮
宗 

卯
辰
本
光
寺 

(

丹
四
郎
・
平
助)

知
左
衛
門 

又
大
夫
一
清 

弥
左
衛
門 

弥
五
左
衛
門
直
長 

弥
左
衛
門
妹 

喜
大
夫
直
之 

知
左
衛
門
娘 

小
右
衛
門
善
胤 
弥
次
郎
武
平 

八
郎
兵
衛
之
岑 

湯
原
沖
右
衛
門
妹 

知
左
衛
門
養
昌 

本
橋
仙
右
衛
門
娘 

庄
次
郎 

丹
大
夫
有
隣 

武
兵
衛 

駒
井
淳
左
衛
門
妻 

(

又
三
郎
・
又
大
夫)

丹
大
夫 

井
口
三
事
娘 

庄
吉 

中
村
知
左
衛
門
妻 

大
島
善
太
郎
妻 

小
太
郎
慎
憲 

八
郎
左
衛
門 

荒
井
治
兵
衛
娘 

横
川
文
蔵 

静 

横
川
仲
蔵 

央 

か
し
く 

と
も 

向
　
菊
太
郎 

助
三
郎(

近
岡
半
兵
衛)

外
与
二
郎 

禎
雄 

多
仁 

謹
一
郎 

敬
雄 

珠
栄 

敬
雄 

夏
栄 

昭
雄 

欽
雄 

弥
五
左
衛
門 

岡
之
丞 

十
右
衛
門 

十
郎
右
衛
門 

与
右
衛
門 

仕
兵
衛 

十
三
郎 

中
村
家
略
系
図 

三
左
衛
門 

次
郎
右
衛
門
正
吉 

次
郎
右
衛
門
正
住 

弥
次
郎
敬
忠 

知
左
衛
門
豫
卿 

民
作 

巴
人 

180
石 

120
石
兄
遺
知
合
300
石
 

300
石 

新
知
200
石 

新
知
100
石
与
力
 

200
石 

新
知
150
石
与
力 

与
力
↓
組
外
 

中
村
石
蘭
亭
文
庫
お
よ
び
本
館
蔵
の
「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」
等
に
よ
り
作
成
。

な
お
、
兄
弟
関
係
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
出
生
順
を
表
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

波
線
は
養
子
関
係　

二
重
線
は
婚
姻
関
係

中
村
石
蘭
亭
文
庫
解
説



四
七

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録

史
料
は
、
由
緒
帳
と
遺
書
の
他
は
「
喜
太
夫
倅
庄
兵
衛
、
家
来
手
討
等
留
書
」

（　

・　

‐
１
）
の
み
で
あ
る
。

３８

２９
養
昌
は
、寛
延
３
年（
一
七
五
〇
）
中
村
弥
左
衛
門
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、宝

暦　

年
（
一
七
六
一
）
中
村
喜
大
夫
の
末
期
養
子
と
な
り
、
明
和
５
年
（
一
七
六
八
）

１１
喜
大
夫
家
を
継
ぎ
明
組
与
力
と
し
て
召
出
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
通
名
は
弥
次

郎
、実
名
は
武
平
で
あ
っ
た
。
天
明
元
年（
一
七
八
一
）５
月
実
名
を
武
平
か
ら
貞

廉
に
改
め
、天
明
６
年
５
月
更
に
養
昌
と
改
め
る
。
寛
政
３
年（
一
七
九
一
）８
月

通
名
を
弥
次
郎
か
ら
祖
父
と
同
じ
知
左
衛
門
に
改
め
、
文
化
３
年
（
一
八
〇
六
）

に
没
し
て
い
る
。
弥
次
郎
敬
忠
は
、養
昌
の
嫡
子
で
文
化
３
年
に
明
組
与
力
と

し
て
召
出
さ
れ
相
続
し
、嘉
永
２
年（
一
八
四
九
）に
没
し
て
い
る
。
改
名
の
記
録

は
な
い
が
、「
孫
子
十
三
篇
」
の
写
（　

・　

‐　

）
で
は
字
名
は
倫
連
で
あ
る
こ

３８

４１

２３

と
が
わ
か
る
。

な
お
、
知
左
衛
門
か
ら
弥
次
郎
敬
忠
ま
で
は
、
参
勤
交
代
の
御
供
や
江
戸
表

御
用
、
姫
君
婚
礼
に
伴
う
御
用
等
に
よ
る
江
戸
詰
・
往
来
の
役
儀
が
多
い
。

弥
次
郎
敬
忠
の
嫡
男
知
左
衛
門
豫
は
、
通
名
は
文
太
郎
、
嘉
永
３
年
に
相
続

し
、嘉
永
５
年　

月
通
名
を
知
左
衛
門
に
改
め
、明
治
３
年（
一
八
七
〇
）
の
史
料

１０

ま
で
通
名
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
４
・
５
年
に
は
知
左
と
さ
れ
て
い
る
。

実
名
に
つ
い
て
は
明
治
３
年
の
由
緒
帳
（　

・　

‐　

）
で
は
豫
、
５
年
の
由
緒

３８

２１

１１

帳
（
当
館
加
越
能
文
庫
）
で
も
豫
で
あ
る
が
、
天
保　

年
（
一
八
四
〇
）
の
実
名
書

１１

（　

・　

‐
９
）
で
は
豫
卿
と
あ
り
、
字
名
は
子
順
と
記
さ
れ
て
い
る
。
号
は
立
軒

３８

２４

で
、遅
く
と
も
弘
化
３
年（
一
八
四
六
）に
は
使
用
し
て
い
る
。
他
に
石
蘭
亭
主
人
、

紹
成
堂
主
人
と
も
記
す
が
、
紹
成
堂
に
つ
い
て
は
、
明
治
５
年
七
尾
に
転
居
後

自
宅
で
営
ん
だ
漢
学
塾
の
名
称
で
あ
る
。
ま
た
、こ
の
豫
卿
関
係
の
史
料
が
本

文
庫
の
中
で
最
も
多
い
。
藩
政
期
に
は
公
事
場
付
与
力
等
を
勤
め
る
等
役
儀

関
係
史
料
の
他
に
、
明
倫
堂
で
漢
学
を
教
え
る
な
ど
、
学
校
・
学
芸
関
係
に
伴

う
史
料
も
多
い
。
明
治　

年　

歳
で
没
し
て
い
る
。

２６

７１

豫
卿
の
嫡
子
民
作
は
、
幼
名
民
之
助
で
、
明
治
３
年
民
作
と
改
め
る
。
字
名

は
子
惇
、
号
は
桃
軒
、
桃
林
庵
・
静
観
楼
な
ど
も
用
い
る
。
大
正
４
年
（
一
九
一

五
）
ま
で
鹿
島
郡
の
初
等
教
育
に
従
事
し
、
昭
和
４
年
（
一
九
一
九
）　

歳
で
没
し

７７

て
い
る
。
民
作
の
嫡
子
禎
雄
は
、
東
京
高
等
師
範
学
校
卒
業
後
、
各
地
の
中
学

で
教
育
に
従
事
し
、
金
沢
第
一
中
学
の
校
長
を
最
後
に
公
職
を
退
き
、
昭
和　
５１

年　

歳
で
没
し
て
い
る
。

９２以
下
分
類
に
基
づ
き
、
補
足
的
に
説
明
し
て
い
く
。

Ⅰ
役
儀

「　

養
昌
以
前
」の
史
料
群
は
、庄
兵
衛
以
外
は
、系
図
や
由
緒
帳
で
は
確
認

１１

で
き
な
い
同
苗
別
家
の
史
料
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は「
中
村
養
昌
一
代

記
」（　
・　

‐
１　

以
下
「
一
代
記
」
と
略
す
る
。
注
１
）
の
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
閏
５

３８

２７

月
の
記
述
に
「
元
祖
庄
兵
衛
様
一
類
附
二
冊
并
御
一
行
御
尋
御
請
書
并
知
左
衛

門
様
手
跡
撰
之
節
御
書
出
之
小
紙
等
得
ル
之
事
」
と
記
さ
れ
、
養
昌
が
寺
社
奉

行
役
所
の
反
古
紙
を
調
べ
持
ち
出
し
て
い
る
。
一
類
附
二
冊
は
天
和
３
年
（
一

六
八
三
）
と
元
禄
３
年
（
一
六
九
〇
）
の
「
先
祖
由
緒
帳
」（　

・　

‐
１
・
２
）
で
、
天

３８

２１

明
５
年
の
養
昌
（
弥
次
郎
貞
廉
）
の
追
記
が
あ
り
、
は
ず
れ
た
付
箋
（　

・　

‐
３
）

３８

１２

の
み
も
確
認
し
て
い
る
。
御
一
行
御
尋
御
請
書
は
３
「
中
村
庄
兵
衛
身
上
書
」

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
文
中
で
御
一
行
は
所
持
し
て
い
な
い
と
記
し
て
い
る
。
中

村
六
郎
右
衛
門
宛
１
「
前
田
利
常
知
行
宛
行
状
」
の
六
郎
右
衛
門
に
つ
い
て
は

「
中
村
六
郎
右
衛
門
等
六
人
忌
日
書
上
」（　

・　

‐　

）
に
よ
る
と
伴
八
矢
与
力

３８

２４

１５

で
万
治
３
年
（
一
六
六
〇
）
没
と
記
さ
れ
て
い
る
が
他
の
系
図
等
で
は
確
認
で
き

な
い
。

「　

養
昌
」
の
史
料
８
は
、
養
昌
が
寛
政　

年
（
一
七
九
八
）
か
ら
享
和
元
年
（
一

１２

１０

八
〇
一
）
ま
で
江
戸
で
御
服
御
料
紙
裁
許
を
勤
め
金
沢
へ
戻
っ
た
後
、
江
戸
会

所
か
ら
、
会
計
的
な
引
継
ぎ
が
済
ん
だ
こ
と
を
証
し
た
文
書
で
、「
江
会
」
印

が
押
さ
れ
て
い
る
。
養
昌
の
役
儀
に
つ
い
て
は
、こ
こ
で
の
個
別
史
料
の
他
に
、

「
一
代
記
」
に
詳
し
い
。「　

敬
忠
」
で
は
、
敬
忠
が
参
勤
交
代
や
姫
君
婚
姻
な

１３
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ど
で
藩
主
家
近
辺
で
の
御
用
を
多
く
勤
め
た
こ
と
に
よ
る
拝
領
目
録
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。「　

豫
卿
」
の
史
料　

「
公
事
場
御
用
検
使
控
」
は
、
豫
卿
が
公

１４

２６

事
場
御
用
を
務
め
、
実
際
に
本
人
が
現
場
に
検
使
と
し
て
出
向
き
報
告
し
た

十
数
件
の
一
件
控
で
あ
る
。「　

起
請
文
前
書
」
は
名
前
や
年
号
が
記
さ
れ
て

１５

お
ら
ず
、
役
名
も
定
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
誰
の
起
請
文
で
あ
る
か
明

確
で
は
な
い
。
由
緒
帳
等
に
記
さ
れ
た
役
名
か
ら
で
は
、
１
は
直
之
・
養
昌
が

共
に
勤
め
て
い
る
「
寺
社
奉
行
支
配
方
取
次
御
用
」
の
起
請
文
で
あ
ろ
う
。
２

か
ら
８
は
養
昌
で
、
２
は
「
非
人
小
屋
裁
許
」、
３
は
「
御
城
方
御
用
」、
４
・

５
は
「
買
手
方
并
直
段
聞
御
用
」、
６
・
７
は
「
御
参
勤
道
中
一
宿
下
り
御
荷
物

裁
許
」、
８
は
養
昌
と
敬
忠
が
勤
め
た
「
金
沢
廻
り
道
橋
破
損
修
理
裁
許
」「
金

沢
廻
道
橋
方
御
用
」、
９
・　

は
敬
忠
で
、
９
は
「
御
台
所
御
賄
方
御
用
」、　

１０

１０

は
「
勇
姫
様
御
出
府
御
道
中
御
供
」
の
起
請
文
前
書
で
あ
ろ
う
。　

は
公
事
場

１１

関
係
の
役
儀
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
公
事
場
附
御
用
」
で
あ
れ
ば
、
敬
忠
と
豫

卿
が
勤
め
て
い
る
。

Ⅱ　

家
「　

由
緒
・
家
系
・
判
印
」
で
は
由
緒
帳
が　

点
確
認
さ
れ
て
い
る
。　

「
豊

２１

１６

１６

島
銭
次
郎
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」
以
外
は
中
村
家
お
よ
び
縁
戚
関
係
の
由

緒
帳
で
あ
る
。
最
も
早
い
時
期
の
由
緒
帳
は
１
の
天
和
３
年
の
史
料
で
、庄
兵

衛
が
青
山
将
監
の
与
力
と
な
っ
た
時
、
２
の
元
禄
３
年
の
史
料
は
明
組
与
力

と
な
っ
た
時
に
寺
社
奉
行
に
提
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、先
代

が
亡
く
な
っ
た
後（
３
）、実
名
を
改
め
た
と
き（
６
）な
ど
様
々
な
場
面
で
由
緒

帳
を
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
９
の
嘉
永
２
年
（
一
八
四
九
）
の
由
緒
帳
に
は
二
カ
所
に
加
筆
が
あ
る
。

奥
に
「
中
村
弥
次
郎
様　
　

青
地
左
大
夫
・
岡
本
三
郎
大
夫　

／　

御
由
緒
加

筆
之
通
、
清
帳
壱
冊
御
判
印
ニ
お
よ
ひ
不
申
、
加
筆
之
分
為
一
集
ニ
当
月
中
無

間
違
御
指
出
可
被
成
候
、以
上　

／　

五
月
十
七
日
」と
あ
り
、表
紙
に
は「
嘉

永
二
年
閏
四
月
廿
五
日
迄
ニ
先
下
帳
ニ
而
可
指
出
旨
申
来
、
調
筆
三
田
村
半
助

ニ
相
頼
指
出
ス
処
加
筆
有
之
、
五
月
中
ニ
可
指
出
旨
下
ニ
記
載
之
通
申
来
ル
処
、

同
日
病
死
に
付
、
中
村
弥
次
郎
先
祖
由
緒
并
一
類
付
帳
与
標
題
シ
、
中
村
文
太

郎
之
判
印
二
而
清
帳
、同
年
八
月
朔
日
ニ
指
出
ス
事
」と
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
由

緒
帳
は
判
印
前
の
清
帳
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
調
筆
を
頼
ん

だ
三
田
村
半
助
に
よ
り
加
筆
（
本
史
料
の
朱
書
部
分
）
が
あ
っ
た
の
で
、
も
う
一

度
清
書
し
た
由
緒
帳
と
一
緒
に
５
月
中
に
提
出
す
る
よ
う
伝
え
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
本
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、「
中
村
弥
次
郎
先
祖
由
緒
并
一
類
付

帳
」
と
題
し
て
、
与
力
召
出
し
前
の
嫡
男
文
太
郎
の
判
印
に
よ
る
清
帳
を
８
月

１
日
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、由
緒
帳
を
寺

社
奉
行
に
提
出
す
る
際
、
下
帳
も
し
く
は
判
印
以
前
の
由
緒
帳
が
調
筆
を
経

て
清
書
し
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
由
緒
帳
の
下
帳
と

な
っ
た
の
は
、
８
の
文
政　

年
（
一
八
二
九
）
６
月
の
由
緒
帳
で
、
天
保　

年
（
一

１２

１０

八
三
九
）
８
月
の
下
帳
に
も
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
提
出
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

由
緒
帳
の
名
義
と
判
印
者
が
異
な
り
な
が
ら
も
提
出
を
求
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
中
村
家
の
事
由
に
よ
る
提
出
で
は
な
く
、
定
期
的
な
「
藩
士
把
握
の
た
め

の
戸
籍
調
査
」（
注
２
）
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

家
系
に
含
め
た　

・　

の
書
状
は
明
治
３
年
（
一
八
七
〇
）
の
由
緒
帳
に
記
載

２１

２２

す
る
姓
、「
源
」
か
「
平
」
か
の
確
認
の
た
め
中
村
与
左
衛
門
系
の
同
族
で
示

し
合
わ
せ
た
書
状
で
あ
ろ
う
。

「　

知
行
」
で
は
、
主
に
①
算
用
場
か
ら
の
所
附
、
②
所
附
さ
れ
た
村
、
③
知

２２

行
米
を
管
理
す
る
蔵
宿
の
史
料
を
ま
と
め
た
。
①
か
ら
中
村
家
の
知
行
百
石

は
、
加
賀
に　

石
、
能
登
に　

石
に
分
け
与
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免
率
が
、

３０

７０

与
力
で
あ
る
た
め
「
一
歩
劣
」
り
、　

％
と　

％
な
の
で
、
実
収
納
高
は
、　

３５

４０

１０

石
５
斗
と　

石
、計　

石
５
斗
で
あ
っ
た
。
②
に
つ
い
て
は
所
附
さ
れ
た
村
か

２８

３８

ら
の
史
料
２
「
知
行
所
に
つ
き
高
・
百
姓
仕
分
け
申
上
書
」
を
み
る
。

中
村
石
蘭
亭
文
庫
解
説
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中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録

　
　

覚

草
高　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
郡

一
、
拾
六
石
九
斗
三
升
五
合　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
十
万
村

　
　
　
　
　
　

免
六
ツ
弐
歩

　
　
　

内

　
　
　
　

五
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓　

武
右
衛
門

　
　
　
　

五
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

伊
右
衛
門

　
　
　
　

六
石
九
斗
三
升
五
合　
　
　
　
　
　
　

同　
　

七
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

〆

右
私
共
在
所
今
般
御
知
行
所
ニ
就
被
仰
付
候
、
百
姓
上
中
下
鬮
取
之

上
を
以
相
極
、
百
姓
分
書
上
申
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　

文
化
四
年
五
月　
　
　
　
　

肝
煎　
　

三
郎
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
合
頭　

市
右
衛
門
（
印
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

徳
左
衛
門
（
印
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

新
左
衛
門
（
印
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

久
右
衛
門
（
印
）　

　
　
　
　
　

中
村
弥
次
郎
様　

御
台
所

　

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上　
　
　

高
尾
村　

茂
八
（
印
）

こ
の
史
料
は
、
文
化
４
年
（
一
八
〇
七
）
５
月
に
算
用
場
か
ら
中
村
家
に
所
附

さ
れ
た
四
十
万
村
が
、　

石
（　

石
５
斗
）
分
の
百
姓
お
よ
び
高
を
決
め
、
十
村

３０

１０

を
経
て
中
村
家
に
報
告
し
た
も
の
で
、　

石
９
斗
３
升
５
合
に
免
率　

％
を

１６

６２

算
出
す
る
と　

石
４
斗
９
升
９
合
７
勺
と
な
り
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
藩
士

１０

の
知
行
は
、
村
だ
け
で
は
な
く
百
姓
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
高
ま
で
割
り
当
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
仕
分
け
ら
れ
た
百
姓
に
つ
い
て
は
中
村

家
の
年
中
行
事
等
を
記
し
た
「
家
事
」（　
・　

‐　

）
の
正
月　

日
の
記
載
に
「
地

３８
２４

２１

１１

知
行
所
百
姓
共
呼
寄
吉
祝
之
事
」
と
あ
り
、
料
理
名
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
百
姓
の
仕
分
け
の
事
例
と
し
て
は
寛
文
４
年
（
一
六
六

四
）
の
史
料
「
利
波
郡
二
日
町
村
百
姓
わ
け
書
上
」（
加
越
能
文
庫　

・　

‐　

）
が
あ

１６
６５

２４８

る
。
ま
た
、
複
数
の
藩
士
の
知
行
地
で
あ
る
村
で
、
藩
士
ご
と
に
百
姓
お
よ
び

高
を
振
り
分
け
た
こ
と
を
示
し
た
史
料
と
し
て
は
、
石
川
郡
大
河
端
村
の
嘉

永
７
年
「
御
地
頭
割
」（
宮
本
文
庫　

・
２
‐　

）
が
あ
る
。

３３

２７

「　

屋
敷
・
住
所
」
に
つ
い
て
は
、
延
宝
年
間
金
沢
城
下
図
（
郷
土　

‐　

）
で

２５

０９０

５９８

は
、
小
立
野
与
力
町
に
「
中
村
庄
兵
衛
」
の
記
載
が
確
認
で
き
る
。
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）
に
養
昌
が
写
し
た
「
加
陽
武
士
町
細
見
図
」（　
・　

‐
２
）
で
も
同
所

３８

５３

に
「
中
村
弥
次
郎
」
と
記
し
て
い
る
。「
一
代
記
」
に
よ
れ
ば
、
明
和
５
年
（
一

七
六
八
）
養
昌
が
与
力
に
召
出
さ
れ
た
と
き
、
拝
領
屋
敷
は
中
村
三
郎
兵
衛
に

貸
出
さ
れ
て
い
た
た
め
か
養
昌
は
近
く
の
集
福
寺
前
の
地
子
町
に
居
住
し
て

い
る
。
明
和
７
年
７
月
養
父
跡
屋
敷
の
拝
領
を
願
い
出
て
許
さ
れ
た
の
が
史

料
１
で
、　

月
に
は
家
を
建
て
引
越
し
、　

月
に
は
本
橋
仙
右
衛
門
妹
を
娶
っ

１０

１２

て
い
る
。
天
明
５
年
（
一
七
八
五
）
６
月
妻
が
病
死
し
た
た
め
か
、「
一
代
記
」
に

は
同
年
「
乙
巳
九
月
十
四
日
、
居
宅
定
番
御
馬
廻
井
上
八
十
郎
江
相
払
イ
、
居

屋
敷
之
儀
者
相
対
を
以
、
今
巳
年
よ
り
来
ル
寅
年
迄
拾
ヶ
年
季
ニ
貸
置
、
同
日

ヨ
リ
本
橋
仙
右
衛
門
殿
方
江
上
下
共
四
人
致
同
居
候
事
」
と
記
し
て
い
る
。
与

力
町
で
あ
り
な
が
ら
馬
廻
の
藩
士
に
家
を
売
り
、
拝
領
地
を
貸
し
、
史
料
２
で

は
「
家
料
六
百
五
拾
目
」
で
年
限
が
来
れ
ば
同
額
で
買
い
返
す
と
し
て
い
る
。

そ
の
後
天
明
８
年　

月
再
縁
の
た
め
本
橋
宅
を
出
、
波
着
寺
門
前
町
の
家
に

１２

「
代
壱
貫
目
、地
子
銀
五
両
」で
移
っ
て
い
る
。
そ
し
て
寛
政
４
年
９
月
与
力
町

で
貸
し
て
い
た
拝
領
屋
敷
を
買
い
返
し
、
住
ん
で
い
た
井
上
十
右
衛
門
は
波

着
寺
門
前
町
の
家
に
交
換
の
よ
う
に
移
っ
て
い
る
。

史
料
３
の
「
屋
敷
図
綴
」
は　

枚
綴
り
で
敷
地
や
建
物
の
図
で
あ
る
。
隣
地

２２

の
人
名
か
ら
養
昌
の
頃
の
図
も
１
枚
確
認
で
き
る
が
、
多
く
は
次
の
敬
忠
や

豫
卿
の
頃
の
図
で
あ
る
。
そ
の
一
枚
の
建
物
平
面
図
に「
小
立
野
与
力
町
／
斎



五
○

藤
判
大
夫　

本
宅
年
季
貸
／
山
田
勘
七
ヨ
リ
大
屋
瀬
左
衛
門
を
経
而
残
り
年

季
居
住
い
た
し
、
斎
藤
判
大
夫
江
相
渡
候
家
作
絵
図
」
と
あ
り
、
ほ
ぼ
同
配
置

の
別
図
に
「
山
田
勘
七
江
寅
九
月
遣
置
候
絵
図
」
と
あ
る
。「
起
止
録
」（　

・　
３８

２７

‐
２
）
嘉
永
２
年
（
一
八
四
九
）
７
月　

日
に
は
「
八
ッ
時
前
ニ
斎
藤
江
案
内
、
尋
而

１３

判
大
夫
来
、銀
子
壱
貫
五
百
目
請
取
、相
見
人
小
太
郎
両
人
判
印
証
文
渡
シ
家

引
渡
ス
、
久
右
衛
門
直
に
与
力
町
等
持
廻
ニ
出
、
又
勘
助
・
喜
助
ニ
か
こ
か
ゝ

せ
味
噌
蔵
丁
江
引
移
」
と
あ
る
。
ま
た
弥
次
郎
（
敬
忠
）
名
で
天
保
２
年
（
一
八

三
一
）
提
出
の
控
図
２
枚
が
あ
り
、前
年
が
寅
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、与
力
町
の

屋
敷
は
天
保
２
年
に
山
田
勘
七
に
、
そ
の
後
大
屋
瀬
左
衛
門
に
貸
出
し
た
後
、

し
ば
ら
く
中
村
家
が
住
ん
で
い
た
が
、
嘉
永
２
年
５
月
敬
忠
が
亡
く
な
っ
た

後
、
７
月
に
隣
家
斉
藤
判
大
夫
に
貸
し
、
味
噌
蔵
町
へ
引
越
し
て
い
る
。
味
噌

蔵
町
の
頃
の
屋
敷
図
に
つ
い
て
は
、
２
枚
あ
り
、
そ
の
内
の
１
枚
に
「
金
沢
近

江
町
津
田
随
分
斎
隠
居
所
之
図
／
右
買
求
味
噌
蔵
丁
下
土
橋
向
江
少
々
絶
長

補
短
シ
テ
建
築
、
其
後
小
立
野
本
宅
江
建
継
等
い
た
し
引
候
分
」
と
し
て
い
る
。

味
噌
蔵
町
下
土
橋
向
と
は
、
豫
卿
の
伯
父
中
村
又
大
夫
の
屋
敷
で
あ
り
、
弘
化

４
年
に
娶
っ
た
妻
の
実
家
で
あ
る
。
つ
ま
り
中
村
又
大
夫
屋
敷
地
内
に
津
田

随
分
斎
の
隠
居
屋
敷
を
移
築
し
居
住
し
、
後
に
ま
た
、
小
立
野
与
力
町
へ
移
築

し
て
い
る
。
与
力
町
へ
の
引
越
の
時
期
に
つ
い
て
は
「
起
止
録
」
嘉
永
４
年
（
注

３
）
７
月　

日
「
是
日
ヨ
リ
家
普
請
ニ
取
懸
ル
」、９
月
６
日
「
是
日
新
宅
江
引
移

１８

り
」の
記
載
で
確
認
で
き
る
。
豫
卿
は
前
年
の
嘉
永
３
年　

月
百
石
明
組
与
力

１０

と
し
て
名
跡
を
継
ぎ
、
屋
敷
地
に
つ
い
て
は
嘉
永
５
年
に
正
式
に
拝
領
（
４
）

し
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
明
治
期
の
建
物
図
が
あ
り
、明
治
５
年
に
七
尾
に
引

越
し
た
後
の
図
で
あ
る
。

「　

日
記
・
諸
事
留
・
雑
録
等
」
は
、
本
文
庫
の
特
徴
の
一
つ
で
、
主
に
養

２７

昌
・
豫
卿
・
民
作
が
様
々
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。
１
「
中
村
養
昌
一
代
記
」

は
、
日
記
の
側
面
が
強
い
が
、
毎
日
の
記
録
で
は
な
く
、
何
か
事
柄
あ
っ
た

時
々
の
日
記
で
あ
る
。
そ
の
時
に
取
り
交
わ
し
た
文
書
等
も
同
時
に
写
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
２
「
起
止
録
」
は
、
豫
卿
の
日
記
で
、
毎
日
朝

起
き
て
か
ら
寝
（
止
ま
）
る
ま
で
の
こ
と
を
一
日
数
行
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

詳
細
な
事
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
毎
日
の
行
動
や
人
の
交
流
が
よ
く
わ
か

る
史
料
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、こ
の
２
点
の
史
料
は
本
解
説
で
も
多
く
引
用
し

て
い
る
。
３
は
仙
台
か
ら
江
戸
へ
の
、
４
は
能
登
三
崎
へ
の
紀
行
文
で
あ
る
。

５
〜
９
は
民
作
の
様
々
な
記
録
で
あ
る
。

「　

書
状
・
書
簡
」　

差
出
人
で
ま
と
め
た
が
、
他
の
分
類
に
関
連
す
る
書

２８

状
・
書
簡
は
そ
の
分
類
で
挙
げ
て
い
る
。
史
料
１
〜　

は
本
多
安
房
守
政
行
か

１３

ら
養
昌
に
宛
て
た
書
状
で
、
年
号
は
「
一
代
記
」
か
ら
推
定
し
て
い
る
。
政
行

と
養
昌
の
関
係
は
明
確
で
は
な
い
。　

・　

の
「
帯
刀
領
」
の
帯
刀
と
は
安
永

１１

１３

９
年
（
一
七
八
〇
）
旗
本
本
多
弥
五
郎
の
養
子
と
し
て
江
戸
に
遣
わ
し
た
本
多
政

行
の
七
男
の
こ
と
で
あ
る
。　

〜　

は
明
治
以
降
の
親
族
か
ら
の
書
簡
で
あ

２４

４８

る
。　

以
降
の
主
な
差
出
人
に
つ
い
て
は
「
学
芸
」
等
の
交
友
関
係
に
も
関
連

４９

す
る
の
で
文
末
の
「
主
要
人
物
略
紹
介
」
に
ま
と
め
た
。

「　

事
件
・
そ
の
他
」　

史
料
１
は
、
喜
大
夫
の
伜
庄
兵
衛
（
庄
次
郎
）
が
中
村

２９

家
の
小
者
を
殺
害
し
た
一
件
で
、庄
次
郎
は
後
に
出
奔
し
て
い
る
。
２
〜
９
は
、

豫
卿
が
外
出
差
し
止
め
の
処
分
を
受
け
た
一
件
で
あ
る
。
弘
化
３
年
（
一
八
四

六
）
正
月　

日
、
後
に
藩
主
と
な
る
前
田
慶
寧
に
よ
る
経
武
館
の
稽
古
御
覧
が

２４

あ
り
、
そ
れ
を
豫
卿
は
欠
席
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
３
月　

日
に
外
出
指

２７

止
が
申
渡
さ
れ
、
翌
弘
化
４
年
５
月
１
日
に
よ
う
や
く
赦
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ　

学
校
等

本
文
庫
の
特
色
の
一
つ
で
、
時
期
的
に
大
き
く
三
分
し
た
。「　

明
倫
堂
・

３１

孝
友
堂
」
は
主
に
豫
卿
が
藩
政
期
に
学
ん
だ
頃
、「　

明
倫
堂
〜
西
校
」
は
明

３２

治
初
年
豫
卿
が
金
沢
で
教
師
と
し
て
、「　

鹿
島
郡
小
学
校
」
は
明
治
５
年
能

３３

登
所
口
に
引
越
後
の
豫
卿
・
民
作
が
教
師
の
時
で
あ
る
。

「　

明
倫
堂
・
孝
友
堂
」　

明
倫
堂
は
加
賀
藩
の
藩
校
、
孝
友
堂
は
漢
学
者
で

３１

中
村
石
蘭
亭
文
庫
解
説



五
一

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録

明
倫
堂
助
教
を
勤
め
た
西
坂
衷
の
私
塾
で
あ
る
。
豫
卿
は
天
保
２
年
（
一
八
三

一
）　

月　

日
に
明
倫
堂
へ
の
入
校
が
認
め
ら
れ
る
。
史
料
３
「
明
倫
堂
座
順
」

１０

２０

は
豫
卿
が
明
倫
堂
に
在
校
時
の
座
順
の
記
録
で
あ
る
が
、
文
政
７
年
（
一
八
二

四
）
〜
天
保
９
年
の
学
頭
も
記
さ
れ
て
い
る
。
５
は
天
保　

年
の
学
政
修
補
に

１０

伴
う
史
料
で
「
当
時
生
徒
願
之
通
被
仰
付
候
人
々
、
今
般
御
仕
法
に
付
、
何
茂
御

免
被
成
候
条
可
申
渡
旨
、今
日
奥
村
丹
後
守
殿
被
仰
聞
候
条
、可
被
得
其
意
候
、

以
上　

／　

二
月
十
七
日　

／　

猶
以
、御
書
物
拝
借
有
之
候
ハ
丶
、明
後
十

九
日
四
時
ヨ
リ
九
時
迄
之
内
返
納
可
有
之
候
、
以
上　

／　
（
端
裏
書
）
中
村
文

太
郎
殿　

古
屋
甚
兵
衛
」
と
あ
り
、
奥
村
丹
後
守
栄
実
の
決
定
を
、
学
校
方
御

用
の
古
屋
甚
兵
衛
が
申
渡
し
た
史
料
で
、
平
士
並
以
下
の
与
力
嫡
子
で
あ
っ

た
豫
卿
が
明
倫
堂
に
通
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
前
年
豫
卿
は
「
起
止
録
」
に
「
天
保
九
年
三
月
下
旬
、
跡
地
義
三
郎
ト

共
ニ
西
坂
ニ
入
門
ス
」
と
記
し
孝
友
堂
に
入
塾
し
て
い
る
。
史
料
７
・
９
〜　
１２

は
孝
友
堂
で
の
記
録
で
、　

で
は
豫
卿
は
指
導
す
る
立
場
で
、
子
で
あ
る
民
之

１２

助
（　

歳
）、
外
与
三
郎
（
７
歳
）
の
名
前
も
み
ら
れ
る
。
明
治
期
以
降
は
辞
令
関

１７

係
が
主
体
で
あ
る
が
、「　

鹿
島
郡
小
学
校
」
の
史
料　

「
校
費
受
払
簿
」
や

３３

２２

　

「
起
稿
冊
」
は
学
校
費
用
や
予
算
関
係
で
明
治
末
・
大
正
初
の
小
学
校
の
実

２５態
が
窺
え
る
史
料
で
あ
る
。
な
お
、
同
じ
く
民
作
が
記
し
た
「
掌
略
記
」（　
・　
３８

２７

‐
６
）
に
も
同
時
期
の
学
校
関
係
の
記
録
が
含
ま
れ
て
い
る
。

Ⅳ　

学　

芸

史
料
が
多
く
、
本
文
庫
の
特
徴
で
あ
る
「
漢
学
・
漢
詩
・
書
画
」
を
学
問
等

か
ら
分
け
て
項
を
立
て
た
。「　

漢
学
」
に
は
漢
詩
写
や
漢
詩
撰
集
や
歴
史
事

４４

項
を
漢
文
体
で
表
現
し
た
も
の
を
含
め
た
。「　

漢
詩
」・「　

書
画
」
は
中
村

４５

４６

家
お
よ
び
豫
卿
と
学
問
的
交
友
関
係
に
あ
る
人
々
の
自
作
で
あ
る
漢
詩
等
を

作
者
別
に
集
め
、「　

書
画
」
の
書
に
つ
い
て
は
多
く
が
漢
詩
で
あ
る
が
、
軸

４６

装
や
扁
額
の
他
は
、
書
道
紙
等
に
書
か
れ
た
も
の
を
含
め
た
。

「　

漢
学
」
史
料
６
「
信
州
に
て
狼
の
害
に
つ
き
漢
詩
」
に
つ
い
て
は
、「
続

４４

漸
得
雑
記
」（
加
越
能
文
庫　

・　

‐
６
）
に
も
漢
詩
に
よ
り
狼
害
を
止
め
た
同
内
容

１６

０５

の
記
載
が
あ
る
。
な
お
、「　

藩
政
」
に
含
め
た
近
藤
岩
五
郎
等
の
辞
世
句
も

５２

漢
文
体
で
あ
り
、
漢
学
の
意
で
写
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。「　

漢
詩
」
の
史

４５

料
９
「
雑
詩
別
集
」
の
編
者
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
僚
・
友
人
・
近
人
・

古
人
ご
と
に
彼
ら
の
漢
詩
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
僚
は
明
倫
堂
の
同
僚
で
あ

ろ
う
か
、
同
僚
・
友
人
と
も
に
名
前
が
見
ら
れ
る
の
は
大
島
善
と
豊
島
毅
で
あ

る
こ
と
か
ら
編
者
は
名
前
の
無
い
豫
卿
で
あ
り
、
豫
卿
の
交
友
関
係
が
判
る

史
料
で
も
あ
る
。「　

書
画
」
の
史
料
１
「
書
画
酬
和
」
は
巻
子
に
装
丁
さ
れ

４６

て
い
る
が
、
弘
化
３
年
（
一
八
四
六
）
正
月
３
日
同
日
の
「
起
止
録
」
に
は
大
島

稼
亭
（
善
）
と
「
書
画
帖
等
尽
興
而
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
書
画
は
、

「
立
軒
造
石
（
印
）」
の
記
載
の
あ
と
岩
に
草
花
の
墨
画
が
あ
り
、「
稼
亭
成
蘭

（
印
）」
と
あ
り
、「
緑
葉
紫
茎
依
石
発
、
青
苔
白
露
添
蘭
香　
　

立
軒
賛
（
印
）」

と
あ
る
。
豫
卿
が
石
の
絵
を
画
き
、
大
島
善
が
そ
の
画
に
蘭
を
書
き
加
え
、
豫

卿
が
賛
を
入
れ
て
い
る
。「
石
蘭
亭
」
と
の
関
連
は
明
確
で
は
な
い
が
石
と
蘭

を
題
に
書
画
を
興
じ
、
こ
れ
を
始
め
と
し
て
書
と
画
を
交
わ
し
た
も
の
で
あ

る
。
史
料　

「
中
村
豫
卿
書
」
の
軸
裏
に
は
「
立
軸
先
生
絶
筆
」
と
記
さ
れ
て

２０

い
る
。

Ⅳ　

藩　

政

「　

藩
主
家
」
の
史
料
２
、
寛
政　

年
の
利
家
二
百
回
忌
へ
の
拝
礼
願
に
つ

５１

１０

い
て
は
、「
一
代
記
」
に
「
例
茂
無
之
儀
故
、
難
被
承
届
旨
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

拝
礼
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。「　

記
録
」
の
史
料
２
「
加
陽
武
士
町
細
見
図
」

５２

は
、
享
保　

年
に
有
沢
武
貞
に
よ
っ
て
描
か
れ
も
の
を
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

１９

に
養
昌
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
有
沢
の
い
わ
ゆ
る
「
武
士
町
細
見
図
」
は
金

沢
城
下
町
研
究
の
基
本
史
料
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
本
の
所
在
は

不
明
で
あ
る
が
、写
に
つ
い
て
は
、本
史
料
の
他
に
天
明
６
年（
一
七
八
六
）
高
橋



五
二

直
正
の
写
本
（
東
北
大
学
付
属
図
書
館
狩
野
文
庫
）、
天
明
８
年
連
屋
（
注
４
）
の
写
本

（
大
島
文
庫　

・
０
‐　

）、
天
保　

年
（
一
八
四
三
）
中
村
徳
隣
の
写
本
（
豊
田
白
山
神

１０

７３

１４

社
文
書　

注
５
）
が
あ
る
。
詳
細
は
省
く
が
、
本
館
所
蔵
の
天
明
８
年
写
本
と
寛

政
元
年
写
本
と
比
較
す
る
と
、
本
文
・
道
筋
・
区
画
等
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、

写
し
た
年
が
わ
ず
か
一
年
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
屋
敷
地
の
人
名
が
異
な
っ

て
い
る
事
例
が
多
く
確
認
で
き
る
。
小
立
野
与
力
町
に
つ
い
て
も
天
明
６
年

写
本
と
寛
政
元
年
写
本
は
人
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
天
明
８
年
写
本
に

は
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
写
者
の
意
図
に
よ
り
表
記
が
異
な
る
こ
と
が

窺
え
る
。

以
上
、
分
類
に
も
と
づ
き
補
足
的
に
説
明
を
加
え
た
が
、
中
村
石
蘭
亭
文
庫

は
明
組
与
力
の
家
に
伝
え
ら
れ
た
史
料
で
あ
り
、
加
賀
藩
与
力
家
の
ま
と

ま
っ
た
史
料
群
は
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
与
力
の
実
態
、

生
活
や
人
的
交
流
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
迫
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
も
本
文
庫
の
貴
重
性
を
示
し
て
い
る
。

　

注
注
１　

同
史
料
の
翻
刻
版
と
し
て
『
加
賀
藩
士　

中
村
養
昌　

一
代
記
』（
平
成
９
年
発

行
中
村
欽
雄
・
編
集
代
表
中
村
夏
栄　

印
刷
研
文
社
）
が
あ
る
。

注
２　

宇
佐
美　

孝「
加
賀
藩「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」に
つ
い
て
」（『
加
能
地
域
史　

第
７
号
』
１
９
８
２　

加
能
地
域
史
研
究
会
）

注
３　
「
起
止
録
」
の
嘉
永
４
年
分
に
つ
い
て
は
、「
嘉
永
の
巻
」
に
は
４
年
と
６
年
が

抜
け
て
い
る
。「
弘
化
の
巻
」
に
は
、
弘
化
２
年
か
ら
弘
化
５
年
（
嘉
永
元
年
）
が

あ
り
、
そ
の
後
に
年
未
詳
の
正
月
か
ら　

月
ま
で
の
日
記
が
あ
る
。
２
月
４
日

１１

に
は
「
八
ツ
時
過
ニ
伊
藤
殿
ヨ
リ
紙
面
到
来
、
追
付
出
、
御
袴
地
一
具
御
目
録

拝
領
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
４
年
２
月
４
日
に
豫
卿
は
馬
術
稽
古
出
精

に
よ
り
袴
地
一
具
の
目
録
を
拝
領
し
て
い
る
（　

・　

‐　

・　

）
こ
と
か
ら
、

３８

１４

１０

１１

こ
の
年
未
詳
の
日
記
は
嘉
永
４
年
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

な
お
、「
起
止
録
」に
つ
い
て
参
照
し
た
先
行
研
究
お
よ
び
翻
刻
等
を
列
挙
す
る
。

・
江
森
一
郎
・
竹
松
幸
香
「
加
賀
藩
与
力
、
中
村
豫
卿
の
「
起
止
録
」
に
つ
い

て
」（『
市
史
か
な
ざ
わ
』
第
３
号　

１
９
９
７
）

・
江
森
一
郎
「『
起
止
録
』
解
説
１
」（『
金
沢
大
学
文
化
財
学
研
究
』
９　

２
０
０
７
）

・
竹
松
幸
香
「『
起
止
録
』
安
政
二
年
（
翻
刻
・
校
注
）」（『
金
沢
大
学
文
化
財
学
研
究
』

９　

２
０
０
７
）

・
江
森
一
郎
「『
起
止
録
』
解
説
（
嘉
永
二
年
）」（『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
』（
教
育

科
学
編
）　

号　

２
０
０
８
）

５７

・
江
森
一
郎
・
竹
松
幸
香
「
起
止
録
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
一
月
〜
六
月
（
翻

刻
）」「
起
止
録
嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）
七
月
〜
十
二
月（
翻
刻
）」（『
金
沢
大
学
教

育
学
部
紀
要
』（
教
育
科
学
編
）　

号　

２
０
０
８
）

５７

・
江
森
一
郎
「『
起
止
録
』
解
説
２　

文
久
２
年
」（『
金
沢
大
学
文
化
財
学
研
究
』　１０

　

２
０
１
０
）

・
竹
松
幸
香
「『
起
止
録
』
文
久
二
年
（
翻
刻
・
校
註
）」（『
金
沢
大
学
文
化
財
学
研
究
』

　
　

２
０
１
０
）

１０

注
４　

連
屋
に
つ
い
て
は
、「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳　

長
六
郎
」（
加
越
能
文
庫
）
に
長

六
郎
の
曽
祖
父
と
し
て
「
山
田
六
郎
五
郎
連
屋
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
山
田

家
は
代
々
長
家
の
臣
で
明
治
２
年
家
苗
を
長
に
改
め
た
。
大
島
文
庫
本
の
巻

末
に
貼
ら
れ
た
経
緯
か
ら
、
こ
の
山
田
連
屋
が
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

注
５　

豊
田
白
山
神
社
に
は
、
養
昌
の
弟
が
嗣
い
だ
中
村
弥
五
左
衛
門
家
の
史
料
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
治
期
以
降
中
村
家
が
豊
田
白
山
神
社
の
神
職

を
務
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。「
武
士
町
細
見
図
」
を
写
し
た
中
村
徳
隣
は
養

昌
の
子
丹
大
夫
で
弥
五
左
衛
門
家
へ
の
養
子
で
あ
る
。
丹
大
夫
の
娘
は
豫
卿

の
妻
と
な
る
な
ど
、
本
文
庫
の
中
村
家
と
の
姻
戚
関
係
が
強
い
。
そ
の
た
め
豊

田
白
山
神
社
文
書
に
は
、
本
文
庫
関
連
史
料
や
、
姻
戚
関
係
に
あ
る
大
島
家
の

由
緒
帳
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
豊
田
白
山
神
社
文
書
の
複
写
資
料
に
つ

い
て
は
本
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

中
村
石
蘭
亭
文
庫
解
説



五
三

中
村
石
蘭
亭
文
庫
目
録

主
要
人
物
略
紹
介　

中
村
豫
卿
（
文
政
６
年
生　

明
治　

年
没　

歳
）
の
交
友
関
係
者

２６

７１

青
山
延
寿　
　

漢
学
者　

水
戸
藩
儒　
「
読
史
雑
詠
」
の
著
者　

明
治　

年
没　

歳

３９

８７

井
口　

済　
　

嘉
一
郎　

号
犀
川
・
孜
孜
堂　

儒
者　

明
治　

年
没　

歳　

嫡
男
無
加
之

１７

７３

梅
村
近
義　
　

環　

十
郎
左
衛
門　

寺
西
家
陪
臣
六
十
石　

文
政　

年
生　

孝
友
堂
学
友

１２

大
島　

善　
　

善
太
郎
・
善
之
助　

号
伯
遷
・
柘
軒
・
七
原
・
稼
亭　

希
顔
堂　

百
九
十
石　

明
倫
堂
助
教　

文
政
９
年
生　

明
治　

年
没　

歳　

豫
卿
の
友
人
・
同
僚
、
妻

１３

５４

は
豫
卿
の
妻
と
姉
妹　

大
島
維
直
の
孫
、
父
は
桃
年
、
三
代
続
け
て
藩
儒
家　

嫡
男
多
計
比
古

河
波
有
道　
　

号
椶
園　

本
多
家
陪
臣　

明
治
元
年
明
倫
堂
助
教　

文
政
５
年
生
、
明
治　

年
２３

没　

才　

豫
卿
の
同
僚

６９

岸
井
孝
次　
　

九
八
郎　

清
太　

号
静
斎　

画
家　

給
禄
四
十
俵　

文
政
９
年
生

 

明
治　

年
没　

歳　

孝
友
堂
学
友

２６

６８

佐
藤
元
知　
　

儀
左
衛
門　

今
枝
家
与
力
二
百
石　

兵
学
は
有
沢
氏
の
高
弟　

天
保　

年
没

１０

　

歳
７２

佐
藤
列
松　
　

甚
十
郎　
　

御
歩
横
目
市
郎
右
衛
門
嫡
子　

孝
友
堂
学
友

杉
村
与
之　
　

精
一
・
精
一
郎　

号
青
渓　

百
十
石　

文
政
４
年
生
、
明
治　

年
歿　

明
治
期

２３

以
降
七
尾
住　

書
家　

豫
卿
の
友
人

関　

正
辞　
　

号
高
里　

高
岡
神
主
三
河
守
二
男　

関
仙
次
郎　

孝
友
堂
学
友

長　

連
孝　
　

三
蔵　

号
淡
所　

長
家
陪
臣
百
三
十
石　

豫
卿
の
弟
子

土
田
守
直　
　

源
四
郎　

明
組
与
力
百
石　

豫
卿
の
公
事
場
・
刑
獄
寮
で
の
同
僚

豊
島　

毅　
　

号
洞
斎　

明
倫
堂
助
教
文
学
教
師　

明
治　

年
没　

歳　

豫
卿
の
友
人
・
同
僚

３９

８３

永
山
政
時　
　

平
太
・
平
八
・
平　

号
亥
軒
・
椿
園　

明
治　

年
没　

歳　

豫
卿
の
学
兄

１２

６５

西
坂
成
一　
　

猪
之
助　

号
白
渓　

百
五
十
石　

明
倫
堂
助
教　

明
治　

年
没　

歳　

藩
儒

２０

５７

西
坂
錫
の
子　

孝
友
堂
学
友

丹
羽
履
信　
　

弟
次
郎
・
次
郎
兵
衛　

号
椎
渓　

弘
化
３
年
明
倫
堂
訓
導　

孝
友
堂
学
兄

林
清
次
郎　
　

組
外
番
頭
林
源
多
郎
定
吉
七
百
石
の
嫡
子
、
万
延
・
文
久
頃
没
、
孝
友
堂
学
友

東
方　

履　
　

元
吉
・
真
平　

号
芝
山　

文
化　

年
生
、
明
治　

年
没　

歳　

大
聖
寺
藩
士
百

１０

１２

６７

二
十
石　

儒
者　

画
家

藤
田
維
正　
　

誠
一
郎　

号
容
斎　

明
治
元
年
明
倫
堂
助
教
加
人　

文
政
８
年
生
、
明
治　

年
２５

没　

歳　
　

儒
者　

画
家　

豫
卿
の
同
僚

６８

松
田
久
平　
　

号
淇
洲
・
袖
陽
・
楠
涯
・
橡
石　

鹿
島
郡
区
長
・
七
尾
市
正　

明
治　

年
没　

２７

７０

歳　

豫
卿
の
弟
子

山
田
長
宣　
　

東
平　

号
新
川
・
太
刀
山
人　

明
治
２
年
明
倫
堂
助
教　

豫
卿
同
僚

※
生
没
年
・
年
令
に
つ
い
て
は
史
料
等
に
よ
り
異
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で

は
目
安
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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